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Hancock 博物館に保管されている横浜港と

三崎海岸の介形虫類

池谷仙之

The Ostracodes deposited in the Hancock Museum, Newcastle upon-Tyne, 

Collect巴dfrom the Yokohama Harbor and the Coast of Misaki 

Noriyuki IKEY A 

Challenger Expedition (1872-1876）によって採集

され， G.S. Brady (1880）によって研究，報告された

介形虫類の標本は大英博物館と Hancock博物館とに

分散して保管されている。筆者は1981年の夏，これら

の機本を検鏡する 目的で両博物館を訪ねた。Hancock

博物館において， Bradyの他の介形虫コレクションを

見るうち，その中に横浜港と三111奇海岸で採取された 2

枚のファウナノレ ・スライ ドをみつけた。前者のスライ

ドには ＂1874”と年号が上書きされ，後者のそれには

”Collected by M. Yokoyama”と採集者名が裏書きさ

れていた。英国では今から 100年以上も前にChallen

ger号が持ち帰った標本だけではなく，他のノレートで

日本の介形虫類を収集， 研究していたのかと思うと篤

異の念を禁じ得なし、。その上，これらの椋木にカビ一

つ生やさせず，まるで昨日作製したかのようなスライ

ドの保存は，「これが100年も前の襟本か」と疑いたく

なる程新鮮であった。 100年前に神奈川県下の標本が

英国に渡り， 今も大切に保管され，後続の研究を立派

に支えている。 これらの標本について紹介すると共

に，関連するこ，三の事柄を解説する。

介形虫類 （Ostracode)

介形虫は，節足動物門（Arthropoda），甲殻類綱

〔Crustacea）の1:9E綱に属する微小生物（普通，大き

さは0.5則前後，中には30mmに達するものもいる〉で

ある。外形は一般に二枚貝に似た左右2枚の石灰質か

らなる殻（valve）からなり，殻はその背縁に沿って

発達する蝶番（hingement〕によ って合わさ っている。

動物体は頭部4，胸部3，腹部に分節し，前7分節に

は各々 l対の付属肢が発達している。付属肢は感覚，

運動，捕食， l班H同等の働きをする。消化器官は口，食

道， 胃，終腸，H工門に区別される。この他多数の剛毛

(bristle）をもち，l対の複眼と共に高度な感覚器官を

備えている。これらの付属肢と内臓器官は殻の内で，

殻の背部から1'Hり下げられるようなかたちで保護され

ている。殻の開l羽は蝶番に沿った初帯 (ligament）を

引くことによ って開き，殻の 内側に密着する閉殻筋

〔adductormuscle）をヨ｜くことによって閉じる。

雌雄異体で普通有性生殖するが， 単為生殖によるこ

ともある。成長は僻化した後段階的lこ7,8回の脱皮をし

て成体となる。雌雄の差は最終脱皮時より，形態には

っきり と認められ，その差は殻の形態にも現われる。

あらゆる水域に生息し，潮だまりから4000mの大洋

底に至る海は勿論のこと，淡水や一時的な水たま り，

地下水，時に硫黄泉にまで生息していることが知られ

ている。生態的には浮遊 ・遊泳するもの，底質上を逗

い廻るもの，ii次かな底質表層部にもくっているもの，

砂粒聞の問げき水中にひそむもの，水生植物の間を這

ったり和弘、だりしているものなど様々である。

このように介形虫は世界のあらゆる環境の水域に繁

栄し，しかも，その起源はカンプリア紀（約5億年前）

にまでさかのぼることができる。世界各地の各地質時

代から沢山の化石が報告され，今や，生物進化を解く絶

好な材料のーっとして注目されている分類併である。

また示準化石，示相化石としても大変重要な位置を占

めている。しかし，化石として発見される介形虫類の

多くは，その動物体が失われ，殻しか保存されないの

が普通である。それ故，生物体としては甚だ不完全で

ある。これは化石のもつ宿命であるが，最近の技術の

進展によって，我々はその殻に残された微細構造か
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図1：介形虫の－(71]（日本の標本を使ってBradyが命

名，或いはBradyの名前をと って付けた三崎産

の介形虫類〉
1, 2 : Trachyleberis scabrocuneata〔Brady).

1）却右殻の側面×60, 2) ~tlr 左殻の側面 x 60, 
3 : Cytheroinorpha acu戸unctata(Brady). jtffi右殻
の側面X90, 4～6: Spi削：teberisquadriaculeata 
(Brady〕.4）雄左殻の側面×108, 5）雌両殻の背

面X96, 6）雌両殻，右側面，付属肢が殻から外に

出ている状態 x90, 7 Echinocythei'eis? braのt
Ishizaki. 雌両殻の背面，2つの眼が突出している

X47. 

ら，比較wrn1J学的に多くの情報を得ることができるよ
うになった。Hancock陣物館のこれら2ケ所の日本の

標本は乾標本として，底質試料から分離 ・抽出され，

ファウナノレ ・スライド上に整理 ・保存されている。

George Stewardson Brady (1832・1921)

Brady はNewcastleに近い Gatesheadで医者の子

として生まれた。 幼い頃から彼の周囲には多くの優れ

た博物学者がいた。その人たちの影響て’博物学に強い

興味を持ちながら，NewcastleCollegeで医学を学び，

父と向じく 医者になり， 1857～1906年までSunderland

で開業していた。彼は1850年に微小甲殻類についての

最初の論文を提出して以来1915年まで，開業医のかた

わら，多くの介形虫類に関する研究論文（119編〉を

65年間にわたって淀みなく発表している。

1875年，今のArmstrongCollege, NewcastleでH.

A. Nicholson教授の後任と して｜専物学の教授に任命

された。1906年教授職を辞任するまで医者としても活
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躍していたようである。

彼とほぼ同時代の友人D.Robertson (1806-1896), 

C. A. M. Norman〔1831-1918）と共に，1970年代まで

に，すでにイギリ スにおける沿岸海域と陸水における

現生介形虫類の分類 ・分布生態のあらま しを明らかに

した。彼が生れた頃からイギリスは自然科学的な目を

海外に向け， Beagle号による世界周航 （18311836), 

Erebus号， Terror号による南極航海（1839-1843）を

はじめ，更にChallengerExpedition (1872-1876）が

行われた頃は笑に多くの海洋調査船をイギリス周辺海

域から大西洋，北極海にまで航行させている。彼にお

ける最大の仕事は何といっても Challenger号が持ち

帰った世界中の膨大な底質試料中より，介形虫類の研

究をまとめあげたことであった。このモノグラフ (18

80）は彼自身のスケッチによる詳車fl何不明瞭な図版と共

に，生態的な資料をと もなう克明な記載からなってい

る。この研究によって介形虫類研究は地域的なものか

ら汎t!:I:界的な視野におかれ，現代の同類研究の基礎と

なった。

Challenger号が凹：界中の海をかけめぐって海洋生

物を採集していた頃，Bradyは彼自らが考案した簡単

な採集器具を携えて， イギリ ス各地の池や湖，海岸

地方に採集旅行を していた。彼は園内の微小甲殻類の

標本を精力的に収集 ・研究するだけではな く， あらゆ

る手段を使って世界中の楳本をも集めていた。このこ

とはHancock附物館に残されている彼の収集品からう

かがし、知ることができる。当時，イギリスの商船は世

界のあらゆる港に出入りしていたので，世界各地の沿

岸，港内の底質資料は容易に入手できたものと思われ

る。横浜港の収l；本も停泊目当に投錨した鈎に付着してき

た底質を船員が持ち帰って Bradyに届けたものであ

る。その他，世界各地の｜噂物学者たちから同類標本が

彼のもとに送付されてきた。その中には，ここに紹介

する三｜｜崎海岸の砂が横山又次郎〔1860-1942）によって

送られている。Bradyと横山又次郎との交友関係につ

いては知るよしもないが，恐らく Bradyが請求して入

手したか，横山又次郎がI以上或いは同定を依頼したも

のであろう。いずれにしても，当時日本では全く研究

されていなかった介形虫類の，しかも日本産の介形虫

類をこの時代にBradyが検鏡して， 知っていたことは

驚きである。このような広汎な地域からの豊富な標本

は彼の研究材料と して使われ，結果として多くの重要

な当げ去を残すことになった。また， 「これらの研究に

使われた顕微鏡はじめ， 採集器具，桜木整理 ・保存の



図2・GeorgeStewardson Brady 〔1832-1921).

ためのスライ ドやファ ウナノレ ・スライ ド， キャビネ y

卜などまでがすべて彼の手作りのものであった」と

Meek (1921）は彼の追悼文の中で述べている。

Bradyは突に忙しい人てもあった。それは彼自身の研

究の他にCollegeで、の定常的な前義， Hancock博物館

でのNaturalHistory Societyの講演，FieldClubの

巡検，その上医業も熱心に凱jめ，これらのすべてを容

易にこなしていたと云われる。1906年，74才の時，こ

れらの社会的な要職から身を号［＼、てSheffieldに移り

住んだ。そこで83才まで研究論文を発表し続け，1921

年のクリスマスに90才の生涯を附じた。

彼の膨大なそして多くの模式標本を含む甲殻類の標

本はすべてHancock博物館に保存されている。

Hancock 博物館

イギリス北東部Northumberlandの中心都市 New

castl巴－upon-Tyneは，地名が示すように Tyn巴川の河

口から約13km」流に位置し，イギリスを征服した

William一世の息子 Rob巴rtが1080年にこの士山に城を

築いたことに山米する。 Newcastleはローマ時代から

の交通の要地であり，古くから港として栄え，産業革

命後は，工業都市として発展していった。現在，人口

23万たらずの1:j:i都市であるが，新旧の建造物が調和的

図 3 ・ Hancock~ 自 然史博物館， Newcastl巴 （イギ リ

ス〉

に建ち並んだ美しい街である。この小さな町に伝統的

な博物館が7つもある。その中の一つが最も古い伝統

を持つHancock自然史博物館である。

Hancock博物館は川］のr.j:i心部， Newcastle大学の隣

のやや小l白山、丘の上に古めかしく小じんまりと建って

L、る。世界の有名な博物館のイメージからすれば，そ

の規模はちっぽけな地方の一博物館にすぎない。その

設立は”TheNatural History Society of Northum-

berland, Durham and Newcastle upon Tyne”が正

式に発足した1829年に遡ることができる。しかし，そ

れ以前にも同博物舘の前身と して，CaptainJames 

Cook (1728-1779〕の大西洋諸島の民族資料をはじめ3

多くの自然史資料を収集する活発なl尊物館活動と 自然

史研究が181並紀の中頃から続けられていた。 Hancock

博物館の名前は1890年に AlbanyHancock (1806-18 

73〕とその弟 JohnHancock (1808 1890）の業績を記

念して，現在に残る石造りの建物が建てられたH寺以来

そのようにH子ばれるよ うになった。AlbanyHancock 

は軟体動物， 腕足類の研究で知られ，Darwinの斐脚

類の研究をも手伝った。また JohnHancockは鳥類の

研究家として知られる。この兄弟は NaturalHistory 

Societyの最初からのメンバーであり， 同会の育成に

一生をささげた博物学者であった。

Hancock I専物館はこの地方の NaturalHistory 

Societyの活動の基盤となり，創立以来欠けることな

し定期的に Transactionsが出版され，また多 くの

研究業総が特別出版されている。これらの出版物中に

は，最初の 100年間（1929年まで〕だけで，1 ！~I, 1 

科， 49属， 218種の新しいタクサが記載された。これ

らの模式標本のすべてが今日まで大切に同館に保管さ

れていることは言うまでもないことである。
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同博物館が所有する重要な標本のうち，筆者が気に

とめた生物 ・地学関係のものをいくつか上げると，イ

ギリスの苔類（DuncanCollection），石炭紀の植物

〔HuttonColl巴ction〕，イギリ スのヒドロ虫類と軟体動

物（AlderCollection），；保似類と被袋類（A.Hancock 

Collection）， 甲殻類 （BradyCollection）， 二畳紀の無

脊維動物（HowseCollection）， 石炭紀の魚類と両生

類（AttheyCollection），ジュラ紀の魚類（Dinning

Collection），化石脊稚動物（KirkbyCollection〕，イ

ギリスの鳥類CJ.Hancock Collection）と大変な数に

なる。これ以外にも沢山の有名な標本を抱えている。

そして今日でもこれらの標本を研究するために，内外

から著名な学者が多勢同f官を訪れている。その来訪者

名簿にはここ 2,3年の問だけでも，筆者が関係する

人たちの名前が十数名記帖されていた。

同博物館は植物，昆虫，地質，nr!J乳類，鳥類の5部

門から成り立っているが，専任のスタッフは館長の

A. M. Tynan氏とD巴putyCuratorの P.S. Davis 

氏，それにタイピストの0.Marshall夫人，その他に

は6人のパートタイムの職員がいるだけである。一体

どのようにして博物館を運営しているのであろうか。

筆者が同館を訪ねた時，ティータイムに十数人の人た

ちが集まってきていたが， その人達はほとんどボラン

ティアで来ている大学生達であった。中にはここで学

位論文を仕一｜二げている大学院生もいたが，自然史の勉

強をしながら標本整理やカタログ作りを手伝っている

人達であった。一人忙しく駆けずり廻りながら，学生

達を指図していた館長と，この伝統ある Hancock博

物館が今もなおあらゆる試練に耐えながら遣しく活動

している姿に，自然史に対するイ ギリス人の執劫な熱

意を感じた。

横浜港の介形虫類

Bradyの収集標本の中lこ”Yokohama,Japan 1874, 

Ostracoda”と表記された －枚のファウナノレ ・スライ

ドを見つけた。そのスライドの裏面には ”Yokohama

Japan","Brought up on the anchor”，＂0 Mr. Kivsoff, 

Glasgou 1874”と記入され， 黒インキで端正に書かれ

た英文字は恐らく Bradyのベンによるものであろう。

ファウナノレ ・スライドはそのサイ ズにおいて現在我

々が使用している国際規格と全く同じであった。この

規格は，この頃にすでに定着していたのであろうか。

黒の厚紙上に方眼を針で線引きし，その打｜自の端にa

上に長四角に例抜かれた約Immの厚さの白い台紙が

のせられ， 更にスライドグラスでカノくーされていた。

これらの細工はすべてBrady自身によってなされたと

云われている。このファウナノレ ・スライド J－.には，す

でに底質から分離，拍出された介形虫類が積ごとに整

然と糊付けされて並べられていた。

この標本をどのようにして入手したのであろうか。

想像するに， BradyがGlasgoから出港する商船の乗

組員Mr.Kivsoffに直接頼んだのかも知礼ない。頼ま

れた Kivsoffは途中立ち寄った世界の港々で，錨に付

いてきた泥を採集してBradyのもとに送り届けたに違

L、なL、。Bradyの標本の中には，このような世界各地

の港の標本が沢山集められている。

横浜港の介形虫類について，スライドに記録された

文字以外にBradyが記述したものは何も残されていな

い。彼がこの標本を研究した記録はないが，現存する

標本の整国の状況（種の分類はほぼ完壁である〕から

判断して， Challenger号の楳本を研究する以前に，す

でに日本近海の介形虫類についてよく調べていたこと

は確かでらある。

筆者のフ ィーノレドノートにメモされた，その日寺の即

席の同定によれば3 このスライ ド中の介形虫類はつぎ

のような種頒と個体数とからなっている。

a〕Cythereomotenz戸＇PonicaHANAI (1) 

b) Loxoconcha sp. (4) and Nipponocythere bicar-

inata (BitADY〕（2)

c ) Echinocythereis ? bradyi IヨHJZAKI (6) 

d〕Sρinileberisquadriaculeata (BnA DY〕（7)

e) Callistocythe問。lataHANAT (14) 

f) Bicornucythe1e bisanensis (OKUBO〕（3)

g〕？ (12) 

h〕Cytheromorphaacupunctata〔BnADY〕（8)

i〕？ (3) 

j〕？ (1) 

k) Hemicytheridae (1) 

1 ) Bicornucythere bisanensis (BRADY〕（14)

m) Eucytheridae (1) 

n) Parak円：thellaρseudadonta(HANA l〕（4)

o) Trachyleberis scabrocuneata (BRADY〕（1)

P〕Cytheromoゆhaacu戸unctata〔BR,¥DY)(1) 

q ) S clerochilus ? sp. (1) 

この時から 100年も経過した今日，日本の介形虫類

の研究も大分進歩した。しかし，我々はまだ横浜港の

～x, 1～14の付号が朱の絵筆で描かれていた。その 介形虫類について，このBrady標本から得られる以上
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の情報を持っていない。ここに筆者が即座に同定でき

なかったものは， 日本近海において，未だ未記載の種

類であり，その中にはL、くつかの新種が含まれてい

る。残念ながら筆者は横浜港近辺の耕一本を未だ持ち合

せないでいる。

三崎海岸の介形虫類

Bradyの標本の中にあったもう一つのスライドは

”Sea sand from the coast of Misaki at th巴巴ntrance

of the Bay of Tokyo Japanー， Collectedby M. 図4：横浜港の介形虫煩が入っているファウナノレ ・ス

Yokoyama”と裏書きされたものである。横山又次郎 ライド

によって，三浦半島三崎のどこかの海岸で採集された

海岸i沙から抽出されたものであることは確かである。

横山叉次郎は1882年に東京大学理学部地質学科を卒

業し， 1886年にドイツへ留学し， 1889年に帰国，その

年に同学科で古生物学の教授になっている。日本の化

石軟体動物の分類学的，層序学的研究に不朽の基礎を

つく った人である。同教授は有孔虫， Orbitoidなどの

化石を外国の専門家に送って調べてもらったりしてい

たので，或いは三崎の介形虫類もその同定等をBrady

に依頼したかも知れない。しかし，このことについて

の記録は見つからない。このスライドには年号の記載

がないので，それが何時のことかも判然としなし、。横

山又次虫防3ヨーロ ッパへ留学した時に， 標本を持参し

たのかも知れない。いずれにしても BradyはChallen- 図5: Hancock 博物館に保存されている Bradyの介

ger Reportを完成した後にこの標本を入手したと思 形虫類のコレクションとそのキャビネ ット．

われる。なぜなら，横山又次郎が採集した標本である

とすれば，彼が大学を卒業する以前のこととは考えに 14〕Parakrithella戸seudadonta(HANA!) 

くし、からである。 15〕Paracytherideasp. 

筆者のメモによれば，三崎産の介形虫類はつぎのよ 16〕Schizocytherekishinouyei (KAJ ry AMA) 

うな種類であった。 17〕Semicytherura? miuremis〔HANA！〕

1 ) Alatacythe何？ sp. 18) Semicytherura quadrata HANA r 

2) Argilloecia ? sp. 19〕Trachyleberisscabrocuneata (BRADY) 

3) Aurila miii IsmzAKI 20〕Xestoleberissetouchiensis OKUBO 

4〕Bradleya? sp. 三崎の現生介形虫類は梶山英三によって研究され，

5 ) Bythoceratina hanaii IsmzAKI その分類学的成果は 19121913年に動物学雑誌に公表

6〕Callistocythei-espp. されている。これはヨIi奇の東京大学附属臨海実験所で

7〕Cythero戸teronmiurensis HANA r なされた彼の卒業論文であり，また日本人として介形

8 ) Cytheropteron sp. 虫類を研究した最初のものでもある。この地域の介形

9〕Cytherura? sp. 虫類については，その後花井哲郎によって，分類学的

10) Eucytheridae により詳しく研究され， 今では我国で最もよくわかっ

11〕Hemicytherurakajiyainai HANAI ている介形虫フォーナの一つである。それにもかかわ

12〕Loxoconchaspp. らず，このBradyの三l崎の標本中にはまだ日本で未報

13) Neonesidea oligodentata (KAJIYAMA〕 告の種類がかなり含まれてし喝。我々に残されている
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仕事はまだまだ沢山あることを，これらの標本が教え

てくれるような気がする。

ham and Newcastle upon Tyne. 1829-

1929. Andrew R巴idand Company Inc., 

Newcastle. 1-195. 

最後に Bradyの標本を検鏡することを心よく許可 HICKしTNG,G. 1980 The Natural History Soci巴ty

してくれた Hancock博物館長 A.M. Tynan氏と of Northumbria. 1929-1979. Trans. N. 

Curatorの P.S. Davis氏に感謝する。 H. S. Northumbria, 45 1-54. 

LtNKLA'l'Er, E. 1972 The voyag巴ofthe Challenger. 

文献 Doubleday and Company Inc.,New York, 

BATE, R. H. 1963 The Ostracoda collected during 1 288. 

the voyage of H. M. S. Challenger. M;;EK, A. 1921 G巴orgeStewardson Brady, F. R. S. 

Micropaleontology 9 (1) 79-84. The Vasculum (Jour. Northern Natura-

BATE, R. H. 1964 The Ostracoda collected during lists Union), 8 97-99. 

the voyage of H. M. S. Challenger-ad- NEALE, J. w. 1964 Some factors influencing th巴

dendum. Micropaleontology, 10 (3) 395. distribution of Recent British Ostracoda. 

BRADY, G. s. 1880 Report on the Ostracoda dred- Pubb. staz. Zoo!. Napoli, 33 suppl. 247 

ged by ‘H. M. S. Challenger' during the 307 

year 1873-1876. Rep. scient. Result Voy. PuR1, H. S. and N. C. HuLIKGS 1976 Designation 

Challenger, 1 (3) 1-184. of lectotyp巴sof some ostracodes from 

GODDARD, T. R. 1929 History of the Natural His- the Challenger Exp巴dition.Bull. British 

tory Society of Northumberland, Dur- Mus. (Nat. Hist.) Zoo!., 26 (5) 1-315. 

（静岡大学理学部地球科学教室〉
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神奈川自然誌資料 4:7～17,Mar. 1983 

浦半島の歩行虫 （予報〉

坂本繁夫・土屋裕志

Preliminary Report of Carabid Be巴tiesfrom the Miura P巴ninsula

Shigeo SAKAMOTO and Hiroshi TSUCHIY八

はじめに

いわゆるオサムシ，ゴミムシを総称する歩行虫類は

一般に夜行性であることや，微小な種が多いために一

般の人々には比較的なじみの薄い甲虫の一群である。

歩行虫類の極数はきわめて多く ，生息域も海岸から

耕作地，川原，森林3 洞穴，高山と非常に広い。名の

示すごとく飛均することよりも歩行することに適応し

たものが多く，小昆虫などを捕食する肉食性のもの，

雑草の種子などを食する雑食性のものがあり，生態系

を構成する重要な種群である。

この種ltl'＇の調査，研究は他の分野の昆虫に較べて遅

れており，全国的に見ても，限られた地域のフ ァウナ

が判明しているにすぎない。本報の調査対象地域であ

る三浦半島においても，これまでわずかに断片的記録

が知られるのみである。

筆者らは，日々失われゆく自然環境を眼前にし，こ

の地域の歩行虫相の解明を早急に行なう必要を感じ，

1979年より 3年間に亘って野外調査を行なってきたの

でその結果を報告する。

本報を草するにあたり， 収蔵標本と文献の閲覧に種

々ご便宜を図ついてただいた横須賀市博物館学芸員の

大場信義氏， 一部採集記録を引用させていただいた三

浦半島昆虫研究会の石渡裕之氏，板戸良裕氏に厚く お

礼申しあげる。

調査地点、および調査方法

調査対象地域は，横浜市円海山と，逗子・ 鎌倉両市

の境界が相模湾岸に接する地点を結んだ地帯以南とし

た。 調査地点、は図1に示す。

野外調査は筆者らの居住する地域を中心に，主とし

て北部を土屋が，中部を坂本が担当し，南部は合同ま

たは各自が行なった。年次，季節により調査頻度は必

ずしも一定ではないが，四季を通じ，可能な限り粗密

ぷ 35"20 

30 

41 

139・45'

0 4倫n
L-ー一一ーーーーーー」

図l 調査地点

横浜市金沢区 1.釜利谷 2朝比奈 3.六国11時 4.六

浦田］ 5.野島

逗子 市 6.久木 7.1j、坪 8.池子 9.沼間
10.神武寺 11.桜山 12.二子山

三浦郡葉山町 13.長柄 14.堀内 15.長者ケl崎

16.木古庭 17.畠山

検須賀 r!T18.湘南lt:g取 19.Ng耳元山 20.夏島
21.船越 22.塚山公園 23.追浜

24.田浦 25.大楠山 26.猿島 27.宅

堀 28.走水 29.久留和 30.秋谷

31.久里浜 32.久村 33.粟田 34.岩

戸 35.佐原 36.野比 37.長沢

38.三浦富士 39.砲台111 40.武山

41. 津久~＋

－ 浦 市 42.上宮日I 43.下富田 44.金田
45.菊名 46.引橋 47.三戸 48.毘沙

門 49.城ケ島
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のないように心がけた。 これに対し， Harpalini族は比較的豊富である。これ

本報の主旨が三浦半島の歩行虫相の解明とLづ見地 は半島内に散在する対日などが本族の好適な生息環境と

から，本文に採録したデータは最小限にとどめ，北・ なっていること，記録された種は広域分布種であるこ

中・南部からそれぞれ1地点ないし数地点を抽出し と，および本族には概して平地性種が多いことによる

た。 ものと考えられる。

最後に，過去に記録されているが，本調査で発見で

調査結果および考察 きなかった種と，局所的に分布し， 狭く限られた生息

この調査により， 三浦半島から記録された歩行虫は 環境を失うと絶滅が予源される種についてのへる。

4亜科22族 161種である。 奥村〔1960〕は，神武寺でヒメオサムシ〔エサキオ

これらのうち，神奈川県における未記録種として次 サムシ〉を記録しているが，以後本種の記録はなく，

に掲げる12種が確認された。括孤内数字は本文の種名 本調査でも確認できなかった。

に付した番号を示す。 横須賀市博物館収蔵原ー本の中で，久木で採集された

Bembidion semilucidum MoTSCHULSKY (28) 

Pterostichus noguchii BATES 〔41)

Agonum thoreyi nipρonicu1πHABU (48〕

Trichotichnus kantoonus HABU (80) 

Harpalus eous TscmTscH立R!N日（83)

Harpalus calceatus (DuFTSCHM 1 D〕（91)

Chlaenius hai削：ferCHAUDOIR (117〕

Lachnocre戸isja戸onicaBATES (128) 

Oodes helopioides tokyoensis HABU (129) 

Call idι.leρida RCDTENBACHER (141) 

Parena lae_sipennis BATES (142) 

Brachinus incomptus BATES (160〕

これらの種の中には全国的に見ても採集記録の少な

い種があるが， 未記録というだけで県内他地域の分布

を否定するものではなく，むしろそれほど調査が進ん

でいないことを表わしているものと考える。

また半島内では普通であるが， 県夫，県西自llで稀れ

ないし少ない種とされるものとして次の5種があげら

れる。

Platymeto戸usflavilabris (F Asmc1us) (72〕

Chlaenius tetragonoderus Cl-IAUDOIR (115) 

Hexagonia insignis (BATES) (132) 

Ae戸hinidiusadelioides (MAcL'lA y）〔133〕

Galeritula jaρonica (BATES) (157) 

これらの種の分布について，説得力ある説明は付し

がたいが，興味ある事実である。

一方， Nebriini族をはじめとして全く欠如する族が

かなりあり， Bembidini族， Platynini族， Pterost

ichini族， Amarini族なども他地域に比して少ないの

が三浦半島の歩行虫相の特徴である。これは半島の地

勢的要素，すなわち高い山岳と大きな河川を欠くこと

の反B;kぺもあり，相が単調となっていると考えられる。

8 

カワラゴミムシ，田浦で採集されたオオアオホソゴミ

ムシは，いずれも1965年の記録であるが，現在と当時

の環境の対比と，調査結果からすでに絶滅したものと

考えられる。

エゾカタビロオサムシは中南部の沿岸地域から少な

し、ながら毎年記録されているが，北部では近年記録が

なく，また南部でも逐年個体数の減少がみとめられ

る。その要因は不明であり，今後の推移が注目され

る。

森戸川上流部には半島で唯一の Clivina属3穫の産

地が知られる。これらは砂川の湿地に限り確認されて

おり，河川改修などによる絶滅が予測される。またオ

サムシモドキは野比海岸の一部に限って分布が確認さ

れた極であり，砂地に穿孔して生活する特異な習性を

有することから，その生息環境の保全がのぞまれる。

採集記録は次の通りである。

なお目録は以下の凡例に従った。

1. 学名と和名は土生（1967),(1973〕，〔1978）に拠

ったほか一部，中根〔1978-1979〕， 上野(19521953) 

に拠った。

2. YCM Iは横須賀市博物館収蔵標本資料を示す。

採集記録

Family Carabidae 

Subfamily Carahinae 

Tribe Carabini 

1. Cam戸alitachinense (Krnsv) エゾカタビロオサ

ムシ

追浜（ 1 （）〕12,IX, 1980，久村（ 1合 2♀♀〕

2, VI, 1981.粟田 （1合〕3, VII, 1979；長沢

(1合）12, VII, 1981. 



2. Carabus insulicola insulicola〔CHAUDOlll） アオ 二子山〔1ex) 6, VI, 1981. 

オサムシ Subfamily Harpalinae 

釜利谷 〔36合2♀♀〕10,III, 1981；六浦（37 . Tribe Broscini 

巴xs)25, II, 1981，大楠l上I( 3合合1♀〕15,I, 12. Crasρedonotus tibialis Sc HA UM オサムシモドキ

1982；， 長沢（206合30♀♀）15, III, 1981；，城ケ 野比〔5巴xs)5 , IX, 1981 ; ( 2巴XS〕13,IX, 

島〔3巴XS〕24,I, 1982 （石渡裕之・榎戸良裕採集） 1982 

3. Damaster blaρtoides oxuroides ScHAUM ヒメマ Tribe Trechini 

イマイカブリ 13. Perilゆtusjaponicus BA TES ホソチビゴミムシ

六浦（76合8♀♀〕12,II, 1982：，秋谷 〔4exs) 長柄 YCMーI 1004～5, 28, IV, 1963. 

13, XII, 1981；佐原〔1合1♀〕15, VII, 1979; 14. Trechus ephippiatus BATES ヒラタキイロチビ

津久井〔1ex) 15, II, 1981；，引橋（幼虫1巴x) コミムシ

24, I, 1982. 池子c2巴XS〕26,IX, 1981，長沢〔 1ex) 10, 
Tribe Omophronini v, 1981. 

4. Omo戸hronlimbatum aequalis Mo RA w tTz カワ Tribe Bembidini 

ラゴミムシ 15. Lyinnastis yanoi NAKANI': ホソコミスギワゴミ

久木（ 3exs) 27, VI, 1965 （図2 1〕 ムシ

Subfamily Scaritinae 二子山 （1 ex〕21,v, 1981. 
Trib巴 Scaritini 16. Tachys fasciatus uenoi TAN AKA クロオビミス

5. Scarites ater円musMoRAwrrz ヒョウタンコミ ギワコミムシ

ムソ 二子山（4巴xs)21, V, 1981. 

久留和〔25exs〕13,v, 1980；， 三浦海岸 （29巴XS〕 17. T. bijoveatus MAcLEA y キイロマルコミズギワ
10, v, 1981：， 金田 （25exs〕16. V. 1981. ゴミムシ

6目 S.tei ricola仰cificusBATES ナガヒョウタンゴ 船越 YCM-1. 1025〔1ex) 22, IX, 1962. 

ミムン 18. T. fuscicauda BATES ウスモンコミスcギワコミ

池子（ 5 exs) 10, VI, 1981 ；久村〔27巴xs)9, ムシ

VI, 1981；粟田（ 1 ex〕28,VII, 1973；城ケ島 二子山c1巴X〕5,VII, 1981；粟凹〔 1ex) 29, 
( 1 ex) 18, IX, 1982. VII, 1982. 

7. S. acutidens CHAUDOIR ホソヒョウタンゴミム 19. T. laetificus BATES ヨツモンコミズギワゴミム

シ シ

池子（4 exs〕10,VI, 1979，粟田〔1巴X〕16, 二子山 （1 ex〕5.VII, 1981，架回（ 1 ex〕29,

VI, 1980. VII, 1982. 

Tribe Clivinini 20. T. nanus (GYLLENHAし〉 クロチヒカワコミムシ

8. Clivina nipponensis BATES ヒメヒョウタンコミ 長浦 YCMI. 1016 ( 1 ex〕2,IV, 1963. 

ムシ 21. Bembidion niloticum batesi PoTZEYS アトモン

二子山（ 9 exs) 14, V, 1980，船越〔 1ex〕19, ミスギワコミムシ

VII, 1957. 二子山（ 1 ex〕6,VI, 1980 

9. c. lewisii ANDREWES クロヒメヒョウタンゴミ 22. B. galloisi NE'l'OLITZKYガロアミスギワゴミムシ

ムシ 二子山（ 1 ex) 14, V, 1981. 

二子山（ 1 ex) 14, V, 1980. 23. B. morawitzi Cs!Kr ヨツホシミズギワコミムシ

10目 C. vulgivaga BoHEMAN コヒメヒョウタンゴミ 神武寺〔 1ex) 30, X, 1981. 

ムシ 24. B. semilunium NETOL!TZKY ツマキミスギワコ

二子山（ 4 exs〕21,v, 1981. ミムシ

11. Dischirius ovicollis PuTZEYS ダイミョウチヒヒ 六浦c1巴X〕3,XI, 1981；，長柄 （1 ex〕15.v. 
ョウタンコミムシ 1981；久村（ 2 exs〕23,IX, 1981. 
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25. B. lissonotu刑 BATES オオアオミズギワゴミム v, 1981；塚山公園（1合1♀）23, v, 1982；野
シ 比（2♀♀〕7,VII, 1981；長沢（ 1♀） 11, VII, 

二子山〔 1ex) 5, VII, 1981. 1981；， 引惰（ 1合1♀）24, I, 1982；城ケ烏〔1

26. B. oxyglymna BA'JTS クロミスギワゴミムシ ♀） 29, v, 1982. 
二子山〔 1ex) 21, V, 1981. 36. Cosmodiscus戸latynotus(B主TE8〕 ヒラクビナガ

27. B. leucolenum BATES アオへリミズギワコミム ゴミムシ

シ 釜利谷（ 1合）10, III, 1981；野比（ 1合）8, 

二子山 （1 ex〕22,IV, 1981. VII, 1981. （図2ーの
28. B. chloroρhus BATES ホソトビミスギワゴミム 37. Pterostichus longinquus B, Tes コホソナガコミ

γ ムシ

菊名〔12exs〕29,VI, 1981. 池子 YCMI. 1680〔2exs) 16, II, 1965. 

29. Asahidion semilucidum (MoTSCHULSKv) メダ 38. P. haρtoderoides japonicus L uTSHN 1 K トック リ

カチヒカワゴミムシ ナガゴミムシ

が：） ／~主〔 7 exs〕11,XII, 1980；， 佐原（ 1 ex) 3, 湘南J（~g取（ 1 ex) 29, XI, 1980；， 佐原〔 3663

VII, 1982；城ケ島〔3exs〕5,VI, 1982. ♀♀） 6, VI, 1982，長沢 （11合合12♀♀）11, 

Trib巴 Patrobini VII, 1982；， 下宮田（ 1 ex) 29, V, 1981 

30. Patrobus flavipes MOTSCH ULSK y キアシヌレチ 39. P. microcephallus (MmscnuLSKY) コガシラナ

ゴミムシ ガゴミムシ

長柄（ 5 exs) 15, V, 1981；長沢（ 3 exs〕23, 釜利谷（ 2 exs) 10, III, 1981，二子山（ 2 exs) 

v, 1981；津久井（ 2 exs〕10,v' 1981. 14, v' 1981，猿鳥（ 1合）23, v, 1982；粟田

Trib巴 Perigonini C 2♀♀） 21, x, 1971；長沢〔1合）11, VII, 

31. Pe円gonanigriceps〔D=1=AN) クロズホナシゴミ 1982. 

ムシ 40. P. takaosanus HAsu タカオヒメナガゴミムシ

大楠山，YCM-1. 1027 ( 1 ex〕23,VII, 1962; 六浦 （1 ex) 25, II, 1981；二子山（ 2 exs〕6,

粟田（ 1 ex) 11, VII, 1982，長沢 （1 ex〕11, XII, 1981；三浦富士（ 1 ex) 15, II, 1981. 

VII, 1982. 41. P. noguchii BATES ノグチナガゴミムシ

Tribe Pterostichini 二子山（ 2巴xs)21, VI, 1981：，下富山（ 1 ex) 

32. Caelostomus pieψes Mi cLEAY ムネミゾナガゴ 29, v, 1981; ( 1♀） 7, Ill, 1982. 
ミムシ 42. P. yo円：tomus BA TKS ヨリトモナガゴミムシ

長柄 （lex〕5,VII, 1981；， 架｜壬l〔1♀）27, VI, 久木 (lex)9, II, 1981；走水（7exs)16, XII, 

1981. 1980; !lt'Hf:I ( 7合合1♀〕17,x, 1982；秋谷（ 3 

33. Myas czψrescens (MoTSCHU凶 KY）オオマルナガ 会合2♀♀）13, XII, 1981；， 津久井（ 1巴x)10, 

コミムシ v, 1981. 

朝比奈（ 1合）18, VI, 1980：， 神武寺 （1合）29, Tribe Platynini 

VIII, 1981；イ左原（ 1巴x)4, X, 1981; 野比（ 1 43. Platy削is附agnus(B込1『l’

♀〕13,VII, 1981; 13, IX, 1982. （図2一2) 長沢（ 6巴XS〕23,IV, 1981：，〔1合）23, v, 1 9 
34. Tηgo向oto問 d le叩isiiB、TE日 ルイスナガゴミム 81; ±n点ケ烏（ 1合）5, VI, 1982. 

ソ 44. P.ρrotensus (MoRAw1・1・z) コヒラ タコミムシ

宣告利谷〔9巴XS〕10,III, 1981；大楠｜上I( 1 61 六浦（ 3 exs) 2, V, 1981，長沢（1巴x)15, XIII. 

♀） 15, I, 1982；， 砲台山（ 3合合 6♀♀）28, II, 1980; ( 1♀） 17, x, 1982：， 津久井（ 2合合）10, 

1982；柴田 〔1巴X〕1,v, 1981；引橋〔l♀〕24, v, 1982; ( 1合1♀）10, V, 1981 

I, 1982. 

35. Lesticus問。gnusMOTSCヨULSKY オオゴミムシ
釜利谷（ 6 exs) 10, III, 1981；三戸 （1 ex〕1,

45. Agonum leucoρUS (BATES) タン コヒラタ ゴミ

ムシ

久村（ 1 ex) 15, III, 1981. 
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46. A. daiinio〔BATES) セスジヒラタコミムシ /(¥g取山（ 1 ex) 29, IX, 1981. 

久木 YCM-I. (lex) 19, I, 1964；池子（1巴x〕 59. S. dulcigradus (BATES〕 ヒメツヤヒラタゴミム

18, IX, 1981. シ

47. A. chalco抑制（BA'l'Jls） アオグロヒラタゴミムシ 鷹取111( 1 ex〕30,x, 1980；塚山公園（ 7 exs) 

野比（ 1合〕23,VI, 1981；引橋（1巴x)24, VI, 15, X, 1981；，猿島（2色合5♀♀）23, V, 1982. 

1981;，城ケ島（ 2合合）5, VI, 1982. 60. S. arcuaticollis (MoTSCRULSKY) マルガタツヤヒ

48. A. thoreyi四ipponicumHABU アシミゾヒメヒラ ラタコミムシ

タゴミムシ 猿島（ 2♀♀）23, v, 1982；架｜王I( 3♀♀） 17, 

野比〔1cs〕10,VI, 1982 ; ( 2♀♀） 30, VII, X, 1982；上宮田 （1 ex) 24, IV, 1981. 

1982. 61. S. atricolor〔BATES) ホソヒメツヤヒラタゴミ

49. A. kyushuense hondonum (HAsu） チャイロホ ムシ

ソヒラタ コミムシ 長沢（4exs)23, V, 1981. 

粟田〔1合）29, VII, 1982. （図2-4) Tribe Amarini 

50. A. buchanani〔HorE) オオアオモリヒラ タゴミ 62. Amara cha/cites Drr1官AN マルガタゴミムシ

ムシ 朝比奈（ 2 exs) 20, IV, 1981，子安（ 1 ex) 13, 

神武寺（ 6 exs〕2,III, 1981；， 野比（ 1♀） 20, XII, 1981：，佐原（ 6合会10♀♀）3, VII, 1982. 

VII, 1981；初戸〔1合）7, VIII, 1982. 63. A. chalcophaea BA'l'ES コアオマルガタコミムシ

51. A. J吋0削cum(MOTSCAULSKY） ハラアカモリヒ 府取山 （1 ex) 5, XI, 1981. 

ラタコミムシ 64. Bradytus. siinp!icidens MORA WITZ コマルガタコ

長柄 YCM I. 1066 ( 1 ex) 28, III, 1963. ミムシ

52. A. atricoines〔BATES） クロモリヒラタゴミムシ 二子山（ 1 ex〕14,v, 1981；佐原 （3合会4♀

桜山（ 1 ex) 14, IV, 1981:，猿島（ 1♀） 11, II, ♀〕4,x, 1981；長沢（ 1合1♀）4, v, 1981. 

1982; l泡台山c1♀） 28, II, 1982. 65. B. amρliatus BATER キアシマルガタコミムシ

53. A. rub門olum(BATES） ムネアカアオモリヒラ 久村 （1 ex〕9,II, 1981. 

タゴミムシ 66. Curtonotus giganteus MoT~C H U LS KY オオマル

長柄 YCM I. 1061 ( 1 ex) 7, II, 1965. ガタゴミムシ

54. Dicranonchus femoralis CHAuoom ルリヒラタ 野比（20004♀♀） 13, IX, 1982：，久村（1 ex) 

ゴミムシ 24, v, 1981，下宮田（ 1 ex〕12,XI, 1981. 

池子（ 1 ex) 11, V, 1982；佐原（1 ex) 23, IX, 67. C. nitens PuTZiiYS ナガマルガタゴミムシ

1981：，長沢（ 1♀） 13, VI, 1971. 小坪 （4 exs〕28,XI, 1980; Jl'.'I取山 （1 ex) 6, 

55. Dolichus halensis halensis〔ScHALLEH) セアカ XI, 1980：，粟圧I( 3会合1♀〕25,x, 1981；長

ヒラタゴミムシ 柄（ 1♀） 5, VII, 1981，初声（ 1♀〕7,III, 

六浦（2 exs) 7, VI, 1980：， 塚山公医I( 1 ex) 15, 1982. 

x, 1981：，城ケ島（54合合8♀♀）19, IX, 1982. Tribe HarJJalini 

56. Crepidactyla nitida nitida MoTscHuしSKY オオ 68. Anisodactylus signatus (PAl¥'ZE!l) コミムシ

クロツヤヒラ タゴミムシ 二子山（ 1ex)15, V, 1981；長柄〔1♀〕5,VII, 

六浦（ 4 exs) 29, V, 1980：，久里浜（ 1合）17, 1981；長沢 （3合合3♀♀）4, v, 1981. 
x, 1981，毘沙門〔 1ex〕26, V, 1981. 69. A. sadoensis ScHAummcrn オオホシホシコミム

57. Synuchus cycloderus (BA叩 E〕 クロツヤヒラタ シ

ゴミムシ 猿島（ 1♀〕23,v, 1982：， 久村（ 101♀） 24, 

釜利谷（1 ex) 2, XI, 1980：，池子（1ex)1, VII, V, 1981；粟田（2合会2♀♀）30,v, 1982：， 長

1982：，久里浜（ 1 0〕17,x, 1981. 沢（ 1♀〕4,v, 1981；下宮田（ 1 ex〕7,III, 

58. S. callitheres callztheres (BATrs) キアシツヤヒ 1982. 

ラタゴミムシ 70. A. tricuspidatus MoRAWITz ヒメゴミムシ
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六浦（ 1 ex) 1, VI, 1980：， 猿島 （2 ＇（）合 3♀♀） 83. H. eous TSCHITSCHERINE オオズケコモクムシ

23, v, 1982；三戸 （1 ex) 1, V, 1981. 六浦（4 exs〕7,VII, 1981：， 長柄 （2 exs〕5,

71. A.ρunctatipennis M ORAWJ'I'Z ホシホシコミムシ VII, 1981；野比（2合合 7♀♀〕4, VIII, 1982. 

六浦〔lex) 8, V, 1980：，砲台山（1 ＇（）〕28, II, 84. H. griseus〔PANZER) ケウスゴモクムシ

1982；長沢（12exs〕23,IV, 1981:，津久井（1 '()) 六浦（lex)27, VIII, 1980：， 長柄（ 3 ＇（）合 l♀〕

10, v, 1981；引橋〔3色合1♀）24, I, 1982. 5, VII, 1981；野比 （1合3♀♀）4, VIII, 1982; 

72. p!atymetopus flavilabris〔FABRlCIUS） カラカネ 城ケ島（ 1合〕5,VI, 1982 

ゴモクムシ 85. H. jureceki (JEDLICKA) ヒメケゴモクムシ

佐原（2合会2♀♀）3, VII, 1982：，野比（ 1合〉 六浦〔 3exs) 8, XI, 1980；池子（1 ex) 9, XI, 

18, VII, 1981. 1980：，来任I( 2合合l♀〕23,IX, 1981; ( 1 ＇（）〕

73. Oxycentrus argutoroides BA'J、ES クヒナガゴモ 30, v, 1981. 

クムシ 86. H.ρseudoophonoides Sc1-1 A UBERG ER ニセケゴモ

池子（ 1 ex) 21, IV, 1981；二子111(1'()1♀〉 クムシ

5, VII, 1981：，野比（ 1巴x)13, VII, 1981；；栗田 六浦 （1 ex) 3, XI, 1981；長柄（ 1♀） 5, VII, 

〔1合）17, x, 1982，城ケ島 〔2合合）5, VI, 1981；野比（ 2合合）4, VIII, 1982；城ケ島〔1

1982. 合〕5,VI, 1982. 

74. Trichotichnus lztcidus (M oRAW!TZ〕 ハネグロツ 87. H. tridens M oRAWTTZ コゴモクムシ

ヤゴモクムシ 六浦（ 1 ex) 24, XI, 1980；猿島（ 1合）23, v, 

船越（ 1 ex) 12, III, 1980. 1982；長沢（ 2合合5♀♀〕12, VII, 1981. 

75. T. orientalis (HoPE) イクビツヤゴモクムシ 88. H. sinicus幻nicusHOPE キアシク ロゴモクムシ

船越 YCM-I.1741 ( 1 ex〕18,v, 1963：， 二子 六浦（1 ex) 8, XI, 1980；夏島（1 ex) 15, XII, 

山〔1合）5, VII, 1981. 1980；長沢（1 '()) 29, XI, 1981：， 城ケ島 （1♀〉

76. T. nipponicus HABU オオイクビツヤゴモクムシ 5, VI, 1982. 

砲台山〔1ex) 12, II, 1982；長沢 （1 ex) 4, VI, 89. H. niigatanus ScHAUBEHGER クロゴモクムシ

1981. （図28) 池子（ 1 ex) 9, XI, 1980；長柄（2♀♀〕5,VII, 

77. T. cong印刷 （MOTSCHU凶 KY) ヒメツヤコモクム 1981:，野比 (1合）30, VII, 1982，引橋（l'()l

シ ♀）24, I, 1982. 

小坪〔1ex) 28, XI, 1980：，長浦町 （2 exs〕13, 90. H. simp!iα＇dene ScHAU B ~ Hc :: R ニセクロゴモク

XII, 1980；粟田（ 1合）18, IV, 1982. ムシ

78. T. kobayashie HABU コハヤシツヤゴモクムシ 長沢（ 1 ex〕23,v, 1981；引橋（ 1合）24, I, 

木古庭（ 1合〕7,II, 1982. 〔図27〕 1982. 

79. T. longitarsis M oRAWITZ クビアカツヤゴモク 91. H. calceatus (DuFTSCHM 1 o）トゲアシゴモクムシ

ムシ 池子（ 1 ex) 9, XI, 1980. 

沼間（8exs)5, XII, 1980：， 塚山公園〔12exs〕 92. H.ρlatynotus BATES ヒラタゴモクムシ

15. x, 1981：，岩戸 （3巴XS〕3,x, 1982. 野比（ 9 exs〕7,X, 1981; (7exs) 17, X, 1981. 

80. T. kantoonus HABU チヤハネクビアカツヤゴモ 93. H. corporosus MOTSCHULSKY ヒロゴモクムシ

クムシ 上宮田（ 1 ex) 24, IV, 1981. （図2-9)

沼間 （1 ex〕5,XII, 1980. （図26〕 94. H. discrepans MoRAw1・rz ハコダテゴモクムシ

81. HaゆoluscaかtoM oRAWl'l'Z オオゴモクムシ 長者ケ崎 （3 exs) 21, IV, 1981；，久村（1♀）v, 

六浦（ 9 exs) 11, III, 1981：，長柄（1 ex) 5, VII, 1981：， 城ケ島 〔2合合）29, v, 1982. 

1981:，佐原（ 1♀〕23, IX, 1981. 95. H. chalcentus BATES ツヤアオゴモクムシ

82. H. vicarius HAROLD ケコモクムシ 長柄（ 1 ex〕5,VII, 1981：，佐原（4 ＇（）合〕31,

栗田（ 1合）11, VII, 1982; ( 1 '() 1♀〕23,IX, V, 1981：， 栗田 （6合合1♀）30, v, 1982：，久村

1981. ( 2合合1♀）24, v, 1981:，城ケ島 〔2exs) 13, 
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IX, 1981. 

96. H. tinctulus BATES アカアシマルガタゴモクム

二子山（ 1 ex) 6, IX, 1981；野比〔1合）16, 

VII, 1981；， 郊gm〔1古）28, VII, 1981. 

シ 109. Acupalpus inornatus BATr:s キイロチビコモヲ

朝比奈 （1 ex) 20, IV, 1980；， 久村（ 3合合 3♀ ムシ

♀〕24,v, 1981；毘沙門（ 1 ex) 26, V, 1981. 釜利谷（4 exs) 19, VI, 1981；， 二子111( 1 ex〕

97. A目oplogeniuscyanescens HoPE キヘリゴモクム 15, v, 1981:，佐原（ 1 ex) VII, 1982. 

シ Tribe Licinini 

ニ子山 （5exs) 14, V, 1981:，栗田（2合合2♀ UO. Dψlocheila zeelandica REoTENBAc1-11m オオス

♀） 16, VI, 1980；， 三戸 （1 ex) 1, V, 1981. ナハラゴミムシ

98. Stenolophus agonoides BATES ナガマメゴモク

ムシ

久村（ 1 ex) 15, III, 1981；，上宮田（ 1 ex〕24,

IV, 1981. 

朝比奈（ 1 ex〕24,IV, 1981;，二子111( 3合合8 Tribe Callistini 

♀♀） 5, VII, 1981；，野比c1合）4, VIII, 1982. lll. Haplochlaenius costiger CnAuoorn スジアオゴ
99. S. iridicolor REoTENBACHER ツヤマメコモクム ミムシ

シ 六浦（ 1 ex) 6, VII, 1979；，砲台山 c1♀） 28, 
沼間（ 1 ex〕5,XII, 1980；久村（4 exs) 24, II, 1982；城ケ島 c1合3♀♀）24, I, 1982. 
v, 1981：，下宮田（ 1 ex) 7, III, 1982. l12. E戸om.isnigricans WIEDEMANN オオキベリアオ

100. S. proρinquus MORA WITZ ムネアカマメゴモク ゴミムシ

ムシ 上富田（ 1 ex) 28, VII, 1981. （草間採集〉

釜利谷〔1ex) 19, VI, 1981：， 長柄（1 ex) 15, U3. Chlaenius cii cuindatus xantho戸leurusCHAUDO-

v, 1981；久村c1合〕24,V, 1981. rn コキベリアオゴミムシ

101. S. fulvico門iisBATES マメゴモクムシ 二子111( 3色合）5, VII, 1981：，野比（ 1 ex) 22, 

猿島 c1合1♀〕23,v, 1982；；岩戸 〔1♀）15, II, 1982；津久井（ 1 ex〕29,v, 1981. 

v, 1982：， 号｜橋c3合合1♀〕24,I, 1982. l14. C.戸allipesGEBLER アオゴミムシ

102. s. di/ ficilis (HOPE〕 ミトリマメゴモクムシ 塚山公園（ 1 ex〕15,x, 1981；， 粟田（ 3合合）

池子（1 ex) 10, VI, 1981；野比(1♀〕30,VII, 8, II, 1981；，長沢c1合〕ll,VII, 1982. 
1982. l15. C. tetragonoderus CHAuoorn ムナビロアトボ

103. S. quinqueρustulatus WIEDEMANN イツホシマ シアオゴミムシ

メゴモクムシ 六浦（ 1 ex) 29. X. 1980；秋谷〔1合2♀♀〉

六浦（ 1 ex) 15, IV, 1981；， 佐原（4 exs) 24, 13, XII, 1981:，下宮田〔3exs) 7, III, 1982. 

v, 1981;，号｜橋（ 1合）24, I, 1982；，城ケ鳥 (1~〕 （図2-12)

24, I, 1982. l16. c. virgulifer CHAUDOIH アトワアオコミムシ

104. Dicheirotrichus tenuimanus BATES キヘリチ 六浦（ 1 ex) 9, VI, 1979：， 池子（ 1 ex〕30, VII, 

ビゴモクムシ 1982；，野比 (1合）15, VII, 1980. 

長沢 （1 ex〕23,V, 1981. l17. C. hamifer CnAuoom コアトワアオゴミムシ

105. Bradycellus fimbriatus BA『ms マルヒメゴモ 的取111( 1 ex) 15, IV, 1981. （図2-ll)

クムシ l18. C. inicans FAs1i1crus オオアトボシアオゴミム

池子（ 7 exs) 26, IX, 1981；，久村（8 exs〕24, シ

v, 1981；佐原〔1♀〕31,v, 1981. 池子（ 3 exs) 30, IV, 1981；長柄 （1~） 6, VII, 

106. B. laeticolor BATES アカクヒヒメゴモクムシ 1981：，佐原〔1♀）23, IX, 1981；秋谷 （1♀〕

嵐山（ 1 ex〕13,XII, 1980. 13, XII, 1981:，引橋（ 1合1♀〕24, I, 1982. 

107. B. grandiceps BATES オオスヒメゴモクムシ l19. c.向。evigerMoRAWITZ アトボシアオゴミムシ
田浦（ 1 ex〕10,III, 1962. 野島公園（ 2 exs〕15,IV, 1981:，岩戸 （1♀〕

108. B. subditus (LEw1s) コクロヒメゴモクムシ 23, v, 1982；，津久井 (1♀）10, v' 1981. 
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120. c.ρosticalis MoT&CHULSKY キボシアオゴミム IX, 1981：，粟田（1 ex) 25, X, 1981：，城ケ島（2

シ exs〕13,IX, 1981. 

長柄c1合〕6,VII, 1981；佐原c1♀） 27, IX, Tribe Masoreini 

1981；長沢〔1ex) 15, III, 1981. 133. Ae戸hnidiusadelioides〔MAcLE白、y) トゲアト

121. C. circun包ductusMoRAw1・1 

シ W't取山（ 1 ex) 24, IX, 1981：’ 久村（4巴xs)24’ 
野上ヒc1合）8, VI, 1982; ( 1 (1)〕10, VI, 1982; V, 1981；城ケ島（ 2色合〕13,IX, 1981. 

長沢（ 1 ex) 10, V, 1981. Tribe Lebiini 

122. C. ino戸sCHAUDOIR ヒメキベリアオゴミムシ 134. Lachnolebia crib門ocollis(MORA w I TZ) キクビア

二子山（44exs〕14,v, 1981：，野比 （1(1))7, オアトキリゴミムシ

VIII, 1981：， 引橋c3合合 3♀♀）24, I, 1982. 六浦 (1ex) 14, XII, 1980：，池子（1ex〕26,IX, 

123. C. ocreatus BATES クロヒゲアオゴミムシ 1981；野比 〔2exs) 4, VIII, 1982. 

二子山（ 2 exs〕15,v, 1981；〔4合合2♀♀〉 135. Lebia retrofasciata MoTSCHULSKY ジュウジア
5, VII, 1981. 

124. C. variicornis BATES コガシラアオコ ミムシ

六浦〔2exs〕22,II, 1981；二子111( 2 exs) 15, 

v, 1981：， 粟田 〔1♀）17, x, 1982：， 野比（ 1 (!)) 

7, VII, 1981：，長沢c2色合〕29,XI, 1981. 
125. C. sericiinicans BATJ:S ムナビロアオゴミムシ

下宮圧I( 1 ex) 17, III, 1980. 

126. Calllistoides deliciolus BATES ヒトツメアオゴ

ミムシ

金沢文庫c1巴X〕18,III, 1957〔水沢採集〉
Tribe Oodini 

127. LachnocrejうisProlixa B,1TES トック リコミムシ

二子111(lex〕15,IV, 1980；野比c1♀） 17, 
VI, 1982；〔1合）23, VI, 1981；〔1♀）30, VII, 

1982. 

128. L. japonica BATES ヤマトト ックリゴミムシ

久木 YCM1. 1088～89〔2exs〕19,I, 1964. 

129. Oodes helopioides tokyoensis HABU ニセト y

クリゴミムシ

野比（ 1♀〕5,v, 1981. （図210) 

Tribe Panagaeini 

130. Panagaeus japonicus Cr-rAuoom ヨツボシゴミ

ムシ

久村 （1 ex) 9, VI, 1981. 

131. Dischissus inirandus BATES オオヨツボシゴミ

トキリゴミムシ

y’三百昔(5巴xs)19, IV, 1981 

136. L. caかcoρharaScHMIDτ－Gornn ホシハネビロ

アトキリコミムシ

六浦 （1 ex) 3, IX, 1981：， 池子（ 3 exs〕24,IX, 

1981:，長柄（ 2 exs) 5, VII, 1981：， 岩戸 （1 ex〕

15, v, 1982：，城ケ島 c1巴x)5, VI, 1982. 
137. L. bぴ・enestrataMo・1官cr-JUrnKY フタホシヒメア

トキリゴミ ムシ

六浦 （1 ex) 14, V, 1980；大楠山（ 1巴x)26, 

VI, 1981；佐原（ 2 exs) 4, X, 1981；久村（ 7

exs) 23, IX, 1981，城ケ島（ 1 ex) 13, IX, 19 

81. 

138. L. idae BATES アトクぜロジュウジゴミムシ

上宮田（ 1 ex〕10,v' 1981. c図2-14)
139. Lebidia octoguttata MoRAWJη ヤホシゴミム

、ノ

朝比奈 （1 ex〕30,IX, 1981; l1包台山〔2exs) 

12, II, 1982；岩戸 （3 exs〕3,x, 1982. 

140. Callida onoha BATES アオアトキリコミムシ

六浦〔1ex) 17, I, 1982；鷹取111( 1 ex) 29, 

IX, 1981：，佐原（ 1合〕23,IX, 1981. 

141. C. le戸idaREDTENBACHER キガシラアオア トキ

リゴミムシ

六浦（1 ex〕14,IX, 1981，池子（ 1 ex) 23, VI, 

ムシ 1980：， 佐原（ 3 exs) 3, X, 1982. 

城ケ島〔1ex) 24, I, 1982〔石渡裕之採集〉 142. Parena laes沙問nisBATES オオヒラタアトキリ

Tribe Ctenodactylini ～ ゴミムシ

132. Hexagonia insignis (BATE~） ク ロモ ン ヒラナ 神武寺（ 2 exs) 17, IX, 1981. （図2-13)

ガゴミムシ 143. P. inonostigma (BATES〕 ヒト ツメアトキリコ

六浦（ 9 exs) 17, IX, 1981:，鷹取山（2 exs) 29, ミムシ
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六浦（ 1 ex) 9, IX, 1982; ~~2取山〔 1 ex〕17, 府取山（ 1巴X〕11,IV, 1981；長者ケ崎（ 1 ex) 

IX, 1981. 〔図215) 21, IV, 1981；長沢 （1合）13, VI, 1971：， 引橋

144. P. nigrolineata nz戸ρo河ensisHAsu クロへリア 〔181♀）24, I, 1982：，城ケ島 〔2合合〕19,

トキリゴミムシ IX, 1982. 

神武寺（ 1 ex〕17,IX, 1981：， 岩戸 （1 (1)) 15, 157. Galeritula japonica〔BATES〕 クヒボソコミム

v, 1982; i成ケ島（ 6 exs〕5, VI, 1982. シ

145. P. lαtecinctα（Bc1・1 

ムシ IX, 1981；初戸 〔1合）7, III, 1982；城ケ島 （1 

池子（ 1 ex) 14, IX, 1981. ♀） 24, I, 198 2 

146. P. Perforata (BATEB) オオヨツアナアトキリゴ Subfamily Brachininae 

ミムシ Tribe Brachinini 

二子山 〔1ex) 5, VII, 1981〔板戸良裕採集〕 158. Pheropso戸husjessoensis MoRA WITZ ミイデラ

147. Endynornena lewisii BATI;S メタタアトキリコ コミムシ

ミムシ 野比（16exs)22, II, 1982：， 長沢（ 3合会3♀♀〉

朝比奈（ 1巴X〕7,II, 1980：，野比〔1ex〕8, VI, 29, XI, 1981：，下富田 （1 ex) 7, III, 1982. 

1982. 159. Brachinus scotornedes REo'rENBACHER オオホ

148. Dolichoctis striatus striatus ScHMTDT Gornr;L ソクビコミムシ

コヨツボシアトキリコミムシ 池子（20exs)7, IV, 1981;，久村 〔9exs〕15,

六浦（ 1 ex〕30,x, 1980; i也子 （1 ex〕17,V, III, 1981：，猿島 〔1ex) 23, V, 1982；引橋 (1

1980：，堀内〔 3exs〕6,II, 1981・ ex) 24, I, 1982. 

149. Dernetrias marginicollis BATES ミズギワアト 160. B. incomjうtusBATr;s ヒメホソクビコミムシ

キリゴミムシ 佐原（ 1 ex) 23, IX, 1981：，長沢 （1 ex〕15,III, 

二子山（ 3巴XS〕31,v, 1980. 1981. 

150. DrorniusかolixusBATES ホソアトキリゴミム 161. B. stenoderus BA 1・凶 コホソクビゴミムシ

シ 二子山 （1 ex) 19, V, 1980；久村 （1 ex〕15,III, 

釜利谷（ 1 ex) 12, I, 1980. 1981. 

151. D. batesi HAsu へーツホソアトキリゴミムシ

朝比奈 （1 ex) 30, IX, 1981. 文献

152. D. b何 vicepsBATES イクビホソアトキリコミム HAsu, A. 1954 Species of th巴 GenusT円chotichnus

シ〔Coleoptera,Carabidae) from Mt. Hiko, 

六国峠〔 1ex〕30,v, 1979 

153. Microlestes rninutulus (GoEZF) チヒアトキリ

Kyushu (The Carabida巴 faunaof Mt. 

Hiko, VI). Bull. Nat. Inst. Agr. Sci. Ser. 

ゴミムシ C, (4) 245 263 

湘南W2取（ 1 ex〕15, IV, 1981・ HAsu, A. 1955 Not巴sand Descriptions of th巴 Cala 

154. A戸iristusgrandis ANDREWS スシミスアトキリ thus Speci巴s(Col巴optera,Carabida巴）from 

コミムシ Japan. Bull. Nat. Inst. Agr. Sci. Ser. C, 

湘南~;i;取 （ 1 ex〕15,IV, 1981・ (5) 157 224 

Tribe Drystini Hへsu,A. 1953 Notes on the species of th巴 genus

155. Desera geniculata〔KLrG〕 オオアオホソコミ Curtonotus from Japan (Col巴opt巴ra,Ca 

ムシ rabidae〕KontyG,20 (1/2) 39-44 

田浦 YCM-I. 1769 ( 1 ex〕27,I, 1963. （図2 Hへsu,A. 1956 On the Species of Diplocheila (Co-

-5) leoptera, Carabidae〕and its Alli巴dG巴ー

156. Planetes iうuncticejうSANDRUVS フタホシスジハ

ネコミムシ

nera of Japan. Bull. Nat. Inst. Agr. Sci. 

S巴rC, (6) 49ー73
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HABU, A. 1956 On the Genera and Species of the 奥村 尚 1968 オオマノレナガゴミムシ三浦半島の記

Oodini (Coleoptera, Carabidae) from Ja- 録甲虫ニュース. (3) 3 

pan. Bull. Nat. Inst. Agr. Sci. Ser. C, 神奈川県教育委員会C平野幸彦〕 1981 神奈川県昆虫

(6) 75一101. 調査報告書 238~254. 

HAsu, A. 1958 Stuby on the Dromius-species of 京浜昆虫同好会 1971 新しい昆虫採集案内(I).

Japan. (Coleoptera, Corabidae). Bull. Nat. 196-197. 内田老鶴岡新社，東京

Inst. Agr. Sci. Ser. C, (10) 83一101. 大場信義 ・楠井｜普久 1979 猿島の自然観光資源財

HABU, A. 1958 Additional notes on the study of the 団，東京

Oodini from. Japan.〔Coleoptera,Cara- 板戸良裕 1982 神奈川県におけるキガシラアオア l

bidae〕.KontyO, 26 (4) 191-194. キリゴ ミムシの記録，月刊むし，（135〕31

HABU, A. 1960 Callida-species of Japan (Coleopte 土屋裕志 1982 コアトワアオゴミムシを神奈川三浦

ra, Carabidae). Bull. Nat. Inst. Agr. Sci. 半島で採集，月刊むし，(140〕30

Ser. C, (12) 155-169. 鈴木 裕 1982 クロモンヒラナガゴミムシ三浦半島

HABU, A. 1961 Revisional Study of the Species of で採集，神奈川虫報，（65)13 

the Trichotichni, the Subtribe of the 坂本緊夫 1983 ニセト ック リゴミムシ神奈川県の記

Tribe Harpalini, from Japan. (Coleopte 録2 月刊むし，（144〕33

ta, Carabidae). Bull. Nat. Inst. Agr. Sci・ （三浦半島昆虫研究会）

Ser. C, (13) 127-169. 

HABU, A. 1963 On the Seven Species of Europhilus, 

the Subg巴nusof Agonum, from Japan. 

(Coleoptera, Carabidae). Bull. Nat. Inst. 

Agr. Sci. Ser. C, (16) 135-150. 

HABU, A, 1968 Revision of the Japanese Species 

Belonging to the Subgenus-group Opho-

nus of the Genus Har pal us (Coleoptera, 

Carabida巴）.Bull. Nat. Inst. Agr. Sci. Ser. 

C, (22) 283-327. 

HABU, A. 1969 Notes on some Japanese species of 

the Genus so-called “Col pod es”（Coleo-

ptera, Carabidae). Kontyu, 37 (4) 384 3 

94. 

HABU, A. 1967 Fauna Japonica Carabidae Truncati-

pennes Group. 東京電機大学出版局，東

京．

HAsu, A. 1973 Fauna Japonica Carabidae Harpalini. 

啓学出版， 東京．

HABU, A. 1978 Fauna Japonica Carabidae Platy111111. 

啓学出版，東京

中根猛彦 ・上野俊一 1952-1953日本の甲虫ト18.

新昆虫.5 (6) 36 39 I (6) 51 53. 

中根猛彦 1978-1979 日本の甲虫（46）一（59).昆虫と

自然，13(1〕48 14 (13) 4 9. 

奥村 尚 1968 三浦半島のムナピロア トボシアオゴ

ミムシの記録．甲虫ニュース，(1)3. 
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図 2の説明
1. Omoρhron liinbatum aequalis Mo RA w 1 Tz 

カワラゴミムシ

2. Myas cゆrescens(MOTSCHlJLSKY) 

オオマノレナガゴミムシ

3. Cosmodiscusρlatynotus (R\'rn~） 
ヒラクピナガゴミムシ

4. Agonum kyushuense hondonum (HAsu) 

チャイロオ、ソヒラタゴミムシ

5. Desera geniculata (KLuc) 

オオアオホソゴミムシ

6. T円chotichnuskantoonus HA 日U

チャパネクビアカツヤゴモクムシ

7. Trichotichnus kobayashie HABU 

コパヤンツヤゴモクムシ

8. T円chotichnusnゆ•Ponicus HAsu 

オオイクビツヤゴモクムシ

9. HaゆaluscoゆorosusMoTSCHULSKY 

ヒロコモクムシ

10. Oodes helo戸aidestokyoensis HABU 

ニセトッグリゴミムシ

11. Chlaenius hainifer CHAU DOI ii 

コアトワアオゴミムシ

12. Chlaenius letragonoderus Ci・IAUDOIR 

ムナビロアトボシアオゴミムシ

13. Parena laesipe抑制SBA'l'ES 

オオヒラタアトキリゴミムン

14. Lebia idae BATES 

アトグロジュウジゴミムシ

15. Parena monostigma (BAT!!:s) 

ヒトツメアトキリゴミムシ



図 2
z事場蜘

，， 〆

、i 2 4 

6 7 8 ？ 10 

17 



神奈川白然誌資料 4: 18～26, Mar. 1983 

神奈川県のカメムシについて CI)

鈴 木裕

Notes on Herniptera from Kanagawa Prefecture (I〕

Yutaka SUZUKI 

はじめに 横浜市鶴見区三ツ池 ：24.x. 1982, 2町村鈴木〕

筆者は先年，神奈川県昆虫調査団の一員としてカメ 丹沢 ・土山ih宇 : 14. VI. 1980, 2 exs （西Jil)

ムシ類の調査を担当し，その結果，神奈川県から31科 真鶴｜｜叩 : 8. XII. 1979, 2 exs （鈴木〕

186種のカメムシ類を記録することができ， 「神奈川県 三ツ池では，アザミの茎より得た。

の奥姐半遡類」として報告した。

その後， 今日まで多くの方々から寄せられた標本の ツチカメムシ科 CYDNIDAE

数も多くなり，また， 見落していた文献の収集もある

程度でき，充分ではないが新たな知見を得られたので 先の報告書では， 7種のツチカメムシ類を記録し，

ここに前報の補遺として過去のデータも含めながら， 次の知見を得た。

神奈川県のカメムシ類について報告する。

なお，本文を記すにあたり標本を寄贈して下さった ツチカメムシ Macroscytusj,ゆonensisScoTT 

以下の方々の協力を得た。芦沢一郎，石渡裕之，板戸 丹沢 ・UENOMARU: 6. VII. 1980. 2♀ 〔西Ji[〕

良俗，坂本繁夫，土屋裕志，西川正明，西山みね子， J憐須賀市粟田 ：2.VIII. 1980, 1 6 （坂本〉

橋本慎太郎。また，同定や貴重な文献を貸与していた 鶴見区三ツ池 ：24.x. 1982, 2♀ （鈴木）

だいた日本半麹類学会の長谷川仁氏，日頃より御世話 本種は，石の下や草木の根際などに棲息しているが

になっている横須賀市博物館学芸員大場信義氏に感謝 西川氏によれば，ク？の糞より得たという。このよう

する。 な採集例は珍らしい。

また，横須賀市博物館所蔵昆虫標本資料はYCM I. 

(Yokosuka City Museum Insect Collection）として

表示し， 登録番号を付した。

マルカメムシ平ヰ PLAT ASPIDAE 

木科のものについては，以下のデータを追加する。

ヒメマルカメムシ Coptosoina biguttuluin MoTs-

CHULSKY 

横浜市港北区勝田 ：17. X. 1982, 3 exs （鈴木〉

i横須賀市久留和： 13.V. 1981, lex YCM-I 8053 

横須賀市船越町 ：23.VI. 1963, lex YCM I 8155 

マルカメムシ c. punctissiinus MONTANDON 

18 

ハマベツチカメムシ Psainnozetes ater D1sTANT 

厚木市元町： 15. V. 1980, 1 ex （鈴木）

鈴木（1981）では， ヒメツチカメムシの記録として

掲げたが， 長谷川氏の同定により本種であることが判

図1.神奈川県におけるウシカメムシの分布記録



区12.オオキンカメムシ（林公義氏撮影〕

明したので，先の記録を沫消すると共に，本科では8

番目の記録とし追加する。なお，本種はそれほど少な

L、極ではないとの事なので，これからも多くのデータ

が追加されると思われる。

t s ヒメクロツチ力メムシ Geotomus lりunctulati

(COST 

木極については， Distant(1883）の記載の中に，他

の多くの種と共に 「Yokohama」より記録されている

のでここに掲げる。また和名は，長谷川（1960）に従

った。

ヨコヅナツチカメムシ Adrisa inagna UF LER 

本種の神奈川県における記録は，中村（1964）によ

る札掛のl仔ljだけであったが，今回，横須賀市博物館

の所蔵様本の中より見出した。

逗子市神武寺 9. IX. 1962, 1 ex YCM-I 8090 

カメムシキ4 PENT A TOMIDAE 

本科のものは39種記録したが，ここでは，その後得

られた未記録穫と既知種の産地を追加する。

フタテンカメムシ Laprius varicornis DAしLAS

期決r11￥士山 ．三浦半島大楠山，;my恨官11石原，津久列町

中野。

葉山II日長柄 ：1 VIII. 1981, l合 （鈴木〕

逗子rl1桜山 ：8 VIII. 1982, 1♀ （橋本）

少ない種で，橋本氏はネムノキより採集され，筆者

図3 アカスジキンカメムシ

図4.各種カメムシの分布記録（新産地〉

図5.オオへリカメムシの幼虫
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は，蛍光灯に飛来したものを採集した。

ウスラカメムシ Aelia fieberi SCOTT 

金沢区小芝海岸 ：31. VIII. 1980, 2 exs （鈴木〉

蔵沢市御所見 : 15. I. 1982, 1合 〔鈴木〉

逗子市披露山 : 10. v. 1978, 1 (1)〔鈴木）

三浦市城ケ島 : 1 IX. 1982, 1♀ （鈴木〉

御所見では，乾いた牛糞下より越冬中のものを得た。

シロヘリカメムシ Aenalia le叩isiSeo『l"l'

既知産地： 逗子市披露111，横須賀市観音崎，丹沢札

掛，皆瀬川，津久井郡三｜土原，箱根仙石。

横須賀市追浜 ：17.IV.1956, 2 exs〔鈴木〉

横須賀市武山 ：27.IV.1974,lex （鈴木〉

DrsTANT (1883〕に 「Yokohama」の記録がある。

なお，本種に近似する イネカメムシ は，先の2例

（原木市七沢，箱根俵石〉の他，見出せなし 、。

クサギカメムシ Halyomorpha mista (UHしER)

県内では最も普通に見られるカメムシで，その後も

多くのデータが集まったが，二， 三の例を記録する。

逗子市桜山 : 28. VII. 1982, I合 （橋本〕

横須賀市粟田 ：19. VII. 1979, 1♀ （坂本〕

横須賀市久村 ：24. VII. 1978, 2巴XS（坂本〉

横須賀市費lj崎： 26. IV. 1965, 1♀ （鈴木）

エゾアオカメムシ Palomena angulsa MoT日

横須賀市久村 ：5. IX. 1982, 1 ex （坂本〕

この他，中山（1981）の逗子市田越からの記録もあ

り，同一地域からこのように多く記録された処ii，他

にないようである。なお， 土屋氏によれば，六浦;l汀てや

はアケビより得たとのことであり， 筆者 (1966〕もア

ケビより得ており 3 本種の寄主植物である可能性は大

である。

筆者が先！こ記録した横須賀市追浜（1978年4月〉の

個体：ムツバキの葉裏につくられたキイ ロアシナガハ

チの巣の上で越冬中のものであった。

チャハネアオカメムシ Plautia stali ScoTT 

平地及び山麓地帯では，最も多 くL、るカメムシで，

先の報告書に掲げた他，次のデータを記録する。

横浜市三ツ沢公闘 ：26. XI. 1978, 1合 〔鈴木〉

横浜市磯子区峯 : 27. VI. 1981, 1♀ （芦沢〉

逗子市逗子 : 29. IX. 1982, 1合 〔橋本〕

葉山町二子山 : 4 I. 1968, 1合 （鈴木〕

横須賀市深田台 : 7 . VI. 1980, 1 (1) （坂本〕

横須賀市粟田 : 26. IX. 1979. 1♀ 〔坂本〕

丹沢大山 〔中11夏） : 9 . VIII. 1980, 2 exs （鈴木〉

丹沢中川温泉 : 28. VII. 1969, 1♀ 〔鈴木〕

上記の中，三ツ沢と二子山の個体は，全体茶褐色に

なったもので， 別種のような感じすらする。両個体と

も樹皮下 （スギ〕で越冬中のものであった。なお，戸

沢氏は，カラスザンショウより得ている。

既知産地 ：箱恨仙石原，神山， 台ケ岳，丹沢ヤビツ ナガメ Eurydema rugosa Mo'l'SCHULSKY 

峠。 本種は，アブラナ科植物上で生活するが，耕作地の

箱根乙女［｜中： 31. VII. 1975, l合 （鈴木〕 減少と共に本種の個体数も少なくなった。

本種は山地性の種のためか，上記1例のみ。 横須賀市長沢 : 1. v. 1971、l合 （坂本）

横須賀市長沢 : 5. IV. 1981, 1♀ （坂本〕

ウシカメムシ Alcimocoris borealis (DrsTANT) 横須賀市野比海岸 ：16.II. 1974, 1合 〔鈴木〉

本種はその名のように特異な形をしたカメムシで， 野比海岸では，海岸の石の下よりゴミムシ，コミム

神奈川県からは，横須賀市追浜，貝山， 丹沢姪ケ岳， シダマシなどと共に越冬中のものを得た。本種の越冬

厚木市飯山観音，小田原市などから知られていたが， 個体を採集したのは，この1例のみである。

今回次に掲げるよ うに多くのデータが集まった。

横浜市六浦町 ：10.VI. 1979, 2 exs YCM-I 8024 ナカボシカメムシ M仰 idamusiva (TAKOVLEV) 

績浜市六浦町 ：3. IX. 1981, 1 ex （土屋〕 既知産地 －丹沢ヤビツ峠， 三ノ塔，札掛，津久井町

逗子市池子 : 14. IX. 1981, 1 ex （土屋〕 藤野，相模原。

逗子市久木 : 10. IX.1961, 1 ex YCM-I 8081 津久井町寸沢嵐 ：13.VI. 1980, 2 exs〔県農試〕

逗子市久木 : 1 . IX. 1962, 1幼虫 YCM-I8082 山地性の種で， 今までに得られた個体数も少ないも

逗子市久木 : 3 . XI. 1961, 1 ex YCM I 8083 のである。近似極のツマシロカメムシは，報告書に掲

i横須賀市猿島 ： • IV. 1980, 2 exs〔大場〉 げた他，丹沢蓑毛， 宮ケ瀬，葉山可二子山，横須賀市
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図6 ホオズキカメムシの~tilJJt 図7. オオホシカメムシ

追浜など県内の広い地域で得られている。 横浜市上大岡 : 2 . VI. 1981, 1合 （戸沢〉

港南区笹下 : 27. IX.1982, 1幼虫（悶山〕

スコットカメムシ Menidαscotti PuTON 磯子区準 : 29. VI. 1977, 3 exs （芦沢〉

横須賀市鷹取はl : 19. x. 1980, 1♀ （鈴木） 逗子市桜山 • 24. v. 1982, 1 <S c橋本）
木喜fiは，北方系のカメムシで木県のようなl陵地では 横須賀·m~w回 : 21. V. 1978, 1合 （坂本〉

丹沢山J見に少数分布している程度と考えていた。今ま 藤沢市御所見 : 15. I. 1982, 1終令（鈴木〉

でに得られたものも，宇津茂と山北町の2例だけであ 厚木市飯山観音 : 6 . VI. 1980, 1 o （大島〉
ったが，本県でも暖かい， しかも平地にあたる版取山 箱根 ・乙女峠 : 13. v. 1975, 1 0 c鈴木〉
〔alt138m）から採集できた。この個体は，多くのツ これらの中，上大岡のものはクワよ り，磯子区集の

マジロカメムシと共に， ニシキギより得た。 ものは，カラスザンショウより得られており，山本晃

氏によれば，川崎市多摩区でもカラスザンショウに付

オオキンカメムシ Eucoryssesgrandis (Tl'lUNBERG) いている多数の個体を目撃されている。（1981年9月〉

南方系の大形のカメムシで，先の報告訟では平野

(1958）の矢倉沢の記録以来発見されないと記したが， アカスジカメムシ Graρhosorna rubrolineatuin 

大場〔1981）のi横須賀市天神ケ島の記録があるので追 (W ESTWOOD) 

加する。この個体は， モズのはやにえになったもので セリ科純物上でよく見かける。以下のデータを記録

貴重な記録である。 なお， 筆者の知見では，本種の関 する。橋本氏は2例ともアシタパの花より得ている。

東近辺での採集例は， 穂高岳（図；11・1956），新潟県

黒川（長谷川 ・1960〕，浦和 〔磁回 ・1967），千葉県鴨

川市 ・館山市（大野 ・1978）であろう。但し，静岡県

からは多く記録されており，特に伊豆半島には多いと

のことても，渡辺（1978）によれば 「暖地の海岸に生息

逗子rl1桜山 : 17. IX.1982, 1♀（橋本〉

逗子市桜山 27. IX. 1982, 2 exs （橋本〉

横須賀市J.f.l's取山 : 27. IV. 1957, 1♀ 〔鈴木〕

横須賀市野比 19. VII. 1970, 6 exs （坂本）

葉山JllJ一色 : 23. VIII. 1980, 1幼虫（鈴木〕

し，ヤブツバキ，アプラギリ，ミカンなどにつく，分 丹沢 ・大倉尾根 : 18. VIII. 1968, 2 exs （鈴木）

布は局地的であるが，伊豆半島東海岸では多産する箇 クロカメムシ ScotinoPhara lurida (BuRME1s・rr:B〕

所がある」ので，飛1努力の5齢、本種が西風に来って三 鈴木（1981)では，オオク ロカメ ムシと共に調査期

浦半島まで飛んでh来たこと も充分考えられる。 聞には得られなかったと記したが，見沼しがあったの

で追加記録と合せて報告する。

アカスジキンカメムシ Poecilocorislewisi D1sTA'IT 横須賀市大楠山 ：2.VI. 1957, 1合 （鈴木〕

本艇も美しい大型のカメムシで，その後も以下のよ 横須賀市長沢 ・15.III. 1981, 1 o YCM寸 8048
うなデータが集まった。 横須賀市岩戸 : 31. v. 1981, 1合 （坂本〉
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機須賀市安針塚 ：23.VI. 1963, 1合 YCM-I8178 既知産地 ：金沢区野島，横須賀市猿島，逗子市桜

葉山町二子山 : 27. IV. 1974, 1 ex〔鈴木〉 山，三浦市児沙門海岸。

小田原市OGIKUBO: 29. VI. 1981, 1 ex （匹1Jil) 葉山町木古店主 : 22. IX. 1970, 1 ex （鈴木〉

三浦市三~I奇l llJ : 21. VII. 1962, 1 ex YCM-I 8189 逗子市久木 : 4. IX. 1963, 1 ex YCM I 8088 

深く青味がかった小型のクチプ 卜カメムシでDitant

オオクロカメムγ Scotinophara horvathi D 1s'l'ANT (1883）の記録に 「Yokohama」がある。

既知産地 ：逗子市神武寺，横須賀市追浜，津久井浜、

海岸。 シラホシカメムシ属Eysarcorisは，ツヤマノレシラホ

横須賀市長浜海岸： 25.II. 1978, 2 exs〔鈴木〕 シカメムシ，マノレシラホシカメムシ，オオトゲシラホ

三浦市城ケ島 : 24. x. 1981, 1合 （鈴木） シカメムシ等 5種を報告したが，同定未了のものが多

藤沢市御所見 : 15. I. 1982, 3 exs〔鈴木〕 く，後日，別lこ記録する。

なお，本穂は， DfST ANT (1883）に 「Yokohama」

を原産地として新種記載されたもので，グロカメムシ ノコギリカメムシ科 DINIDORIDAE

の産地にも長崎と共に横浜が掲げられている。また，

上記個所からは，ヒメク ロカメムシS.scottiも同時に ノコギリカメムシ Megymenum grachilico問 E

採集することが出来た。 DALLAS 

既知産地：繊須賀市猿島，追浜，i南郷，長井，三浦

アシアカクチブトカメムシ Pinthaeussunguinφes rl1上宮田，藤沢市川名，相模原市淵野辺， 秦野市。

(FABlUCfUS〕 石渡裕之氏（三浦半島昆虫研究会）によれば，1981

丹沢 ・ヤピツ峠 : 23. IX. 1980, 1 ex〔鈴木〉 年9月，三浦市城ケ島にてカボチャに相当数の本種を

クチブトカメムシ類では大形種で，111地性のもので 見たとの報告があり，筆者は，昨年9月24日と本年9

あり，神奈川県初記録である。 J'Jに城ケ島を訪れて調査を したが，いずれもカボチャ

は抜かれたあとで本穫を見出すことはできなかった。

シモフリクチブトカメムシ Eocantheconajaponzcα 

EsA K 1 et IsH 1 HA RA クヌギカメムシ科 UROSTYLIDAE 

丹沢 ・ヤビツ1lrr 23. IX. 1980, 1 ex （鈴木）

木県からは，平野（1971）が奥湯河原産のものを記 本科のものについては，鈴木（1981）では，クヌギ

録しているのみで，全国的に見てもその分布は点在し カメムシ，サジクヌギカメムシ，ナシカメムシの3種

個体数の少ないカメムシである。ヤピツ｜｜ド：；で繁ったノ を記録したが，その後次の種の迫力日記録があった。

ブドウを叩いて得た。

ルリクチブトカメムシ Zic1-01ia caerulea LrnNE: 
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図8 ケブカナガカ

メムシ（長谷川

1981より複写）

ナシカメムシ Urochela luteovaria D1sTANT 

奥湯河原 : 29. VIII. 1982, 1合1♀ （矯本〉

ツノカメムシヰヰ ACANTHOSOMA TIDAE 

ツノカメムシ煩については，現在整理中であり，こ

こでは， 次の1積を新たに報告する。

クロヒメツノカメムシ Elasmucha sp. 

丹沢 ・札捗｜、 : 3 . XI. 1981, 1♀ 〔鈴木〉

長谷川氏の同定による。本位｜体は，林道上を歩いて

し、るものを採集した。寒い目だったためか動作は，ゆ

ったりとしていた。和名は，長谷川（1960〕による。



へリカメムシ平二十 COREIDAE 

オオヘリカメムシ Mnliρteryx fulginosa〔U1nrm)

既知産地 ： 箱根仙石原，台ケ岳， 丹沢 ・ ヤピツ ih~ ，

蛭ケ岳，三国峠， j賞須賀市鷹取山。

オオツマキヘリカメムシ Col戸uralativentaris 

(Mo’I'SCl・IULSKY〕

既知産地： 横須賀市猿島，三浦市城ケ島，厚木市鳶

尾lL1，広沢寺，山北町．。

丹沢 ・七沢渓谷 : 9 . VIII. 1980, 2 exs （鈴木）

大型のへリカメムシで，箱根や丹沢などの山地では 丹沢 ・菜の花台 : 3 . XI. 1981, 1♀ （鈴木〕

多くの個体をみることができるが，三浦半島のような 箱根 ・乙女1hj;・ : 24. v. 1975, 1♀ （鈴木〉

低地では稀である。先の報告時，次の標本を見落して 丹沢 ・菜の花台ではニワ トコの小さな茎よ り採集し

いた。 た。首rr種に比べると少ない。なお，先の報告書で，厚
横須賀市大楠111 : 23. VIII. 1980, 1幼虫（鈴木〕 木市鳶尾山の採集数を 1exとしたが，2合1♀の誤り

なので訂正する。

ハラビロ へ リカメムシ Hoinoeocerus dilatatus 

HORVATH ホオズキヘリカメム シ Acanthocoris sordidns 

既知産地 ；小田原市上水の尾，石l宣山， 秦野，丹沢 (THUNBERG) 

中川温泉，津久井郡藤野町。 本顧の採集例も多く， 二，三例を報告する。

横須賀市大楠山 : 13. v. 1956, 1合 （鈴木〕 横須賀市野比 ・15.VI. 1980, 1♀ （坂本〕
横須賀市津久井 : 16. v. 1981, 1 Cl)〔坂本〕

ホシノ、ラビロへリカメムシ Hoinoeocerus umρun・ 三浦市城ケ島 : 24. X. 1981, 4 exs〔鈴木〕

ctatus THUNBERG 秦野市震生湖 : 13. VII. 1969, 1♀ （鈴木〕

クズを好み，最も多い。それに比し，前種は極端に 本麗の一年を通じての活動は，他のへリカメムシに

少な＇'o以下に二，三の例を追加する。 比べて長いよ うで， 本年10月23日（横須賀市追浜〕で

港北区勝田町 : 17. X.1982, 1 Cl) （鈴木〉 の観察では， 殆ど葉のなくなったホオズキの茎で， 交

逗子市池子 : 31. VII. 1982, 1♀ （橋本〉 尾をする個体を1株に1・8対の剖合でみている。

逗子市桜山 : 7 IX. 1982, 2 o （橋本〉
積須賀市粟田 : 7 V. 1980, 2exs （坂本〕

丹沢 ・土山峠 : 14. VI. 1980, 1♀（西JI!)

奥湯河原 : 29. VIII. 1982, 1 o （橋本〉

オオクモヘリカメムシ A nacanthocoris striico門LIS

(Seo’l'T〕

先の報告書にも記したよ うに県内では2例〔横須賀

市追浜，相模原市〉 しか記録できなかったが，以下の

追加記録があった。

逗子市桜山 : 8 VIII. 1982, 3 exs （橋本〕

逗子市桜山 : 7 IX. 1982, 1幼虫〔精本〉

橋本氏によれば， いずれもネムノキより採集してお

り，交尾個体であったと云う。

ツマキへリカメムシ Col戸川’aoρaca (UHLE!t) 

本種も個体数の多い種類で，多くのデータの中，3 

{71］を記録する。

逗子市桜山 : 25. VIII. 1982, 1合 （矯木）

藤沢市御所見 : 15. I. 1982, 5 exs （鈴木〉

真鶴海岸 : 8 . XII. 1979, 3 exs〔鈴木〉

キハラヘリ カメムシ Plinaetus bicolo門戸esScoTT 

既知産地：中区三渓置l，金沢区野島，横須賀市鷹取

山， 阿部倉，藤沢市川名，茅ケ崎市小出， 小田原市上

水ノ尾，津久井町中野，丹沢：／E立。

逗子市桜111 : 7 . IX. 1982, 1合 （橋本）

横須賀市粟田 : 25. VIII. 1980, 1合 （坂本）

桜山での観察では， マサキより得たとし づ。

ホソへリカメムシ科 ALYDIDAE 

クモへリカメムシ Leptocorisa chinensis (DA LLAE') 

本種法エノ コログサをはじめイネ科組物上に多 く，

特に9月上旬には大発生をみるが，1982年は少なかっ

た。

横須賀市粟圧｜ : 26. IX. 1979, 1 ex （坂本〕

足柄上郡鮎沢 : 14. IX. 1982, 7 exs （鈴木〕

三浦市城ケ烏 : 1 . IX. 1982, 1 ex （鈴木〉

ホソへリカメムシ Rψtrotus clavatus (THUNBERG) 

木種も畑地との関係で以前に比べ，相対的に少なく

なった。
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横須賀市追浜 : 1 VIII. 1971, 1幼虫（鈴木〕

仙須賀市大楠111 : 8 IX. 1968, 1 ex〔鈴木〕

三浦市城ケ島 : 24. x. 1981, l♀ （鈴木〉

丹沢 ・大山 : 17. VIII. 1974, 1合 （鈴木〉

オオホシカメムシ干斗 LARGIDAE 

ヒメホシカメムシ Phy soρelta cincticillis STAし

既長日産地 ：績須賀市鷹取山，大楠1L1，大磯湘南平，

箱根仙石原， 丹沢花立，大山， 三岡lh ~·。

机須賀市武山 : 2. V.1966, 1合 〔鈴木〉

葉山町長柄 : 1 . VIII. 1981, 1♀ （鈴木〕

丹沢 ・宮ケ瀬 : 14. VIII. 1972, 1合 （鈴木〉

丹沢 ・大倉 28. VIII. 1966, 1♀ （鈴木〉

津久井町寸沢嵐 : 13. VI. 1980, 4 exs （県農試〉

オオホシカメムシ Physopelta gutta (BuRMKISTCR) 

既知産地 ：横須賀市貝山，鷹取山， 三浦市引橋，厚

木rl'T七沢，茅ケ崎市小出，大磯争ttll菊平，七沢渓谷，三
国111：；。

柴山町長柄 : 1 VIII. 1981, 1♀ （鈴木〉

逗子市桜山 : 28. VII. 1982, 1 Cl) （橋本〉

悩須賀市粟田 : 26. IX. 1979, 1 ex （坂本〉

津久井町寸沢嵐 : 13. VI. 1980, 3 exs （県農試〉

前艇ともともアカメ ガシワを好み， H寺に群棲するこ

とも見られる。前種に比べ秋遅くまで新鮮な個体を見

掛けることがある。

検須賀市武山 2 V. 1966, 1 ex （鈴木〉

丹沢 ・宮ケ瀬 : 14. VIII. 1972, 1 ex （鈴木〕

アカヘリナガカメムシ Aiocatus sericans STAL 

既知産地 ：横須賀市貝1L1，三浦市引橋〔YCM-I83 

03〕，厚木市広沢寺。

前種よりやや小型 （体長7mm〕で，先の報告書で

は，県内における採集例は少ないと記したが，横須賀

市博物館の所蔵標本を検したところ， 以下の標本を見

出した。

金沢区釜利谷 ：9. VI. 1963, 1巴X YCM-I 8138 

逗子市久木 : 21. IV. 1963, 1 ex YCM-I 8229 

逗子市久木 : 23. v. 1963, 1巴X YCM-I 8096 

横須賀市田浦 ：28.IV. 1963, 1 ex YCM-I 8145 

ケブカナガカメムシ Trichodrymusρameroides 

LINDBEG 

長谷川（1981）によれば，ヒョウタンナガカメムシ

類に似る体長6mm内外のナガカメムシで，その採集

地は， 長野県常念岳，栃木県塩原， 矢板，群馬県沼

田3 対馬上見坂，北海道利尻島，網走などが掲げられ

ているが，長谷川氏からの私信によれば， 「神奈川県

厚木市白山の標本も検している」とL寸。

スナコハネナガカメムシ Blissus rotunda/us (H 1 • 

DA:l:A) 

葉山町長者ケ崎 : 15. I. 1979, 1 Cl) 1♀ （鈴木〕

本種は体長4.0mm弱の小さなカメ ムシで全身に毛

ナガカメムシ科 LYGAEIDAE があり， 土中にて生活をするとし寸種類のためか，今

までに採集された記録は原記載 （HIDAKA,1959）の和

木和｜のものについては，先lこ31極を記録した。その 歌山県と新潟県以外にはないようで，非常に珍らしい

後も調査砂｜究を進め，文献上からも相当数のナガカメ 記録である。

ムシ類を追加する必要が判明しているが，それらの編 筆者は，狭い長者ケ111奇海岸で，波打際にある小さな

めが不完全なため詳細は後日に別記する。ここでは次 石（約lOcm）を起して，越冬中の昆虫調査をしてい

の4程についてのみ記録する。 た時に見つけたもので，石の下の砂の中でなにやら動

くものを見つけ， 海浜性の甲虫の一種くらし 、にしか思

セスジナガカメムシ Arocantus melanostoinus っていなかったが，様木にして初めて本種であること

ScoTT が判明した。この標本法後日，長谷川氏がri1rn，型してい

木種はボタ ンズノレを食すと云うが，筆者はスウ ィー る。

ピングにより，飛）＇.1J中のものを得た。既知産地Ii，相

模原T[i"，丹沢大倉，鎌倉市朝比奈111：；.，秘須賀市追浜，

田浦，安主十塚，逗子市逗子海岸，葉山:UJ長柄などであ

る。

葉山II汀二子山 : 6 VI. 1965, 1 ex （鈴木）
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サシガメ干ヰ REDUVIIDAE 

トビイ ロサシカ，メ Oncoceρhalus assi刑 illisReun:1 i 

及びモモブトサシガメ 0.fe1η包oral多tsRcu・1 



の報告書においては，疑問符を付しておいたが，その 相模原市て。採集された襟本についても言及しており，

後の調査で間違いないことが判明した。後者の1例。 本介｜で最初の記録である。水田付近の湿地などに分活

金沢区六浦町 : 29. X. 1980, 1 ex YCM-I 7997 するとしづ。なお，現在の処， 種名不詳。

アカシマサシガメ Haematoloecha nigrofula マツモムシ科 NOTONECTIDAE

(ST iii，〕

下記3例を追加する。 コマツモムシ Anisaρs genji HUTCHINSON 

港南区笹下 : 27. IX. 1982, 1♀ （西山〉 横須賀市長浜海岸 ：25.II. 1978, 1♀ 〔鈴木）

横須賀市津久井 : 15. II. 1981, 1 ex （坂本〕 本種は， 長浜海岸の波打ち際のタイドプーノレ UI三坂

横須賀市粟問 : 8 III. 1981, 2 exs （坂本〉 水〉から，ヤゴやアメンボなどと共に厳冬期に採集し

た。

キイ ロサシガメ Sirthena flavψes (STiiL) 

本極も神奈川県では稀な砲で，丹沢札掛と川崎市下 ミズギワカメムシ科 SALDIDAE

麻生の記録しかなかったが，坂本氏が灯火に飛来した

ものを採集した。 モンシロミスギワカメムシ Chartoscirtaclegantula 

横須賀市久村 : 6. VIII. 1982, 1 ex （坂本〕 FALしilN

先の報告書では，種名を保留したがその後の調査で

ビロウドサシガメ Ectrychotes andreae (TI-Iur-; 本種であることが判明した。現在では本種が生活の場

BERG) としている湿地がなくなったためか， 採集は困難だが

逗子市桜111 : 28. VII. 1982, 1♀ （橋本〕

クロサシガメ Pirates cinctiventris Ho1WA'l'H 

磯子区新杉田 : 2 X. 1982, 5 exs （鈴木〉

シマサシガメ Sphedanolestes impressicollis (S1’AL) 

1950年代以前には普通であったようで，筆者の記録の

他， 仙須賀市同物館の所蔵標本に以下のものがある。

横須賀市追浜 : 31. III. 1956, 1 ex （鈴木〉

横須賀市追浜 : 9 XI. 1957, 1 ex （鈴木〉

逗子市久木 : 4 IV. 1963, 1 ex YCM-I 8248 

逗子市桜山 : 23. VII. 1981, 1 ex （橋本〕 「神奈川県の兵麹半趨類」を脱稿して2年が立ち，

津久井郡藤野IHT : 16. VI. 1973, 1 ex （坂本） ここにその補逃として，神奈川県に産するカメムシ類

ヤニサシガメ Velinus nodゆesUHLER 

丹沢札掛 : 26. IV. 1980, 1幼虫（西Jll)

オオ トビサシガメ Jsyndus obscurus (DALLAS〕

丹沢 ・菜の花台 : 3 XI. 1981, 1合 （鈴木〉

50極について主に追加データを記録するとともに，9 

種〔ハマベツチカメムシ，ヒメクロツチカメムシ，オ

オキンカメムシ，アシアカクチフト カメムシ，クロヒ

メツノカメムシ，ケブカナガカメムシ，スナコパネナ

ガカメムシ，アシボソ トビイ ロサシガメ，コマツモム

シ〉を新たに追加した。これにより神奈川県のカメム

シ類は， 31科195種となった。また，この他数Ni.につ

マキハサシガメ科 NABIDAE いては，分布上注目される追加記録となった。

その反面，ツノカメムシ科，ナガカメムシ科，メク

アシブトサシガメ Prostemma hilgendorffi STGIN ラカメムシ科，ハナカメムン科，及び水生半麹煩なと

先の報告書では，I例のみとしたが， 11い記録を見 は， 言及することができなかった。これらについては

出した。 整理が出来次第，遂次追J］日報告して行きたい。

秘須賀市迫浜 : 1 . v. 1956, 1巴x〔鈴木〉

文献

アシボソ トビイ ロサシガメ Bardesanes sp. DrsTANT W. L. 1883 First report on the Rhynchota 

長谷川（1981）によれば， ピノレマ，インドから得ら collected in Japan by Mr. Geoge Lewis. 

れた B.signatusに近似の極で，対馬 ・厳原で得られ Trans. Ent. Soc. London 413-443. 
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横浜市内で発見されたペーツヒラタカミキリ

をめぐって

新堀豊彦・高桑正敏・新井一政

A Note on Euryρodα（Neoρrion〕bαtesi G AHAN (Coleoptera 

Cer了ambycidae)Occur眉ringin Yokohama City 

Toyohiko SI-IINBORI, Masatoshi TAKAKUWA, and Kazumasa ARAI 

ベーツヒラタカミキリ EuηIうoda(Neoprion) batesz 

GAH凶はインドシナから 日本の暖地にかけて分布し，

太平洋側では茨城県の記録が北限となっている。しか

し，実際上は神奈川県を核息の北限と見なしても差支

えない。その神奈川県においては，真鶴半島（露木 ・

小l一日：1977），伊勢原市 （露木ほか ：1981），逗子市千1j1

武寺（青柳， 1939：，周布， 1938；露木ほか，1981〕，鎌

倉市と葉山町浅間山（草間 ：1954）から記録があるが

横浜市内からは知られていなかった。ところが，1982

年に市街地の多い南区において続けざまに 2頭が採集

され，またその後若干の知見も得られたので，ここに

報告しておくことにする。

1♀，横浜市南区勝国寺，13.VIII .1982，佐伯真

魚採集〔図1左個体）；1♀，同若宮町， 18.VIII. 19 

82，浦島嘉子 ・新堀秀子採集（図1右〕。

後者の個体は新堀の自宅前の側溝の中で裏返しにな

ってもがいていたもので，おそらく灯火に飛来した後

なのであろう。前者の個体は同年8月29日の神奈川県

立博物館の棟木鑑定会において新井が確認した。

本種の幼虫はシイ類Shiiaの枯死部を好んで食し，

成虫は明るい聞は彼らの飛孔（脱出孔）などに潜み，

夜間に出てきて主にシイ類の枯死部を初羽田する。した

がって，本磁は通常スダジイを主体と した自然林に桜

息するが， そのような林に乏しい現在の横浜市内にあ

っては，本種の楼息は難しいものと思われていた。こ

の点で， 今回の記録はきわめて意義深いものである。

一方， 2つの採集場所は，住宅密集地ないしはそれ

に隣接しているが，いずれも背後にシイータフ’林の自

然植生を多少とも残しており，それらの林で発生して

し、るものと見なされる。実際，若宮神社の干上叢中のス

ダジイ立枯れと生木の枯死部において，明らかに本種

と恩われる飛孔が認められ（8月21日，高桑），また

勝国寺裂の寺林においても飛孔が見出された〔8月29

日， 高桑 ・西村正賢〕。さらに， 同区内の宝生寺（8月

29日，高桑 ・西村〕や根岸八幡神社近く c8 ）~ 22日，
秋山秀雄〕においてもスダジイ立枯れ木から同様の飛

孔が認められたし， 金沢区でも高桑は富岡神社で古い

飛孔を1979年頃に「i{ii認している。ただ，これらの飛孔

は根岸八幡神社近くの一部を除けばL、ずれもかなり古

L、ものだから，少くともその年に発生したものではな

これらの点から， r!T街化が進んでしま った横浜市内

においても，急傾斜地や社寺林として多少とも自然植

生のシイ林が残されていれば，本種が棲息しているか

あるいは近い過去に綾息していた可能性がある。本種

の成虫の発見は， 偶然的なものを除けば，盛夏（逗子

市神武寺では8月中～下旬が最盛期〕にスダジイの立

枯れ木を夜間に見回ることが一般的だが，難しい面も

図1.ベーツヒラタカミキリ♀ 左・横浜市南区勝国

守，右 ・同若宮IIIJ
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図2.ベーツヒラタカミキリの飛孔 ・若宮

神社

多々ある。むしろ，棲息の有無だけを確認するのであ

れば，明るい聞に飛孔を探した方がよい。図2に示し

たように，本種の飛孔は縦に長い桁円形（長径10 14 

mm内外〉を呈することで特異的であり，他のもの，

例えばシイ（生木〕もJJll害するミヤマカミキリMassicus

raddei〔BLEssrc）の飛孔も長径がほぼIOmm以上と大

きいが，通常は横に長い楕円形であるから，すぐに区

別できる。ベーツヒラタカミキリの飛孔が最近のもの

か，古いものかについては，一般的には孔道壁面と孔

道の外（幹上） の色彩から判断できる。すなわち，両

者の色彩がほぼ同様であればより古く，孔道壁面の方

が黄色がかるほど新しL、。

宮！協ら 〔1973）によれば，潜在約には横浜市の特に

海岸田近くにおいてはシイータフ’林が発達していたと見

なしてよい。おそらくべーツヒラタカミキリは，その

林分に広く分布していたことであろう。しかし，人為

による介入が，急傾斜地や社寺林など一部を除けば，シ

イータプ林の存続を許さなかったことで，この昆虫は

今や残存的にしか分布していないものと予想される。

林内に棲息し，決して林縁的でないとL寸本種の習性

も災L、したに違いない（つまり，二次林への進出が難

しL、〉。

このことを逆に言えば，本種が棲息する林分は白書！＼

度の高いシイータフ林と見なすことができるだろう。

さらには，いくら自然度の高い林分とは言え孤立した

ものであればL その面積が小さし、ほと木種の存続を許

さないに違いないから，現在も緩息しているというこ

とは， 生物環境の面でもより自然皮が高いと言いう
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図3.成虫採集地点〔・印〉および飛孔確認地点（．印〉。地図

は園長仁地理院発行2万5千分の1地形図 「横浜西部」「戸
塚」を使用した。

る。

ベーツヒラタカミキリは飛孔の調査から容易に楼患

が確認できるとLづ利点もあるので，本程をlつの指

標としてヤブツバキク ラス域の林分の生物王策境度を推

定する試みがなされることを期待したい。

末尾ながら，この小文を記すにあたり｜筋力いただい

た佐伯真魚，西村正賢，秋山秀雄の各氏iこ心からお礼

を申しあげる。
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神奈川県内におけるカミキリムシ科甲虫数種の記録

平山洋人

Some Supplementary Records of Cerambycid Be巴tiesin 

Kanaga wa Prefecture 

Hiroto HIRA y AMA 

神奈川県に産するカミキリムシについては， Jill木他 くつか採集例があり，いずれもコゴメウツギに訪花中

(1981）により 250種が報告されている。筆者の手元 のものが得られている。

にある採集記録を整理してみた結果，新たに追加すべ 本種はスギの材中に 間飛び腐れ”を誘発する答虫と

き種類こそ見当らなかったものの，同報告における記 して著名であるが，その剖には関東周辺における記録

録の極めて少ないもの，同報告中に記録のない地域か は多くなく，既に報告されている箱根付近に多産する

らの採集例があるもの等，公表しておくべき記録がい 他は湘南～三浦半島にかけての神奈川県沿岸部及び東

くつかみられたので，補足的意味からここに報告して 京都の都市部に記録が散見される位であり，特に近年

おきたL、。 かなりスギの仙林が進んでいるはずの高尾～奥多摩～

奥武蔵といった関東平野西側内陸部の低～中山城から

1 .ベニノ〈ハ ナカミキリ Paranaspia anas』idoides の記録は皆無に等しし唯）。そ うし 、った意味で，今回従

(BATES) 来の記録地より も内陸に位置する丹沢山塊のスギ植林

1合；津久井郡相模湖町， 3.VI. 1972 筆者採集。 域から見い出されたことは，林業害虫の発生予察上の

分布は普通的ながら，いずれの地においても個体数 観点からも注目すべきものと思われる。

の少ない種である。 本種は日中採集されることはむし 注〕斉藤良夫 (1978）は埼玉県産カミ キリムシ科の

ろ稀であり，曇天時あるL、は朝夕に，飛期中，訪花中 目録中，奥武蔵山地の数カ所から本極を記録している

のものが採集される例が多い。上記個体も夕刻薄暗く が，この目録には同属の近似穫で関東周辺においては

なりかけたころ，国鉄相模湖駅前にて飛朔中のものを 本程よりもはるかに普遍的に分布するトガリ パアカネ

採集した。跨木他（1981〕には津久井地区での採集例 卜ラカミキリ A昨日glyptusn妙。月間sisBATESの記述が

がないので記録しておく。 なく，また，他にもかなり真偽の疑わしい種類を含む

目録であるため， 誤同定の疑念を拭いきれなし、。

2 アカネカミキリ Phymatodes(Poecillum) maaki 

(KRAATZ) 4 キクスイモドキカミキリ Asaperda rufipes 

l♀，東丹沢ヤピツ1!He,20. v. 1979 筆者採集。 BATES 

丹沢山塊からは今回が初記録と思われる。飛問中の 1♀，藤沢市亀井野， 14.IV. 1982筆者採集。（図1)

11~1体を採集した。 飛朔中のものを偶然採集したが，県内の記録として

は東丹沢広沢守付近に次くものであり，また，全くの

3. スギノア カネトラカミ キリ Anaglyρtus sub- 平野部における採集伊！と しても関東地方では珍らしい

fasciatus subfasciatus Pie ものである。この個体は体長6.5mmと通常のものに

3 exs；足柄上郡山北lllJ大野111,2. VI. 1979 今村 比べかなり小型であり（参考東京都高尾山産5exs 

｜径一採集。 の言｜測値は最大9.3mm，最小7.7mm），またよ姐会

前種問機， 丹沢山塊からの報告は初めてであろう。 合部にみられる白色微毛の発達は著しく弱L、ものであ

同地においては必ずしも少なくないよ うで，他にもい った。
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図 1.キクスイモドキカミキリ

5. シロオビチビカミキ リ Sybrodiboinasubfasciata 

(BA 1'ES〕

1♀，j広沢市亀井野， 2.VII. 1978 今村｜径一採集。

（図2)

同地にある日大農獣医学部林学科笑験商岡にて得ら

れたもので，樹種の豊富な特殊な環境下とはいえ，平

地における記録は前種同様稀なものであり，県下の平

野部では他に大磯町高麗山付近から知られるのみであ

る。

6. ナカパヤシモモプトカ ミキリ Leio戸usguttatus 

BATES 

5合合3♀♀；藤沢市亀井野，9. VI. 1981筆者採集。

2合合2♀♀， 同 上， 10.VI. 1981筆者採集。

樹高3～5m程のクロマツ人工林で，真新しい枯枝

を夕刻 beatingして得た。県沿岸部特に三浦半島のク

ロマツ林は本種を多産することで全図的にも知られて

いるが，その生息域は開発により近年急速にせばめら

れており，採集地として以前有名だった横浜市六国峠

付近の産地は宅地造成のため，壊滅した。湘南地域で

も散発的な採集記録は既に知られていたが，より綿密

な調査を行なえば，この方面でも場所によってはかな

り多産するものと思われる。本種は，沿岸部のグロマ
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図2 シロオビチビカミキリ

ツ材；に比べれば生息、密度は低くなるものの，県内陸部

のアカマツ林にも分布しており，以前川崎市生田付近

の楳本も検している。

7. シラオビコーマフケシカミキリExocentrus(Pseudo-

centrus〕guttulatusBATES 

1♀；藤沢市亀井野， 2.VI. 1982 筆者採集。

県下での記録は少なく，横浜～三浦半島から数例が

知られるのみなので，報告しておく。灯火に飛来した

もの。

以上て芯報告を終わるが，発表を御!f;IJめくださった県

文化財保護課の高桑正敏，記録の発表を快諾された今

村隆一，標本写真撮影の労をとられた猪又敏男の諸氏

に末宣告ながら派く感謝したい。
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此之間沢におけるライト・トラップによる毛麹

目 （昆虫〉の採集結果 ：第一報

小 林 峯生

First Results of Trichoptera (lnsecta〕Coll巴ctingwith Light Traps at 

Konomazawa, Tsukui-machi, Kanagawa Prefecture 

Mineo KOBAYASHI 

はじめに

自然史の附究では，現在生物相の解明に関する研究

がさかんにおこなわれている。これらは何らかのかた

ちで，つねに人間によって自然破壊が進行中の現代社

会において，生物相の解明データが自然破壊の歯止め

となるデータを幾分なりとも提供するからではなかろ

うか。当然のことながら， 昆虫相の解明もさかんであ

る。しかし，その対象は主にチョウや甲虫のような一

般に親しまれている昆虫類で，そのほかの昆虫類では

あまりおこなわれていないのが現状である。このこと

を考えると片手おちのような気がしてならな＼ 'o 

昆虫類の生息環境は種々様々で，地球上のあらゆる

陸 tlこ生息している。そのなかでも特殊な環境である

陸上の水界（淡水）にも多くの昆虫類（水生昆虫）が

生息していることが知られている。＊生昆虫は一般的

に環境に弱し、といわれている。すなわち，幼虫が水中

に生息しているので，水質の変化に対する適応力が弱

いのである。このことからして， 水生昆虫相の解明に

よる質や量の変化は，河川や湖池の水質汚染を知る上

に必要なデータを提供するものと考えられる。ほとん

どの水生昆虫は幼虫期を水中ですごし，成虫になると

陸上で生活するとL寸生活史をおくっている。現在ま

での水生昆虫相の研究は採集が比較的容易な幼虫分類

によ って，砲の同定がおこなわれているが，幼虫分類

はいまのところ実に不卜分である。正Tl(［な種の同定は

成虫分類によっておこなわれている現状からして，幼

虫採集だけでは水生昆虫の解明は十分であるとはL、え

な＼ 'oこの欠点を補うためには成虫の採集が必要であ

る。

水生昆虫の成虫は昼間で、もチョウ類のように活動的

でなく，日かげの木葉や草の裏面に静止しているもの

が多く ，なかなか多 くの個体数を得ることはむずかし

N
小
｜

図1.採集地点概略 O印係集地点

い。そこで考え出したのが，昆虫の活動の特性，すな

わち走性を利用して多くの個体数を一度に集め，それ

を採集するとLづ方法である。ガ類の成虫は正の走光

性〔光が車lj戟となる走性，光に向うものを正，反対方

向に向うものを負の走光性という〉を示すので，採集

にはライト ・トラップ法がしばしば用いられている。

水生昆虫のなかに，そのほとんどの成虫が走光性を示

すグノレープがある。それが＊性昆虫相でF質，量ともに

主要な位置をしめ，ガ類に近縁な毛麹目である。河川

の一地点の毛姐目成虫を， 長期間に渡って，ライト ・

イラップ法で採集し， その地点の毛麹目相を解明し，

相の変せんを調べることは， 主主境汚染によ って5齢、影

響を受ける水質の変化を調べる上で，いささかなりと

も役にたつのではないだろうか。

今回の報文は予備調査として1982年5月， 6月， 8

月， 9月，10月の各月 l回おこなった採集結果をまと

めたものである。

調査地点の概要

訓査地点として神奈川県津久井lllJ＿ヒ野田此之間沢を

えらんだ（図1）。此之関沢は道志川畔にある津久井町

でも有数なキャンプ場で，春夏には多くのキャンパー
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HYDROPSYCHIDA E 

Hydroρsyche ulme門
的 selysi ULMER 

H》.nakaharai TsuDA 
Hydropsychodes brevilineata I w ATA 

めdromanicusgalloisis MATSUMURA 
Dψlectroma kibueana TsuDA 
PSYCHO乱1YIDAE

Psychomyiella sp. （♀〉

STENOPSYCHIDAE 

Steno）う異：ychemarmorata 

St. sauteri ULMER 

PHILO POT AMIDAE 

Sortosa sp. (A)., （♀） 

S. sp. (B)., （♀） 

POL YCENTROPODIDAE 

Philocentropus sp., （♀） 

RHY ACHOPHILIDAE 

Rhyaco戸hilaarticulata IWATA 

Rhy. nigrocephala IwA'l'A 

Rhy. breviceρhala IWATA 
Rhy. quieta TsuDA 

Rhy. motakanta Scr-JMTD 

Rhy. cle1河ens TSUDA 

Aρsilochorema sp., （♀） 
GLOSSOSOMA TIDAE 

Clossosoma japonica KOBA y ASH! 

G. specularis (KOBA Y ASHT) 

G. sumitatensis KoBA YASHT 

G. sp. （♀） 

LEPIDORTOMA TIDAE 

Dinarthrodes bipartita KOBAYASHI 

D. comρlicata KOBA y ASHI 
D. jaρonica TSUDA 
LIMNEPHILIDAE 

NothoJうsychelりallipes BANKS 

Li1叩nephilusja1りonica SCHMID 

GOERIDAE 

Goera jaJうonzca

APATANIDAE 

AJりataniιaber

A. sp., （♀） 

MOLANNIDAE 

Molanna falcata 

LEPTOCERIDAE 

Le戸tocerussp. (A)., （♀） 

L. sp. (B)., （♀） 
L. sp., nov., （合，♀）

Mystacides azurea LINNE 

NAVAS 

TSUDA 

Species name 

ULMER 

BANKS 

十

一：未採集表1.調査期間中の採集結果 4：採集
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Species name 

HYDROPSYCHIDAE 

Hy針。世syclzeulmeri 

Hy・selysi

Hヲdγo争sychodesbγevilineata 

Hydromanicus gallotst 

PSYCHOMYIIDAE 

Psychomyiella sp. （♀） 

STENOPSYCHIDAE 

Stenopsyche marrnoγαta 

S. sauteri 

PHILO POT AMIDAE 

Sortosa sp. (A), （♀） 

S. sp. (B), （♀） 

POL YCENTROPODIDAE 

Philocentropus sp. （♀） 

RHY ACOPHILIDAE 

Rhyacojうhilaarticulata 

Rhy.仰grocephala

Rhy. brevicephala 

Rhy. quieta 

Rhy. motakanta 

Rhy. clemens 

GLOSSOSOMA TIDAE 

G!ossosoma japonica 

G. specularis 

G. sumitaensis 

LEPIDOSTOMA TIDAE 

Dinarthrodes comρlicata 

GOERIDAE 

Goeγa ja，争0抗icα

LEPTOCERIDAE 

Leptocerus sp. nov. （合，♀）

6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 

図1. 1982年5月に採集した種と位｜休数， ・圃合，仁コ♀ー

で賑わいをみせるところである。最近，近くに自動車 をおこなった地点は，ほとんどその影響がないところ

道が完備され，照明灯が多く備えつけられたが，採集 である。水質，流速など河川の環境状態はまだ調べて
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Species name 

HYDROPSYCHIDAE 

め1dropsychenakaharai 

Hydromanicus galloisi 

DiJうlectronakibuneana 

PSYCHOMYIIDAE 

Psychomyiella sp. （♀） 

STENOPSYCHIDAE 

Stenopsyche marmorata 

PHILO POT AMIDAE 

Sortosa sp. (A),. （♀） 

S. sp. (B), （♀） 

RHY ACOPHILIDAE 

Phyacophila brevicephala 

Rhy. quieta 

CLOSSOSOMA TIDAE 

Glossosoma jaρonica 

G. sumitaensis 

LEPIDOSTOMA TIDAE 

Dinaγthγodes bipeγti ta 

GOERIDAE 

Goera japonzca 

ATATANIDAE 

Aρatania aberrans 

LEPTOCERIDAE 

Leptocerus sp. (A), （♀） 

L. sp. (B), （♀） 

L. sp. nov. （合，♀）

Mystacides azurea 

6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 

図2.1982年6月に採集した種と個体数． ．．合，仁コ♀

L、ないが，いまのところ渓流とよんでもよい状態を示 採集方法

している。しかし，調査地点の上流にはキ ャンプ場が ライト・ トラップ法には各種の光源が用いられてい

あり，フィッシングセンターなどの施設があるので， る。今回は山下 ・石井（1968）がライト ・トラップの

今後のなりゆきによっては，水質汚染の生ずる可能性 光源と して最も効果のあることを実証した東芝20Wプ

が卜分に考えられる。 ラッ ク・ライ ト蛍光ランプ（BL20BLB〕を pjs:だけ用

いた。電源はキャン7・1揚に設置されている家庭用電源
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Species name 

HYDROPSYCHIDAE 

め1droρsychenakaharai 

STENOPSYCHIDAE 

Stenoρsyche marmorata 

PHILO POT AMIDAE 

Sortosa sp. (A), （♀） 

S. sp. (B), （♀） 

RHY ACOPHILIDAE 

Rhyacojぅhi/aquieta 

Apsilochorema sp. （♀） 

GLOSSOSOMA TIDAE 

Glossosoma sp. （♀） 

MOLANNIDAE 

Molanna falcata 

6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 

図3.1982年9月に採集した種と個体数 ・・（＇.），仁コ♀

を用いた。また光源の反射を強くするために白幕（縦

1. 5m，横3.Om）を張り，その中央にブラックライト

をつるし，河川面に向けて設置した。採集開始時は，

日没fl寺と し，終了H寺を24時とした。

光源に集まる昆虫類は一応全部採集することにした

が，特に毛麹自の収集に留意した。毛麹自の成虫はい

ったん殺虫管内で殺し，種の同定を容易にするために

直ちに80%のエチノレアノレコーノレに入れ保存した。

採集結果および考察

月別にまとめると次の通りである。

a) 5月28日。（量り〕。

採集結果は8科12属22穫（図1〕，個体数の最も多い

種は Glossomasumitaensis ( 40個体〉で， 次てるめ dr-

oρsyche ulmeri (35個体），めdromanicusgalloisi (34 

個体〉の順である。上位3種はこの時期が羽化最盛期

であることを示唆している。そのほかの種については

これといったことはみあたらないが， Hydromanicus

gallosisは本県からは初めての採集記録である。 全体

的にみていえることは，採集した22種が属する属名か

ら幼虫の生息環境を判断すると，幼虫はし、ずれも急流

域の清水中に生息するものばかりである。

b) 6月14日 （盆り〕

採集結果は9科11属17種〈図 2），個体数の最も多い

種は Hydroρsychenakaharai (33{1団体〉，次でGlosso-

soma ja抑制ca(23fl同体），Goera ja戸onica〔16個体〉

の順で，そのほかの種には個体数の多いものはみられ

なかった。上位2積の個体数には大きな差がないので

4月に続いて優占種の判定はできない。 4月に得られ

たが， 今回得られなかった穫は Hydropsycheselysi, 

Hydroρsychodes brevilineata, Stenopsyche sauteri, 

Philocentroρus sp., Rhyacophila articulata, Rhyaco-

戸hilanigrocejうhala,Rhyacophila motakanta, Rhyaco・

ρhila clemens, Glossosoma sρeculaηs, Dinarthrodes 

complicataの10種である。また今回初めて得られた種

は HydroJうsychenakaharai, DiPlectrona kibuneana, 

Dinarthrodes biJうertita,Aρatania abe門’ans,Mysta-

cides azureaの5種である。前回に続いて個体が得ら

れなかった種は，いずれも羽化期が終ったことを示唆

している。初めて得られた種のうちめdroρsychena・

kaharaiは個体数の多いことから判断すると，羽化初

期であると思われる。なお，Diptectronakzbuneana, 

Aρatania aberransは本県では初めて記録されたもの

である。初めて採集された種の幼虫はL、ずれも急流域

の清水に生息するものである。

c) 8月16日 （雨，強風〕
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Species name 

STENOPSYCHIDAE 

Stenopsyche marmorata 

G LOSSOSOMA TIDAE 

Glossosoma sp., （♀） 

LEPIDOSTOMATIDAE 

Dinarthrodes japonica 

LIMNEPHILIDAE 

Nothopsyche pallipes 

Limneρhlus japonica 

0 2 4 6 8 

図4 1982年10月に採集した極と個体数， 圃圃(1),

仁コ♀

強L、降雨と強風のためライト ・トラッフ。の設置がで

きず，採集が不可能であった。その後， 8月中の採集

を試みようとしたが，その機会を逸してしまった。

d) 9月28日 〔快晴〕

ライト ・トラップ法による採集は曇りがちの日の方

が適しているが，それでも図2に示したように， 6科

7属8種を得ることができた。ここで注目すべきこと

は，めdroρsychenakaharaiの個体数が6月にもま し

て非常に多い（ 108個体〕ことである。このことは，

Hydropsyche nakaharaiの羽化期は長く， 7月から10

月にかけてであることを示唆するとともに，此之間沢

におけるこの時期の優占種であることを示している。

前回は得ることができたが， 今回は得ることができな

かった種はHシdromanicusgalloisi, Dzρlectrona kibu 

nerzna, Psychomyiella sか， RhyacoρhilabrevicePhala, 

Glossosoma ja1りonica,Glossosoma sumitaensis, Dina-

γthrodes bipertita, Goera jaρonica, Apatania aber 

rans, Leptoceridaeに属する 4磁の計13種で，気温の

低下とともに，出現種数の減少が著しいことを示して

し、る。初めて得られた種は Apsilocho何masp. （♀）， 

Glossosoma sp. （♀）， Molanna falcataの3種のみで

ある。これらの種の幼虫lれ、ずれも清水中に生息する

ものである。

e) 10月26日〔H青）

気Afitもだいぶさがり， 昆虫の活動がにぶくなる季節

であるが，それでも 4科5属5積（18点〉を得ること

ができた。今迄に採集された種のうち今回も得ること

ができた種は Stenopsychema門官orataとGlossosoma

sp.である。また， LEPIDOSTOMATIDAにおいて

36 

は各月にみられなかった Dinarthrodesja抑制caが得

られ， LIMNEPHILIDAEに属する穫では個体数は少

ないが， Nothoρsyche pallt戸esとLimneρhlusjaρonica 

が初めて得られた。LIMNEPHILIDAEに属する幼虫

は， 一般的に静水中に生息していることから考えて上

記2種は河川敷の水溜りか，近くにあるプーノレに生息

していたものであろう。Steno戸sychemai’moratalま各

採集時に得られていることからして，その羽化期は長

期にわたるものであることを示している。

おわりに

今回の短期間における採集によって此之間沢には，

少なくとも 22種の毛麹目が生息することが確認でき

た。種数からみて此之問沢の毛麹目相が質，量ともに

豊富であるかとうかは，成虫による毛遡自相の解明を

おこなった研究が少ないので判定することはできない

が，小林 (1982）と比較すると，狩川に生息する種数

(21種〕とほとんど差がない。また，採集結果が示す

ように，成虫個体数の少ない種は，もともとそこに生

息する幼虫個体数が少ないものと推定できる。いずれ

にしても，県下における毛麹目相の研究は絡についた

ばかりである。今後の研究が望まれる。おわりにあた

り採集のためにいろいろと便宜をはかっていただいた

比之間沢キャンプ場管理者井上勝夫氏にお礼申しあげ

る次第である。
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相模川に生息するアミメカゲロウの生態

野崎隆夫

Notes on Biology of EPhoron shigαe T AKAI-IASHI (Ephemeroptera : 

Polymitarcyidae) in the Sagami River 

Takao NOZAKI 

はじめに

アミメカゲロウ （Ephoronshigae TAKAHASHI) l土，

幼虫期を河川の中下流域の早瀬の石の下の砂泥中に生

息する（御勢，1980〕。亜成虫が9月中句に集中羽化

し，時として大量発生時には，橋上の灯に集まり視界

をさえぎったり，路上に降りつもった死骸によるスリ

ップのため，交通事故を起すことも知られている（塩

l上［， 1978）。この種は，日本では今のところl科1属

1砲が知られるだけであるが， 近縁種は｜並界に広く分

布する〔EDMUNDS他， 1976〕。北米のエリー湖では，

1940年から1950年にかけて湖の富栄養化に伴＼ ＇， 同属

磁の Ephoronalbum (SAY）が大発生し， BRITT (19 

62）が，その生態等について詳細な研究を行ってい

る。

我図では，水質汚濁や河川改修と関連して水域生態

系に対する関心の増大とと もに，水生昆虫の調査研究

も近年多く行われつつある。しかしながら，個々の穫

の生活史や生態などの基礎的な知見は，いまだ乏しい

現状にある。アミメカゲロウについてもその例にもれ

ず， 筆者の知る限り，わずかに塩山（1978, 1980）が

鬼怒川（栃木県〕の中流域における観察結果を報告し

ているのみである。その後も，同氏らによって鬼怒川

を中心に研究が続けられているが， 今後，この種の囲

内における分布や各分布地における生態等の比較が必

要となるであろう。

本報では，筆者が水生昆虫の定期的な調査地点lこし

ている，相模川東名高速道路橋下の地点〔以下，東名

地点とする〉での観察結果を中心lこ，神奈川県におけ

るアミメカゲロウの分布，生活環，食性に関して得ら

れた若干の知見について報告する。

神奈川県における分布

神奈川県内の一級および二級河川では，何らかの水

生昆虫相の調査がなされているが，アミ メカゲロウは

図1 神奈川県におけるア ミメカゲロウ

の分布

． ；アミメカゲロウの生息、が確認

された士山点

1：小倉橋 2：高田橋 3：昭和

橋 4：座架依橋 5：相撲大矯

6：東名下 7：戸沢橋 8：神川

橋 9：ほまれ橋
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L、まのところ相模Jlj（神奈川県，1978；，野｜｜崎 ・石綿，

1979〕および早川｜〔石綿 ・野崎， 1980）において採取

されているだけである（図 1）。

生息場所

毎年かなりの個体数の生息が認められる東名地点

は，こぶし大の際の多い平瀬が大きく広がっており ，

平水l侍の表面流速は15～60cm／秒，水深は10～40cmぐ

らい，日平均水混は冬期7° c前後，夏期24°c 前後で

ある3 礁は，ほとんどが ”はまり石”の状態にあり，

河床の 15cm以深の傑や泥は，硫化物によって黒色と

なり，frJ気性となっていることから，それより浅いt¥IS

分にア ミメカゲロウは生息していると考えられる。

なお，相｜英川木流では，アミメカゲロウは多くの地

点で生息が確認されているが， 淵｜や川岸にできた入江

状の半停滞水域などでは採取されていなL、。上流の小

倉橋や高田橋付近の早瀬では，個体数密度が低いこと

をあわせて考えると，相模川では平瀬が重要な生息場

所となっているようである。

生活史

1 卵 （図 2 a, b〕

1981年9月11日に採取したilli成虫の腹部からこぼれ

だした卵泌を75°6エタノーノレ中に保存してあったもの

について， 走査電顕写真をJi＆彩したものを図 2に示し

た。11聞のgriの大きさは111高134～170ム長さ 280～350

μであった（20卵汁iJ!!J)。Cap郎（図2b）に糸状のも

のがたたまれてみえるのは，付着；ニ役立つと考えられ

ている（岡崎， 1982〕。なお，卵塊は幅0.88～1.Imm, 

長さ 3.3～5.7mmの棒状のものが， 2本産み落とされ

るが，l本の卵JJUに含まれる卵数は286～83511聞と変動

が大きかった （109同町十i}jij)。

筆者は，残念ながら産卵行動の観察や産卵場所を確

認していなL、。さらに，後述するように 1令幼虫の出

現する時期も不明であるので，卵期聞は明硫にできな

いが， Ephoronalbumが8～9ヶ月 と長い卵期間を持

ち，卵で越冬する （BRITT, 1962）ことから，本種L

卵越冬し相当長い卵期間を持つのではなかろうか。

2. 幼虫 〔図3〕

東名地点において，1978年7月から1982年9月まで

に採取したアミメカゲロウ幼虫の頭幅の季節分布を図

4に示した。なお，頭幅は両複眼の位置における最大

幅を，接眼マイクロメーターを用い20,'lの単位まで測

38 

0.1 mm  
図2 アミメカゲロ ウの卵の走査電顕写真

a，全形 b; Cap /!ill 

定した。

若令幼虫は， 5月下旬から 6月初旬にはじめて見出

され， この時期の幼虫は，第 1印、が小さいもののすで

に腹部第1節から第7節に飽の形成がみられた。カゲ

ロウの1令幼虫は偲はなく， 2 令で全日~）の舵ができる

種類もあるが，通情脱皮ごとに毎回1対づっ（または

不規則に〉 際、ができる〔御勢，1979〕。また， E戸horon

albumでは腹部第Urjから第7Rj］に他方、出そろうのは

3令以降である（BRITT,1962）。

これらのことから， 今回採取した若令幼虫は，卵か

らふ化したばかりの1令幼虫ていはなく，すでに数回の



脱皮を経た幼虫と考えられる。幼虫Willtl〔または卵期

間〕を知るためにも，今後1令幼虫の採取や飼育によ

る観察が必要と考えている。

頭帽の変動をみると，若令幼虫がi:l:il見してから 7月

末までの2ヶ月間に急速に成長 していることがわか

る。しかし， 7月には個体によってサイズの差が大き

く， 8月から 9月にかけても個体聞の変異は大きいま

まであり，平均値からみたサイズの増加はあまりみら

れなかった。8月になると多くの個体の腹部に卵の形

成がみられたことから，成長は 7月頃までに急速に行

われ， 8月から 9月までは卵の形成 ・成熟に重点がお

かれるものと思われる。

幼虫は9月中旬になると，flli!I休のサイズに関係なく

ほとんど完全に姿を消し，この頃が成虫への羽化期と

考えられる。なお，1980年には10月27日にl個体（JJIJ

保有）， 12月15日に1個体（卵保有せず〉を採取した。

これらは成長が遅れるなどの原因で，たまたま幼虫の

まま残っていたものと現段階では考えているが，個体

数が少ないことや，越冬できるかどうか疑問であるこ

とからこの地点の個体群にとって大きな意味はもって

L、ないと考えられる。

なお，B月中旬から 9月に採取した幼虫のほとんど

の腹中に卵がみられた。例えば， 1981内9J-Jl 7日に採

取した幼虫は34（国体中29個体が卵を保有しており，明

らかに雌と考えられる。卵を持たない幼虫は，却なの

か，未成熟な雌のため卵が形成されていないのかにつ

いては明らかでなL、。本種では単為生殖の可能性が指

摘されている（塩山， 1980）ので，幼虫においてほと

んどが雌であることは興味深い。

3. E成虫 〔図5〕

地111(1978, 1980〕は， 鬼怒川において盟成虫の羽

図3 アミメカゲロウの幼虫

1981年9月17日採取（液浸標本〉

化が9月10日から20日のわずか10日間に集中し， 日没

後30分頃いっせいに川商から湧きあがるように羽化

し， 2時間程で全ていなくなってしま うこと，および

雄の亜成虫および成虫は採取されないことを報告して

し唱。相模川における羽化の観察は， 1981年9月11日

および9月15日の2日間しか行っていないが， 9月11

日は18時20分頃より水面から羽化がはじまり，19時か

ら30分間程の聞は非常に多く見られた。そして，捕虫

網でとらえた 183個体の全てが雌の亜成虫であった。

9月15日もほとんど同様のことが観察され，鬼怒川で

の観察結果とほぼ一致していた。また， 成熟幼虫にお

ける卵の保有率の高さを合せて考えると，鬼悠川問機

相模川！の個体鮮もほとんど（も しくは全て〕がitilから

成り立っている可能性が強い。

BRITT (1962）によると E戸horonalbumは，！ti』は!IE

成虫のまま雄の成虫と交尾し産卵するが， 実験室で米

交尾の雌亜成虫に産卵させた卵も 8 ～10~弱はふ化する

ことを認め，単為生殖も可能なことを示唆している。

相模川や鬼怒川のアミメカゲロウの個体群は， 今ま

での観察結果から考える限り，ほとんどの個体が単為

生殖を行っている可能性が強1バ。しかし，雌は全くL、

ないのか，また他の水域でも雄の多 く存在する個体li'1'

はないのかどうかなど，興味深い問題である。

食性

食性1)分析；ま， 1981年6月18日， 7月25日， 8月13

日および9月17日に採取した幼虫のうち各5個体を使

用し，消化管内容物を調べた。消化管 内容物の分析

は， CUMMINS(1973）のミリポアフィノレター；去を若干

改変して行った。量的な把握は，顕微鋭写真を撮影し

その面積を測定し行った。

この結果，採取I時期3 個体のサイス1こ関係なく， 内

容物のほとんどは判別できないデ トリタス機物質で占

められており，ケイ tfiiなどの説~~買は，破片を含めても

4 96を越えることはなかった。

この属の幼虫は，前！伎や頭部のブラシ状の毛で水中

の微細な懸濁物を泌過J安食しており（EDMUNDS他，19

76), BRITT (1962）は Ephoronalbumの消化管内容

物の多くは判別できなかった（たぶん大顎表面に発達

した臼歯ですりつぶされた結果と推定している〉が，

糸状藻やプランクトン性ケイ藻および原生動物を見出

している。

東名地点における水中の懸濁物ii,1981年8月13日

に採7Jにした水を消化管内容物と同様の方法で分析した
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で， 今後更に調査を継続していきたい。
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ところ， ケイ設を中心とした 藻類が66勿を占めてい

た。このことと， 消化管中に占めるケイ藻等の割合の

低さ（破片さえ少なしっから考えると，表流水中に含ま

れる懸濁物質に栄養的に依存していると考えるより，

石の下面や巣穴付近で発生したり，堆積したりしてい

る物質に依存していると考えた方が妥当と思われる。
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おわりに

本報告では，相模川に生息するアミメカゲロウの分

布，生活史および食性について現在までに観察された

断片的な知見について述べた。本種については， 単為

生殖の問題や大量発生の問題等興味深い点が多いの
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図5 アミメカゲロウの蛇

成虫 UUI＇〕
1981句9月15日採取

（液浸標本〕

↑：卵塊を放出した
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神奈川県の低山および平地の緑地のササラダニ類

青木淳 一

Oribatid Mites of Lowland Green Areas in Kanagawa Prefecture 

J Lm-ichi AOKI 

はじめに

神奈川県のササラダニ類 （土i装中に自 1j_1生活を営む

一群のダニ）については，丹沢や箱根などの山岳地帯

における調査はあるものの（青木， 1964：， 青木 ・原圧｜，

1981），低山帯や平地での調査はほとんどなされてい

ない。人聞の居住域の中やその周辺に存在する小規模

な緑地は年々減少の一途を辿る傾向にあり，そのよう

な場所の生物相を明らかにしておく ことは急、を要する

課題であろう。

1973年から1974年にかけ， 県下の低IL1～平地の16地

域28地点においてササラダニ類の調査を行なった。 こ

の中には，仏果l上l，飯山，鷹取山のこ。とく現在自然環

境保全地域に指定されているところや大楠山のよう

に緑地特別保全地区になっているところも含まれてい

る。なにぶん10年近くも以前の調査であり，生態的環

境の記録も卜分にとっていないが，県下のササダニ相

を解明し，また低111～平地の緑地のササラダニ相の特

色を犯握する上での一助となるものと思い，ここに調

査結果をとりまとめておくことにした。

採集データ

最乗寺A：南足柄市最乗寺西方，標高500m，沢沿い

のサワラ植林. 1973年7月15日〔］A 1603〕

最乗寺B：向上，スギ植林 〔JA 1604〕

高松山A：足柄上郡山北町高松山南東斜面，標高500

m，混交林.1973年6月26日 〔JA1599〕．

高松山B：向上，スギ値林 〔JA1600〕．

本郷A：横浜市瀬谷区程ヶ谷カントリークラブ1比楳
高66m，スギ植林. 1973年6月3日 〔JA 1593〕ー

本郷B：向上，芝地 〔JA1594〕．

J.l~取111A：中郡大磯町J(1g取山中腹， 標高 150m，広葉

樹林. 1973年7月11日 〔JA1601〕．
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）！！~取山 B ： 向上， 1r1·~取山麓，標高 100 m 〔］A 1602〕．

飯山 ：厚木市飯山観音，襟高 120m，混交林. 1973年

9月9日〔］A 1613〕ー

鳶尾山： 厚木市上荻野鳥尾山西斜面，標高 160m，広

葉樹林.1973年9月9日 〔］A 1612〕．

仏果山A：愛甲郡清川村仏果山東斜面，標高400m, 

混交林 1973年9月9日 〔JA1610〕

仏果山B：向上，標高280m [JA 1611〕．

石老山A：津久井郡相模湖町顕鏡寺，標高360m，混

交林.1973年6）~ 1日 〔］A 1591ユ
石老山B：津久列郡相模湖耳石老山頂，標高690m, 

広葉樹林 〔］A 1592〕．

上栗原 ：高座lill座間 上架原，標高80m，スギ他林．

1973年6月3日 〔JA 1595〕．

小倉山A:i孝久升郡城山町小倉山， 標高300m，広染

樹林.1973年6月17日 〔］A 1596〕

小倉山B：向上，標高250m 〔JA1597〕ー

小倉1l1C：向上，機高200m 〔］A 1598〕．

久里浜 ・111｛須賀市久里浜南西，標高40m,・m・線広築制
林 1973年7月29日 〔］A 1609]. 

岩神A：三浦市下宮田岩神東方，標高30m，常緑広葉

樹林.1973年7月29日 〔］A 1607〕

岩神B：同上，モウソウチグ林 〔］A 1608〕．

明星ケ岳A：足柄下郡宮城野東方明星ケ岳山頂すく下

尾根北斜面，標高880m，クロモジなどの林.1974 

年8月16日 〔］A 1681〕．

明星ケ岳B：向上，尾根上の草原 〔JA1682〕．

菩提A ： 秦野r!rf~rH~ ， 標高 300 m，茶畑］. 1974年8)j 

5日〔］A 1671]. 

菩提B：向上，スギ他林 〔JA 1672]. 

震生湖 ：秦野市議生湖畔，標高180m，広葉樹林 19 

74年8月5日 〔JA1973〕．



大楠1l1A：横須賀市大楠山頂すぐ下，標高230m，常

緑広葉樹林 1974年9月13日 〔］A 1685〕．

第9位ツノコソデダニ

第10位 ツプダニの一種（h)

3.2% 

3.0 

大楠山B：向上，阿部倉温泉上，株高 150m，スギ値 第1位のフ トゲナガヒワダニ，第9位のツノコソデ

林 〔JA1686〕． ダニは典型的な暖温帯性のダニであり，第4位のクワ

ガタダニ，第 5位のナミツブダニは地理的にも生態的

調査方法 にも極めて広い分布を示す極である。

各調査地点において5×4x深さ 5cmの採土缶を 一方，出現頻度（28地点中，何地点に出現したか）

地面に打ちこみ，リターを含めて地表下 5cmまでの の高いものを上位10位まで示すと，以下のようになっ

土機資料を6個採取した。 1地点のサンプノレの合計量 た。

は120cm2,600cm3となる。 持ち帰った土壌資料はその

日のうちに，あるいは遅くとも翌日までに Tullgren

装置に投入し， 動物の分離抽出を行なった。調査時期

は1973年6月1日～9月9日， 1974年8月日日～9月

13日であり， 土壌ダニ調査のためにはよい季節ではな

かった。

調査結果

1. 全体的特徴

全28調査地点、から計41科 102種のササラダニ類が得

第1位 ナギナタマドダニ

第2位ナガコソデダニの種（a)

第3位ナミツプダニ

第4位マドダニの一種（ b) 

第5位 クワガタダニ

!Ji'H位 フトゲナガヒワダニ

第7位 ヨスジツプダニ

第8｛立 ツブダニの一種（h)

第9位 ヒメへソイレコダニ

!Ji'~ lO f立 ヒメナガヒワダニ

92. 9°6 

85. 7 

82. 1 

82. 1 

78.6 

71. 4 

71. 4 

67.9 

67.9 

60. 7 

られた。 地点別にみると，最も極数の少なかったのが これらの種は個体数順位10位までの種とほとんど重

最乗寺A 〔10種〕，本郷 B(13種）などで，最も種数 複しており，ツノコソデダニが落ち，ヒ メへソイレコ

の多かったのが大楠山A (42種〉，大楠山B (34種）， ダニが入ったのみである。ヒメへソ イレコタニは暖温

鳶尾山 （30極〉 などであった。一般に，スギ植林 （平 帯～冷混帯の幅広い環境に分布する種である。

均22.lf重〉よ りも広葉樹林（平均25.8種〕の穣数がや 次に，わずかな地点に数多く片寄って生息している

や多いよ うである。 極がいくつかみられた。例えば，ヤマ トコナダニモド

個体数（120cm2あたり〕が少かったのは岩神A (54 キはJ.！号取山の広葉樹林と大楠山のスギ植林に， オノくケ

頭〕，菩提B (57頭〕，仏果山A (59頭）などで，個体 ツキノワダニは明星ケ岳の草原に，ツノコソデダニは

数が多かったのは大楠山A 〔450頭〉，大楠山B 〔223 高松山のスギ植林に，チビゲフリソデダニは菩提の＊
頭〉，菩提A (243頭〕，高松山B (221頭〕などであっ 畑に，特に集中して多数の個体が出現した。

た。個休数に関しては植林地や茶畑などで時として高 関東地方の平地～低山においては，広葉樹からなる

L、値を示し， 環境のよいところ必ずしもササラダニが 自然林や二次林にく らべ，スギの植林地ではダニの種

多いわけでトはなかった。 組成が単純になる傾向がある。今回の調査で他の森林

全体的にどのような種が数の上で優勢であるかをみ にはかなり生息しながら，スギ値林には出現しなかっ

るために， 各種の合計個体数を全個体数 （3707頭〕で た種として，ツノジュズダニ科の一種，ヤッコダニ，

徐して優占度を算出してみると， 上位10種は以下のよ ヒロズツブダニ，ナミコパネダニ， フクロフリソデダ

うであった。

第1位 フトゲナガヒワダニ

第2位 ナギナタマ ドダニ

第3位 ヒメナガヒワダニ

第4位 クワガタダニ

第5位ナミツプダニ

第 6位 ヨスジツプダニ

第7位 ナガコソデダニの ・種（a)

第81立 マドダニの一種〔b)

10. 696 

7.9 

7.9 

7.3 

6.2 

4.4 

4.4 

3.2 

ニ，フリソデダニモドキなどがあり，これらの種は人

工的な森林には生息しにく L、種である らしL、。

全体を通じて，大楠山のササラダニ相が質的にも量

的にも他を圧して豊富であり， ついて一明星ケ岳，小倉

111，鳶尾山， 高松山などがダニ相からみてよい自然状

態を保っている環境と考えられる。

2. 注目すべき種

(1) ツヨヒ ワダニ Malacoangeliaramigera BERLE-

SE, 1913 
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表 1 神奈川県の低山および平地の緑地の土桜中に生息するササラダニ類，表中の数字は 5x 4 x 5 cmの

土燦資料61聞から採集されたタeニの個体数を示す。 （サ ：サワラ植林，杉 ：杉植林， 混 ：針葉 ・広葉樹

混交林，広 ：広葉樹林，ヒ ：ヒ ノキ相林，竹 モウソ ウチク林，茶 ・茶11H，草 ：草原〉

番 イ聞 出
最 雨j 本

取
飯
鳶尾
イム 石

！主
久 岩 明 主口E 震大

乗寺
ホ公 果 老 里 星ケ 生楠

ササラダニ種名 科玉
現 l上l A男l~B A山IB 山山 山 山 浜 神 A岳IB 

j是 湖 山

号 数
頻度
サA：杉B ~：杉B 主混旦｜混

AIB 
茶A：杉B 
AIB 

杉｜芝広｜ヒ混広 混｜広 広広A：竹B｜広！草 広広1杉

1. Pαlaeacaγ叫shystγici抗机S 4 3. 6 4 

2. A rchoptophora villosa 4035. 7 3 3 4 2 3 1 1 4 

3. MesojうloPhoraja戸onica 1 3. 6 1 

4. Phthi門 ca門tsjaponicus 1 3. 6 

5. HoploPhoγella cucullata 1 3. 6 1 

6. Oribotritia sp. Ka 1 3. 6 1 

7. Oribotritia sp. Kb 1 3. 6 1 

8. Rhysotritia ardua 1 2 10 5 5 8 14 1 4 6 9 3 3 1 1 3 1 5 4 

9. Hypochthonius rufulus 17 7. 9 5 1 7 2 2 

10. Eohyρochthonius 1うarvus293 0. 7 21 21 5814 3 7 7 27 30 5 1 250 1 4 4 38 

11. Eohypochthonius 391 71. 4 2 65 22 2 928 25 2 821 726 1827 816 21 41 241 
cγassisetigeγ 

12. Malacoanglia raimgera 4 3. 6 4 

13.め戸ochthoniella 40 32. 1 1 2 1 3 4 1 2 9 17 
間 inutissima

14. Brachychochthonius 714. 3 2 3 1 1 
hungaricus 

15目 Brachychochthonius 5 3. 6 5 

juf~~~:i 16. Poecilochthonius zta zc s 910. 7 1 7 1 

17. Liochthonius p!umosus 1 3. 6 1 

18. Liochthonius sellnicki 10 3. 6 10 

19. Veρracarus hirsutus 34 57. 1 1 1 1 1 2 1 1 2 7 3 1 3 1 1 1 7 

20. Mixacarus exilis 27 42.9 2 1 1 1 2 1 2 1 3 4 1 2 

21. Epiloh問。nniaovata 1110. 7 7 3 

22. Epilohmannia sp. 4046. 4 1 210 1 3 1 2 2 10 2 1 3 2 

23. Nothrus biciliatus 1117.9 4 2 1 2 2 

24. Heminoth問 ssp. 6 3.6 6 

25. Platynothrus pe!tifer 3 3. 6 3 

26. Trhypochthonius 310. 7 1 1 1 
1日1うonicus

27. Malaconothrus 10410. 7 1 69 34 
japo叫icus

28. Malaconothrus 7 4 1 1 3 124 5 

~う~fi~naeus
29. Trimalaconot sp. 2 3. 6 2 

30. Nanherniannia nana 610. 7 1 3 2 

44 



番 他l現出
最 高 本 月｛~ 飯 干M狩'" 仏 石 上 久 岩 明 菩 震 大
乗 未公 取 尾 果 老 栗 倉 里 星ケ 生 楠

ササラダ ニ種 名 体 寺 山 郷 11! 111 111 山 11! 原 ill 浜 神 岳
司提王
湖 μ｜ 

一ヴ口 数
！度Pf! AIB AIB AIB AIB AIB AIB 

広A：広B：杉c 広A：竹B広A：草B AIB 
サ｜杉混｜杉杉｜芝国τ混広混｜混混｜広中三 広 茶l杉広広l杉

31. Cosinohe門 冊。即日G 2 
fγ0汎dosa

32. Cyγtheγ宵zan：叫iα争aγαllela 610. 7 1 1 4 

33. Mastheγmannia hirsutα 18 10.7 15 1 2 

3生 Heγinanniellaaristosa 9 3. 6 9 

35. Hermanniella sp. 1 3. 6 1 

36. Damaeidae sp. 717. 9 2 1 1 1 2 

37. Damaeidae sp. 10 7.1 1 9 

38. Microzetes auxiliaris 26 14.3 4 1 1 1 12 4 2 1 

39. Licnozetes sp. 1 3. 6 1 

40. E何 mulusavenifer 16 32.1 3 2 1 2 1 1 1 2 3 

41. Eremulus sp. 210. 7 1 1 

42. Er巴mulidaesp. 610. 7 2 1 3 

43. Fosseremus 4335. 7 2 4 2 6 2 1 3 1 2 18 2 
quadγipeγtitus 

44. Costeγemus oγ抗atus 1 3. 6 1 

45. Eγeγnobelba japonica 3146. 4 1 8 1 1 1 3 2 1 2 1 7 1 2 

46. Amerus sp. A 514. 3 1 2 1 1 

47. Liacarus gammatus 1 3. 6 1 

48. Liacarus orthogonios 1 3. 6 1 

49. Xenillus tegeocranus 414. 3 1 1 1 1 

50. c叫Itγoγibulalata 4346. 4 114 1 7 1 1 1 6 1 3 3 3 

51. Ceratoppia 4 7.1 1 3 
quadridentata 

52. Ceratoppia sex1りilosa 2 7. 1 1 1 

53. 乱1etriopoiidaesp. 1 3. 6 1 

54. Gustavia microce.ρha la 910. 7 3 1 5 

55. Carabodes rirnosus 2 7.1 1 1 

56. A rchegocepheus 5 7. 1 4 1 
nakatamarii 

57. Tectoceρheus velatus 269 78. 668 5 3 43 8 4 5 7 1 11 3 3 5 32331 321 11 2 3 6 

58. Tectocepheus sp. 1 3. 6 1 

59. Dolicheremaeus 25 32. 1 1 1 1 
elongatus 

1 3 2 3 10 3 

60, Fissicepheus clavatus 1510. 7 4 1 10 

も1‘Fissice台heuscoγ0杭aγius 4 3. 6 4 

62. Megalotocejうheus 1 3. 6 1 
jaρonicus 

63. Oppia arcualis 5839. 3 5 4 2 2 7 13 3 4 1 9 8 
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番

側2ル 霊現出
最 高 本 j(!J; 飯；鳶 ｛ム 石 上 久 岩 明 菩 震大

A乗寺IB 

松 取 尾 果 老 百方平てず 会 里

玉E星置Hケ章
生楠

サ サラダ ニ種 名 111 
杉A事芝lB 
111 l」」山 山 Ill 原 11」 i浜

広A神l竹B 司菊提日E三
湖 111

号 冨Al~ 国Al吉B 出混｜旦混
Allヨ 最長 岡田Al区B 

サ｜杉 混広 混｜広 広

64. Opρia tokyoensis 1 3. 6 1 

65. 0ρρia sp. (a) 54 39. 3 2 5 2 2 4 2 12 5 216 2 

66. 01ゆiasp. (b) 49 35.7 1 5 1 6 5 4 1 8 11 7 

67. OJぅρiasp. (c) 2 3. 6 2 

68. OP1うiasp. (d) 1 3. 6 1 

69. 0ρ•Pia sp. (e) 35 35. 7 1 4 16 1 5 2 3 1 1 1 

70. 0ρρia sp. (f) 14 32. 1 1 3 1 1 1 2 1 3 1 

71. Otぅρiasp. (g) 717. 9 1 3 1 1 1 

72. Oppia sp. (h) 112 67.9 12 710 3 1 3 1 6 3 1 513 8 4 2 3 421 5 

73. OJうlりiasp. (i) 66 39. 3 2 1 2 2 9 2 7 2 136 2 

74. 0ρlうiasp. (j) 1 3. 6 1 

75. 0ρ1うiasp. (k) 4 3. 6 4 

76. 01ψia sp. (I) 1 3. 6 1 

77. Op戸iasp. (rn) 4 3. 6 4 

78. Opρia sp. (n) 4 3. 6 

79. 0ρρiella nova 231 82.1 1 4 2・22 114 512 110 21 13015 8 2 3 1 1116 545 1 

80. Operculojう•Pia restata 4128. 6 4 1 1 7 3 3 4 18 

81. Quadroρρia 164 71. 4 5 3 1 37 1 2 5 3 5 8 3 1 1 1 7 6 3 2 37 33 
quadγicaγi抗ata

82. Suctobelbella naginata 294 92.9 41615 113 1 9 511 3・13 9 4 3 2 3 6 1 1 34 1440 31228 43 

83. Suctobelbella singularis 4360目7 4 1 7 2 2 4 4 1 3 1 3 3 3 1 1 1 2 

84. Suctobelbella sp. (a) 1317. 9 2 7 1 1 2 

85. Suctobelbella sp. (b) 119 82.1 4 4 13 4 8 1 6 4 6 6 3 1 9 1 2 3 10 7 6 2 112 6 

Eも Allosuctobelba zγ也杭dis 2 3. 6 2 

87. Suctobelbila tuberculata 5157. 1 1 7 3 8 1 5 1 7 3 1 3 1 1 2 2 5 

88. Zygoribatula sp. 8 3. 6 8 

89. EJうoribatulasp. 1 3. 6 1 

90. Scheloribates lati戸es 40 39. 3 16 3 2 1 3 3 1 3 1 4 3 

91. Peloribates sp. 28 17.9 5 1 1 8 13 

92. Rostγozetes fovealαtus 117 28.6 6 1 fl2 8 16 1 1 2 

93. Xylobates sp. (a) 2 6 5 1 1 5 3 232・11 8 3 6 3 13 9 2 5 4 1 1 531 4 

94. Xylobates sp. (b) 1 1 1 1 1 1 6 

95. Ceratozetes mediocris 7 2 2 5 2 1 

96. Cer.αtozetella imtうeratoria 610. 7 2 2 2 
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番

号 サラダニ種名 I: I i l!T~lil占t~~1:1~割~I品（！出r~
；；；；；：；；：；；：：：門Jttl 1111 ILi ltl 1:1, I I I I, 
99. Neoγibαtesγoubαlz 5117. 9 

100. Galumnella nip戸omca 6114. 3 

101. Pergalumna intermedia 

102. Trichogalumna 
nipponica 

q
o
n
v
 

－
 

n
wu

ウ

t

内
〈

υ

守
l
ム

凸
3

0

0

η
L

ハU
句
E
A

21 1 

11 

1 11 1 1 

2 11 1 2 

31 11 1 3 1 3112 

1 4191 

種数合言i- I I H 
主一部にE.閉 店gnusを含む

(2) コノハツキノワダニ Cosrnoherinannia fron 

dosa AoKr et YOSHIDA, 1970 

屋久島から記載された極で，今回石老山山頂て。2

頭得られたが，これは第2の記録となる。

(3) メカシダニ Costeremus ornatus AoK r, 1970 

本州 ・四医l・対馬に分布するが， 採集伊jの極めて

少ない珍穫である。今回石老山鐙の顕鏡寺の鏡内か

ら1頭だけ採集された。

(4) ホウセキツヤタマゴダニ Liacarus gammatus 

AOKI, 1967 

関東地方のみに分布し，採集例の極めて少ない

種。今回は大楠山のスギ植林がら 1頭だけ採集され

た。

(5) フタツワダニ Eremulidae sp. （図1)

後体部背面市J方に大きな二つの輪状の隆起線があ

り， l同感毛が二又にわかれる特異な形をしている。

既知のどの属にも該当せず，新属新種の可能性の高

い種である。本郷のスギ植林で2頭，鷹取山のヒノ

キ林で1頭，鳶尾山の広葉樹林で3頭が得られてい

る。

図1 イチモンジダニ科の不明種フタツワダニ

（仮称〉。新属新種の可能性がある。鳶尾111, 文 献

鷹取山，本銀［lなどで採集された。 青木淳一 1964 丹沢山塊のササラダニ類，丹沢大山

学術調査報告書（神奈川県〕 385392. 

特異な形態をしたヒ ワダニ科のダニで， 今までの 青木淳一 ・原田 洋 1981 愛府山 ・天城山・箱根山

ところジャワ，インド， パナマ，ガーナから弘「lられ のプナ林土壌のササラダニ相の比較，国立

日本からは未記録であった。菩提のスギ林から 4頭 科学博物館専報，（14)85-93. 

採集された。 （横浜国立大学環境科学研究センター〕
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神奈川自然誌資料 4: 48～50, Mar. 1983 

横浜市金沢地先の人工砂浜にすむコメツキガニの底質

村岡健作

Substratum of Seoρimera globsa DE HAAN (Crustacea, Brachyura) 

Living on the Man made Sandy Beach at Kanazawa, Yokohama 

Kensaku MURAOKA 

スナガニ科のカニ類と底質との関わりが深いことは 砂を用いている。 rl1では潮干狩を目的にアサリをまい

よく知られているが， 筆者はこのカニ類と底質との関 てきたが，現在ではバカガイ，ヒメハカガイ，マテガ

係を利用して相模川河口の干潟で，カニをもちいて干 イなどの貝類も生息し，その個体数もかなり多いよ

潟の環境評価を行ってきた（村岡， 1982〕。さらに，こ うである。カニ類も数種認められるものの，個体数で

の方法による評価を他地域でも試みるため，横浜市金 はコメツキガニが最も多い。しかし，その生息域は狭

沢地先の人工砂浜を選び，まず，ここに生息する種に く， 広大な砂浜の中で，ほんの僅かの地域を占めてい

ついて調査を行った。これまでの調査では，この干潟 るのみである。

にはカニの種類も個体教も極めて少ないが，その中で 調査は人工砂浜の干潟の3地点を選び， 1982年10月

はコメツキガニ Scopimeraglobosa DE HAAN が最も 4日と10月20日の干潮時に行った。調査地点1は満潮

多く見られた。そこで， 今回は本種と底質との関係の 線近くの干潟で，約10m2にわたってコメツキガニが生

基礎資料を得ることのみにとどめて， 調査を行った。 息し，生息密度も高い地域である。砂泥の採取はプラ

スチックの円筒管を用いて，深さ IOcmまでの砂を約

調査地および調査方法 lOOcm3と，さらに付近の表層土深さsmmまでの砂を

人工砂浜は1979（昭和54年〕 9月に横浜市が金沢区寺 約30cm3を得た。調査地点2と3は満潮線より上部で

前，町屋両町の地先を埋め立てて造ったものである。 ややくぼ地になっている場所である。このうち，調査

砂浜は長さ 1kmにわたるが， この砂は千葉県浅間山の 地点2では巣穴の修復のために雌ガニが巣穴より運び
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図1 横浜市金沢地先の人工浜海

岸〔1982年撮影〉
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コメツキガニの底質，A.調査地点1（垂直採取土〕， B 調査地点 1（表層採取土），

C. 調査地点2（砂ダンゴ），D.調査地点3（吐き出した砂ダンゴ）， E.調査地点3

（表層採取土〉

図2



出した砂ダンゴを採取した。調査地点3では維ガニが 砂はやや低かった。

砂浜で摂餌後口よ り吐き出した砂ダンゴと， 巣穴よ り

半径5cm以内の表層土（深さ Smmまてつ をそれぞれ

採取した。これらの砂泥はL、ずれも乾燥後，標準ふる

L、により， 2.0, 1. 0, 0. 5, o. 25, 0. 125, o. 063（単位

はいずれも mm）およびそれ以下の7段階の粒径に分

け重量を測定した。粒子の名称は茂木（1971〕にした

がい，細際〔 2mm以上〉，極粗砂（2-1 mm〕，粗砂

( 1-0. 5mm），中砂（0.5 0. 25mm），細砂（0.25-0.

125mm），極細砂〔0.125-0. 063mm), シノレト（0.063

mm  以下〉と した。

調査結果

調査地点1：コメツキカ．ニの生息域て。個体密度の高

い地点の深さ lOcmまでの垂直採取と表層土の重量比

をそれぞれ算出し比較を行った〔図l,A, B）。この

両方法によ る採取では，粒土組成の結果はほぼ同じよ

うな傾向を示し，中砂を最高に，以下細砂，粗砂の順

まとめ

コメ ツキガニの生息域での人工砂浜の粒土組成はカ

ニが巣穴より掘り出した砂泥を除いて，いずれも中砂

の璽量比が著しく高い傾向を示した。

また，今回の調査結果と相模川河口で行った深さ10

cmまでの垂直採取との結果（村岡，1983）と比ii安して

みると，人工砂浜では中砂の比率が最も高いのに対し

相模川河口干潟での生息密度の高い地点では，一段階

粒子の宇都 、粗砂が50 96を占め，中砂は24~ちであった。

さらに，相模川河口干潟の生息密度の｛郎、地点との比

較では粗砂と中砂がそれぞれ40%以上を占め，人工砂

浜での組成とは異なっていた。これらの両地域から，

コメツキガニの生息域は粗砂と中砂の重量比がかなり

;WI;＼、ことがうかがえた。

文献

に比率は低くなった。この他の極組砂と極細砂はいず 茂木El自夫 1971 汀線と砕i皮帯 海洋科学基礎講座7,

れも重量比がわずかにすぎなL、。 東海大学出版会，東京．

調査地点2：州lガニ（甲長8.0mm，甲111高11.Omm) 村岡健作 1981 海浜河口の自然保護を基礎とした生

が巣穴の修復のために深さ 12cmの巣穴から運び出し 物学的評価．神奈川県試験連絡協議会，8

た砂ダンゴを採取し，その粒土組j戒を図 1-Cに示し 村岡健作 1981 相模川河口域の干潟のカニの種類と

た。この砂ダンゴは，ほとんどが粗砂と中砂で構成さ それに基づく生物学的評価（中間報告）

れ，いずれも，ほぼ40%を占めていた。なお，大型の 環境部会共同研究報告書神奈川県試験述

粒子である和llli除は砂ダンゴに合まれていなかった。 絡協議会環境部会，（1〕25-26.

調査地点 3：雄ガニ〔甲長5.5mm，甲傾7.Omm) 村岡健作 1982 相撲川河口域のカニの種類とそれに

が干潮時に砂浜で摂餌後，口部より吐き出した砂ダン 基づく生物学的評価．環境一部会共同研究報

ゴ （径2.0 2. 5mm）と巣穴から半径 5cm以内の表層

土 （深さ smmまで）をそれぞれ図lDと図1-Eに

示した。前者では中砂の占める剖合が高く，60%以上

を占めていた。後者では前者の砂ダンゴの調査結果と

ほぼ同様な組成であるが，組1沙の吉lj合がやや高く，細
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告書（第5号〉，神奈川県試験連絡協議会環

境部会，97-99.

村阿佐1i作 1983 相模川河口 干潟のスナガニ類の底

質神奈川県の＊生生物，（4〕129-132.

（神奈川県立博物館〉
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神奈川県の潮間帯フジツボ群集
ーその2-

山口 寿之

Intertidal Barnacles in Kanagawa Prefecture 

-Part 2一

Toshiyuki y AMAGUCI-II 

はじめに

前報（山仁I,1982）では横浜港から観音崎に至る東

京湾西岸の潮間帯フジツボ群集の主に分布の特徴につ

いてまとめた。東京湾口から内湾側に順にイワフジツ

ポ・クロフジツボ ・オオアカフジツボ群集（A群集〕，

イワフジツボ ・クロフジツボ群集（B群集〕，イワフジ

ツポ ・タテジマフジツポ ・シロスジフジツボ群集cc
群集〉，およびタテジマアジツボ ・シロスジフジツボ

群集〔D群集〉の四つの群集に区分できた。すなわち

外洋側から外洋に特徴的なオオアカフジツボ，クロフ

ジツボそしてイワフジツボの順に見られなくなり ，代

って内湾種が占めるようになる。そのような分布様式

は海水の塩分濃度，潮流や波の強さなとの海水の動き

が大きく影響していることを示した。本稿では神奈川

県の他の海岸において潮間帯フジツボ群集を区分し，

その環境との関連性をまとめる。

横浜港ー多摩川河口聞のフジツボ群集

この地域（士山点18-26）では，京浜運河よりも東側に

イワフジツポ ・タテジマアジツボ ・シロスジフジツポ

群集 cc群集〉が，それよりも陸側の海域にはタテジ
マアジツボ ・シロスジフジツボ群集 CD群集〉が認め

られる。 このような群集の分布のちがL、は先に触れ

たように海水の境分濃度とか海水の動きなどが関与し

ているようだ。地点 18-21ではシロスジフジツボを欠

L、てL、る， うち土也点18,19, 21はイワフジツボを伴な

うC群集であるが，地点20はイワフジツボを欠く内湾

に特徴的なD群集と見なすことができる。このような

群集は多摩川の東海道線の橋脚にも認められる。そこ

で廿淡水の影響が大きく，塩分濃度はかなり低いのだ

ろう。上記の場所てもシロスジフジツボを欠く理由は明

らかて、なL、。

調査地i戒を外れるが，かつて大森海岸付近は浅草の

り（海苔〉の良い漁場として有名であった。のりを成

海岸線の特徴 育させるための綱をはる竹の杭が遠浅の海に林立し

横浜港から神奈川県と東京都のJ先を流れる多摩川に ていたものである。その竹には，現在この付近の海で

かけての地域は京浜コンビナー卜をなす工業地域で， はまったく見られなくなったドロブジツボ （Balanus

ほとんどは埋立てられた人工の島からなる。現在も沖 kondakovi，かつて B.uliginosus呼ばれていた〉が良

合に向けて大規模な埋立て工事が続けられており，県 く見つかった。残念ながらドロフジツボの生息域は今

内でも海岸地形の変貌の激しい地域である。海岸は垂 では大規模に埋立てられてしまった。

直に近い岸壁からなり，大半は企業の敷地であり，立

入って調査することはできなかった。 観音崎よりも外海側の地域のフジツボ群集

他方観音崎から真鶴にかけての外洋に面した海岸線 観音崎よりも外洋側では，外洋を特徴つけるA群集

は，部分的に人工の海岸線もあるものの，大半は自然 が卓越する。この海岸をと りまく環境は， 東京湾のよ

の海岸線が良く残されていて，海を愛する人々に憩い うな内湾と異なり，海水の激しい動きを生じる波浪の

の場所を提供している。ここではすべてが岩礁ではな 影響を強く受け，また多少とも海水はきれいである。

く，夏の海水浴場として有名な 三i南海岸，葉山，逗 地点31,33, 34, 37, 40-44にそれが見られる。そこ

子，鎌倉から小田原にかけての地域では岩礁も見られ ではA群集を特徴づけるオオアカフジツポ，クロフジ

るが，砂や小石 （傑）の海岸線からなる。 ツボ，イワフジツポの他にカメノ テ（地点42,43を｜徐
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~1 3 代表的なフジツポ類．
a サンカクフジツボ，b. アカフジツボ，

c ムツアナヒラフジツボ，d カメノテ，

（スケーノレは2.5mm）.その他は＊誌3号に

既報．

徴的なフジツボ群集がみられる。奥行の短L、距離の問

に外洋性のA群集から内湾性のD群集またはC群集へ

の群集が変わる様子が認められる。すなわち東京湾問

岸にみられたフジツボ群集の縮図がそこに見られる。

このような群集の変わる様子はiril藷湾やその北に位置

する小網代湾に顕著で，ここに詳しく記述する。

油萱湾周辺のフジツホ群集

i由藷湾！立西側が相模湾に開口した湾で，湾口部の附

口が約260mで，湾中央部で南北二つの湾に分れ，と

もにほぼ東簡に延びている。分岐した南側の湾は詰議

湾，北1JWの湾はかii査湾の呼ばれ， 両方合せて油f:'~’湾と

呼んでいる。湾口から湾奥までの距離は長くて約1000

mである。この湾Ii回il！大愚の俳句；こ 『外海lま荒れゐ

て月の主Im~：，』と詠われ，船舶の避難港とされているよう

に，外海が荒れていても湾内は短端に波静かで与ある。

現在ではヨ ットの係留港となっている。また油虫には

100年の歴史を もっ日本最古の臨海実験所（東京大学IW

学部附属〉があり，海洋生物の研究が続けられている。

海岸線は諸機湾南岸に人工の岸壁が築かれている程度

で， 他は自然の海岸線が良く残されている。しかしこ

く〉，サンカグフジツボ （Balanustrigonus〕〔地点42 こ2,3年は 湾口近くの浜／）京の海岸からテトラポッ

のみ〉， また は ムツアナヒラフジツボ （Tetraclitella トの泌防が築かれ，湾口をおよそ731'.呈閉じたために，

chinensis) （地点 44のみ〉が加わっている。サンカク 外洋水の湾内への流入を阻害し，湾内の水の動きを停

フジツボは岩礁にも見られるが，ブイ等の浮遊物体に 滞させる結果を生んだ。このような変化は，この湾に

付着することが圧倒的に多い。ムツアナヒラフジツボ 生息する生物相を変えてしまう原因となる。

は真鶴岬とその先にある島（三ツ石）との問の際浜の この油程湾の内外に生息するフジツボ類は， オオア

人頭大以上の礁に付着している。波の影響の§§i、礁の カフジツポ，クロフジツボ，イワアジツポ，サンカクフ

陸側の面に付着するのがこの種の特徴である。 ジツポ，アカフジツボ，カメノテ，タテジマアジツポ，

以上のようなA群集の見られる場所よ りも少し波の シロスジフジツボである。個々の種類の分布を図2に

影響の弱L、外洋の岩礁 （士山点28,30, 39）には，イワ 示した。サンカクフジツボ，アカフジツボ〔Megaba-

フジツボとグ ロフジツボからなるB群集が見られる。 !anus rosa）は，主に湾内の筏や，湾外のブイ等に付

三地点のうち地点30を除いてカメノテを伴なう。 着している。カメノテは湾外および湾口部から諸機湾

しかし観音崎よりも外洋側の地域でも，外洋に面 南岸の中央部までの岩の割れ目に限って生息する。オ

した小さな湾に東京湾内に特徴的であったC群集やD オアカフジツボは湾内に見られることはなく， 湾外の

1洋集が認められる。D群集に関しては，地点27c浦賀 外洋に面した波を強く受ける岩礁に限られる。ク ロフ
港），32 c江奈湾），35 （油琵湾最奥部）， 36 （小網代 ジツポは湾外から湾中央部のpjyJの流れや波の強くあた

湾最奥部）， 38〔小田和湾最奥部〉で，またCli'Y＇集に関 る岩礁に付着している。イ ワフジツポはクロフ ジツボ

しては，地点29（久里浜港），35 （油資湾内）， 36 （小 よりもさらに内湾奥へと分布し，諸磯湾ではほぼ全域

網代湾内〕で見られる。 外海からの波の彩響の少な に，北側の油況湾では中央自llの験潮所付近にまで分布

L、閉ざされた内湾であったり，河川水の影響をうける する。タテジマフジツボ，シロスジフジツボは諸l畿湾

ことがそこに内湾群集の分布する理由と考えられる。 および油1:':1湾の最奥部を特徴づける。その湾口側への

これらの湾はその湾口から 湾奥までの距離は長くて 分布限界は諸磯湾と油資湾の分岐部に相当する。また

1600m程度（小田和湾）で，その湾口部には外洋に特 両者は数こそ少ないが，浜／原付近や外洋に而した岩
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W.IAにも分布しており，そこは周囲に比べて波は弱い。 びタテジマアジツボ ・シロスジフジツボ群集の四つの

またi由斎湾の北側に位置する小網代湾でも以上のよう 群集に区分できた。外洋に面した小さな湾においても

なフジツポ類の分布が認められる。以上沿lぽ湾周辺で 東京湾西岸に見られた四つの群集が湾口部から湾奥に

は，外洋部にA群集，湾口から湾央部にはB群集，さ かけて見られる。これらの群集は主に潮流，波の強さ

らに奥にC群集，最奥部にD群集の匹｜つの群集により や海水の犠分泌度などによって決まるものと考えて良

なることが判る。それは前述したように束京湾西岸で いだろう。

の群集の分布の縮図と見ることができる。

文献

まとめ 山口寿之 1982 神奈川県の沖~j間帯フジツポ群集ーそ

神奈川県の潮間帯のフジツボ群集は外洋側から内湾 の 1.東京湾西岸一神奈川自然誌資料，

側にイワフジツボ ・クロフジツボ ・オオアカフジツボ 〔3)63-64. 

群集，イワフジツボ ・クロフジツボ群集，イワフジツ

ボ・タテジマアジツボ ・シロスジフジツボ群集，およ （千葉大学理学部地学教室〕
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藤野町で発見されたモリアオガエルについて

新井一政

Forest Green Frog Rhacoporus arboreus Found 

in Fuzinoーmachi,Kanagawa Prefecture. 

Kazumasa ARAI 

モリアオガエノレRhacoporusarboreusは，日本固有 （徳島県 ・愛媛県〉，九州（熊本県・大分県 ・福岡県 ・

の樹上性のカエルである。このカエノレは，繁殖期には 宮崎県〉におよぶ。しかし，神奈川県および凶国，九

水市上に突出した樹の校に白色球形のアワ状卵塊を産 州でモリアオガエノレが確実に生息しているか否かは疑

みつけ，ふ化した幼生（オタマジャクシ）は水中に落 わしく，詳細な調査がまたれている（金井，1972・大

下して成長するとL寸特異な産卵習性をもっ。モリア 野， 1975〕。

オガエノレの生息地は，天然記念物に指定されている所 神奈川県では，これまでにモリアオガエノレの生息地

も少なくない。 として，足柄下郡箱根町（岡田 ・河野，1924），三浦

本砲の分布記録は，本州の総てのjl;fl府県と，四国 郡神武寺山（並木， 1935），川崎市東生田滝沢池〔高

56 

図l モリアオガエノレの生息確認地点。

lでは卵塊，幼生，2では成休を

確認した。地図は国土地1¥1!院発行
の2万5千分のl地形図 「与瀬」

を使用した。



匡12 水田脇のウメの木に産卵された
卵塊 （矢印〉

図3 幼生のふ化はほぼ終了し，卵塊（矢印〉は 図4 水問中に見られたモリアオガエノレの幼生

すでにくずれてし喝。

橋， 1958），があげられている（大野・ 1975〕。しかし， 三浦郡〔現逗子rlT〕神武寺山および川崎市東生田滝沢

箱根の腿虫 ・両生類を調査した，高島 。田代（1962〕 池についてはL、づれも，大野〔1975）はその報文の中

は， 一ーかつて箱根産として報告されたものにモリア で，それぞれの記録の不確実性を指摘すると共に，他

オガエノレがあるが詳しい記録ではなく，その産士山も明 種（シュレーゲノレアオカeエノレ〕と誤認した可能性が強

確を欠き叉その後箱根からは採集されたこともないの いとする見解を示している。さらに，神奈川県におけ

で，箱根のリストから抹殺して置く事が妥当のように る野生生物の宝庫ともいえる丹沢山地においても，モ

思う。 と，この地方のモリアオガエノレの分布を否 リアオガエノレの分布は確認されていなL、。〔松井 ・柴

定し，柴田（1968）も同燥な見解をとっている。また， ｜主I, 1964〕。
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図5 佐野JI[小学校に保管されていた卵塊

筆者は， 1982年7月2日， 神奈川県津久井郡勝野｜珂

において，モリアオガエノレの卵塊，幼生，および維の

成体を確認した（図1〕。神奈川県において本経の確

実な生息地が明らかにされたのは今回が初めてと恩わ

れるのでここに報告する。

生息状況

図6 モリアオガエノレとの成体（合〉

同校々長によると，本年は 6月中旬にモリアオガエ

ノレの産卵があった〔1卵塊）が，卵塊は強風のために

地上に落下してしまったとのことである。その後，児

童の観察用に父兄が採集してきた卵塊が保管されてい

た。この卵塊は直径約15CID，表面は滑らかで淡い褐色

を帯び， 1£tm後4～5日程度経過したものと，思われる

（図 5）。また，調査中に池の上約3m，直径 2cm程の

1. 藤野町佐野川・上河原地区の水田 （楳高240m〕 サクラの枝にいるモリアオガエノレの雄の成体（図6)

水田脇の樹高4.5m程のウメの木に産卵された 2つ を発見した。この個体は体長約6C皿，腹面は濁ったノく

の卵塊が認められた。 フ色，背面は明るい緑色で赤褐色の班紋があった。

2つの卵塊は 15cm程の間隔で並んでおり，共に地 この度の調査によって， 神奈川県津久井郡勝野町佐

上からの高さは約2m, 7)<.白のふちから約 20cm水田 野川においてモリアオカ’エノレの卵塊，幼生，成体が発

内に張り出した位置にあった〔図2）。水聞の所有者に 見され，この地に本種が生息することが明らかになっ

よると，6月26日に卵塊を発見し，その頃，付近の他 た。

のウメの木でカエノレの鳴き声を院弘 、たといっ。 藤野町におけるそリアオガエノレの発見は，本砲の産

調査した時点においては両方の卵泌共ふ化がほぼ終 卵習性を記録したNH Kのテレビ番組を見た地元の方

了しており，形はくずれ〔図3〕，内部に残っている から寄せられた情報がきっかけとなった。金井（1972〕

幼生もごくわずかであった。卵塊の下の水田（水深約 も指摘しているよ うに，本種の生息地では卵塊や大型

5cm）には体長l.3cm程の幼生が多数認められた（図 のアマカeエノレの存在は古くから知られているが，それ

4）。 がモリアオガエノレであることに気付かないでいる場合

が多いのではないであろうか。事実，佐野川のそリア

2. 藤野町立佐野川小学校 〔標高260m) オガエノレ発見が新聞紙上でト報導されると，藤野再の各

藤野町教育委員会によると，第lの地点から北へ約 地から本種に関する情報が数多く寄せられた。今後の

400 m陥れた佐野川｜小学校の校庭西端にある耳目科観祭 調査によって， "iilt久井1Mlのかなり広い範囲にわたって

用の池で，毎年モリアオガエノレの産卵が見られるとい モリアオガエノレの生息が確かめられることと思う。

う。この池はコンクリート製で面積は約5m2水深は約 終りに，この報告をまとめるにあたって次の方々に

3ocmである。池の上にはサクラの枝が池全体をおおう お世話になった。神条川県津久井地区行政センターの

ように茂っている。 平片忠一県民fill長，iiホ野町企画財政課の八木久雄課長
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補佐， j館野H庁教育委員会の方々には，情報の提供並び 松井孝IM・柴田敏隆 1964 丹沢の艇虫，両棲類，丹

に現地調査の機会を与えてくださった。神奈川県文化 沢大山学術調査報告書，355-358.

財保護課の高桑正敏主事には，調査の全般にわたって 大野正男 1975 千葉県指定天然記念物清澄のモリア

ご協力いただいた。なお，本文中に使用した写真は全 オガエノレ保護増殖事業報告書〔II〕，1-40,

て氏の撮影によるものである。また，神奈川県立博物 千葉県教育委員会．

館の中村一恵主任学芸員には適切なご助言をいただい 柴田敏隆 1968 丹沢の脊維動物 かながわの自然，

た。深く感謝の意を表する。 (7) 5-8. 

高島春郎 ・日｜代道事l' 1962 箱根の艇虫 ・両楼類．神

文献 奈川県博物館協会会報，（9)18-20. 

金井郁夫 1972 モリアオガエノレの分布と生態メモ （神奈川県立博物館）

東京都高尾自然科学｜専物館研究報告，（4〕

27-42. 
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神奈川自然誌資料 4:60～69, Mar. 1983 

平塚市の淡水魚類

浜口哲 中本 弘章

On Freshwater Fishes Found .in Hiratsuka 

Tetsuichi HAMAGUCHI and Hiroaki HAYASHI 

1. はじめに

平塚市は，神奈川県の南部に位置する人口22万人の

中都市である。市内の水系は， Te水川とその支流の金

目Jil・鈴川 ・渋田Jil,:fE!j川の支流である不動JI[，およ

び茅ケ崎市との境を流れる相模川によって形作られて

L、る（図 1）。相模川水系の魚類については，筆者の一

人浜口が調査を行ない， その結果を発表してきた〔長

峯 ・浜口 1980，浜口 1982）。ここでは， 1981年から82

年にかけて，花水川・金田川｜・鈴JI[・渋田川・ 不動川

とそこに流れこむ農業用水路，排水路について行なっ

た調査を中心と して，相模川を除いた平塚市内の淡水

魚類相について報告する。

本調査を進めるにあたって魚類の同定について御指

導いただき，また ミナミハゼの記録の発表をお許しい

ただいた横須賀市博物館の林公義学芸員，フナ類につ

いて御教示いただいた国立科学博物館の友田淑郎博士

に感謝の意を表したい。

2. 調査の方法

調査は1981年9月から1982年10月にかけて，図1お

よび表1に示した63の調査地点で行なった。魚類の採

集には投網〔網目の1辺が 10%および12%のもの〉，

半月形のおし網および柄つきの手綱を用い，池ではセ

ノレピン（プラスチック製のもじり〉も使用した。採集

した魚類は10勿ホノレマリン液でト回定後， 同定，計測を

行なった。調査時には，できるだけ写真J最影と気温 ・
水温・川巾・水深 ・底質 ・にごりの記録を行なった。

また，調査地点をA～Gの7つの類型に区分して記

録した（図 2）。この区分は，平塚市の河川｜が改修工事

の影響で，本来の河川形態から大き く変化し，一般的

な上中下流の区分ができないため，便宜的に行なった

ものである。
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また，これらの地点のうち河川の底生動物について

は，神奈川県の手で調査が行なわれており，その結果

によると丘陵地の細流（木調査ではF〕を除いて，各

河川とも，有機汚濁の進んだ水域の泥底を主な生息:IJ}

所とする，赤色ユスリ カなどが俊占している（神奈川

県環境部水質保全課1982）。

すなわち，本調査は，都市化の進んだ士山城で形態的

にも水質の上て。も，人為の影響を強く受けた水系の淡

水魚類相を対象と している。

3. 調査の結果

本調査の結果，平塚市内で記録された淡水魚類は，

下記の目録の通り12科23種であった（フナは一種とし

て扱っておく〕。23種のうち， 純淡水魚は12磁（ホ ト

ケドジョウ ・ドジョウ ・フナ ・コイ ・タモロコ ・アプ

ラハヤ ・モツゴ・ ウグイ ・オイカワ ・ナマズ ・カダヤ

シ・カムノレチー〕，回遊魚、は 3種（アユ ・ヨシノボリ ・

チチプ〉， 汽水 ・海水魚、は 6穫（ボラ ・ギンガメアジ・

クロメジナ ・コ トヒキ ・ヒメハゼ・マハゼ〉 であっ

た。なおワカサギは相模川水系て’は池IJに陸封されてい

るが，本水系での生態は不明である。 ミナミハゼにつ

いても明きらかでない。また純淡水魚の中には，外国

からの移入魚、が2穣（カダヤシ ・カムノレチー〉，国内

からの移入魚、が2種（タモロコ，オイ カワ〉 含まれて

おり， ワカサギも閏内からの移入魚、である。

本調査でもっとも多 くの個体数が採集されたのはフ

ナ（主にギンプナ）であり，オイカワ ・ドジョウがこ

れに次いでいた。調査地点でみると，フナが26士山点で

記録されてもっとも多く， ドジョ ウが18地点，オイカ

ワが10地点でこれに次いでいた。フナ， ドジ ョウ，オ

イカワの3穫が，平塚市の淡水魚の優占極と言うこと

ができる。



墨書 市街地

医ヨ山林

／ 

＝＝＝－－一河Jll

一 排水路

用水路

0 河川｜｜
A ご品 ！植地点
也 JNo.は表1参照

Jll 

、、 『 ／一一
J 宇

( ~ _/ 

葛川 大磯町

図1 平塚市の水系と調査地点

A 

B 八一f¥-
cw国対日凶

F 
D山園出ム

EV G 

図2 調査地点の形態の類型

A 中河川｜ ：川「IHOm以上で川原がある。

B 小河川 ：JI/「112～lOmで；Jll原がなく，岸は
ほとんどコンクリ ー トの護岸。

c m水a：主に川rlJ2 m以下の農業用水で，
岸と底は土。

D J'F]l]< b：主に川巾 2m以下の農業用水て。岸

と底はコンク リー卜。

E 排水路 ：コンクリ ー卜護岸の下水排水路。

F 沢 ：丘陵地の細流。

G j出
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足I~Pi］ ~， 地名［ 翌月 官 ｜ 天気 ［ 気 温［ 水 温［形態 I }II (m~ I 水（~~） ＼ 底質 I ~こごり
ー 一

1 河内川 ’81. IX. 16 ① 24.9 23.0 B 8 20～40 SM  → 

2 河内 Jil ’81. IX. 16 ① 25.0 22. 7 B 8 10～40 SM  十

3 河 内 川 ’81. IX. 16 ① B 4 60～70 M 1十

4 メ守＼、 所 ’81. IX. 17 ① c 1 40～70 M ・H 
5 古，，司］ j恨 ’81. IX. 17 ① F 0. 7～0.8 20～30 G 

G i葛 根川 ’81. IX. 17 ① E 1 7～8 c 
7 高 根川 ’81. IX. 17 ① F 0.5～1. 0 5～6 R 

8 万 純池 ’81. IX. 17 ① G 650m2 SM  1十

万 純池 ’s2. IX. 15 。24.0 24.0 G II SM  トト

9 万 EE ’81.]X.17 ① E 2 5～G c 十

10 根 坂 間 ’81. ]X.17 ① c 1. 5 20 M 十

11 続 ’81.IX.17 ① c 0.5 20～25 M 十

12 都！ ’81.]X.17 ① c 0.8～1. 0 30 M 

13 新ー Jil ’81. x. 3 。 19.5 B 3 40 CR 十

14 !!Ji JI] ’81. x. 3 。 21. 0 B 1. 2 1～2 CM ＋ 

15 新 Ji] ’81. x. 3 。 21. 5 B 4 30～40 SM  

16 寺 庇lfJli ’81. x. 3 。 D 1. 5 2～3 c 十

17 同 。奇 ’81. x. 31 ① D 3 20 c 十

18 岡 崎 ’81. x. 31 ① c 1. 2 20～30 M 11・ 

19 岡 品守 ’81. x. 31 ① c 1. 5 1～2 M 十

20 中古沢溜池 ’81. XI. 4 。15.0 13.2 G 2100m2 M 十

中吉沢溜池 ’82. v. 4 ① 26.0 21. 2 G ／／ GS 

21 中 古沢 ’81. XI. 4 。 13.8 F 3 5～10 R 

22 中古 沢 ’81. XI. 4 。 14.0 F 3 5～10 R 

23 不動 川 ’81. XI. 4 。16. 5 14.0 F 3 10～15 G乱4

24 不動川 ’81. XI. 4 。 15.0 B 4 15～20 SM  十

不 動川 ’82. v. 4 ① 25.2 24.0 B 4 15～20 SM  ＋ 

25 Tt. * Jil ’82. N.10 ① A 25 M トト

26 土 屋 ’82. v. 1 。23.6 17.2 F 1 15 SM  

27 l盗者jj 川 ’82. v. 1 。24.6 18.5 B 5 40 S乱4 十

28 座 者r川 ’82. v. 1 。26.0 24.8 B 4 20 SM 十

29 金 目川 ’82. v. 1 ① 21. 0 23.0 A 10～15 40 G 

30 金 目川 ’82. v. 1 。24.2 23.8 A 10～15 30～40 G 
31 不 動川 ’82. v. 4 ① 26.4 21. 4 c 0.5 10 M 十

32 不 動 川 ’82. v. 4 ① 24.4 16.0 F 1 10 s 

33 不 動 川 ’82. v. 4 。24.2 16.2 F 0.5 5 RS 

34 金 目川 ’82. v. 4 ① 24.2 25.2 A 10 50 RνI 十

35 金 目川 ’82. v. 4 ① 24.6 25.6 A 10 40 RM  

36 鈴 Jil ’82. v .15 ① 21. 4 21.6 B 5 40～50 GM  十

37 主令 Ji[ ’82. v. 29 。26.2 23.5 B 10 60 CG ＋ 

38 宣告 Jll ’82. v. 29 。26.3 24.2 B 6 60 G 4十

39 主令 JI/ ’82. v. 29 。26.0 25.0 A 25 40 GS 

40 渋 田 川｜ '82. v. 29 ① A 25 40 SM  十
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~~. 1 調査 士山荘I I翌 月 害 ｜天気 ｜気温 ｜水温 ｜形態 ｜川川水crd底引にごり
41 渋田川 ’s2. VI. 5 の 27.0 21. 8 A 10 50 

42 1万 Ji! ’s2. VI. 5 の 27. 0 22.0 B G 30 

43 渋仔IJI! ’s2. VI. 12 ① 28.8 27.2 B 15 40 

渋田 川 ’77.刃 9 B 15 

44 ilz EEi JI! ’s2. VI. 12 ① 28.8 29.8 B 5 0.5 

45 青 t!in ’82. vn. 3 ① 23.6 22.2 D 1. 2 40 

青 相II ’82. IX. s 。 20.5 D 0.5 30 

46 北 金目 ’82. VJ[. 3 ① 23.6 24.6 c 1 40 

47 真 圧l ’s2. vrr. 3 ① 24.8 c 2 30 

48 大根 JI! ’s2. vn. 3 ① 26.4 B 3～4 30～40 

49 花7JくJiI yilJ口 ’82. VJ[. 5 ① A 15～40 

1E*!il1可口 ’82. JX. 3 の 27.0 A 15～40 

50 1E * ;11 ’s2. IX. 3 。 A 30 

花 7Jく川 ’82. x. 19 。．18.2 16. 1 A 30 

51 大 神 ’82. IX. 7 。22.0 20.5 c 1. 2 10 

52 ヨL JI! ’82. IX. 7 。23.0 20.5 B 6 20 

53 田 キt ’82. IX. 7 。24.0 21. 5 c 1. 5 40 

回 N ’77.刃.9 c 1. 5 

54 打開木 ’s2. IX. 7 。24.5 21. 5 D 1 120 

55 北 j自；旧 ’82. IX. 7 。25.0 21. 5 D l. 5 120 

56 彩f JI! ’s2. IX. 7 。26 0 22.0 B υ " 

57 新 Ji! ’82. IX. 7 。27 0 21. 5 B G 130 

58 ~t i豊 田 ’s2.1X. 7 ① 22.0 c 1 30 

59 寺 fFI ＊氾 ’82. IX. 8 ． 23.0 21. 0 c 1. 5 50 

60 同 ’82. IX. 8 。 21. 0 D 1 120 

61 片 岡 ’82. IX. 8 。／・ 21. 0 D 1 50 

62 金令 JI! ’82. IX. s ． 21. 5 A 10 30 

63 逮ヒケ池 ’82. IX. 8 ． 24.0 G 500m2 
注〉形態 ：A～Gは図2の通り。底質 ：S砂，M 泥， G 磯，R岩盤，C コンクリート

にごり ：－H強L、 ＋やや強い一少ない

また，本調査では記録されなかったが，聞きこみに を参考にした。

よると1確実に生息する穫にウナギとゲンゴロウプナが

ある。 キュウリウオ科 OSMERIDAE 

MS  ート

c 

SM  ＋ 

SM  ＋ 

SC 

SC 十

SM  十

SM  ＋ 

s ＋ 

s ＋ 

s 十

SM ード

SM  ＋ 

cs 

c 

CM  ＋ 

c ..L 

CM  ＋ 

ート十

M イト

c ー｜｜

M 十

c ＋ 

c ＋ 

GM  十

c ＋ 

1. ワカサギ Hy戸omesustrans1うacificusniPPonensis 

魚類目録 687.’82 VJ[ 5 花水川河口⑩ ex.1 L. 51彩

本調査で採集された魚類の目録を以下に掲げる。記

述は，科名 ・種名 ・登録番号（平塚市博物館資料Hc アユ科 PLECOGLOSSIDAE 
M-51- 〉 ・採集年月日 ・採集地〔地名および図lの 2. アユ Plecoglossus altivelis 

調査地点で示す〕 ・採集者 （筆者らが採集した場合は 1例しか記録されなかったが，聞きこみによると金

省略〕 ・個体数（ex） ・体長（L.最小～最大万で示 目JI！にも湖上しているとし寸。

す〉の順に行なった。採集例が多い場合は数例をあげ 670.’82刊 5 がけ｜｜⑫ ex. 1 L. ll0% 

るに留めた。学名と種の配列は日本魚類学会 (1981〕

により，種の同定には中村（1963），宮地他（1976) ドジョウ科 COBITIDAE 
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図3 調査地点の景観 (No.Iま図1の調査地点，（ 〉の記号は図2参照〕

図31 金白川調査地点，⑧〔A)

図3-3 河内川調査地点，131( B) 

図35 北豊田 ・用水調査地点， ⑧ 〔D〕

医13-7 高根川調査地点，・71〔F〕
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図3-2 鈴川調査地点，⑫ （A)

図3-4 田村 ・用水調査地点， ⑬ cc〕

図36 万l工｜・排水路調査地点， R 〔E)

図38 中古沢溜池調査地点，③ （G〕



3. ホトケ ドジョウ Lefua echigonia 12. ナマズ Silurus asotus 

正陵地の細流でのみ記録された。 679. ’82 VI 12 渋田川⑬ ex.1 L. 207% 

638. ’82 v 1 土屋⑧ ex.5 L. 40～53務
648. ’82 v 4 不動川⑮ 巴x.1 L. 42努 力タヤシ苧I・ POECILIIDAE 

4. ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus 13.カダヤシ Gambusia a/finis 

用水路から多く記録された。 635. '81 x 31 岡崎⑬ ex.5 L. 14～26% 
620.’81区 17 河内JI!① ex.6 L. 26～70% 

623. '81 IX 17 纏⑫ ex.2 L. 55～57%など ボラ苧I・MUGILIDAE 

14. ポラ Mugil cephalus 

コイ科 CYPRINIDAE 玉川の河口から10.2km地点でも記録された。

5. フナ Carassius auratus 684. ’82 VII[ 5 花＊川河口⑧ 巴x.59 L. 30～151% 

本調査で採集されたフナは約200個体だったか， キ 699.’82 IX 7 .:Ji.JI！② 巴x.1 L. 78%など

ンプナと判断される個体が見られる，キンブナとギン

ブナの中間的な形態の個体が見られる，春に採集した タイワンドジョウ不｜ CHANNIDAE 

ギンブナに追星の生じた合が見られるなとの諸点が明 15. カムノレチー Channa argus 

きらかとなった。これらの資料の整盟分類，またこれ 下水道ポンフ・場ても1例記録された。

らが天然分布が移入されたものかと言った点について 19. ’74 VI 12 夕陽ケ丘 町 1L. 345% 

は，慎重に検討する必要があると思われるので，

では典型的なものの記録に留めておく。 アジ科 CARANGIDAE 

・キンブナ 16. ギンガメアジ Caranx sexfasciatus 

659.’82 v 15 鈴川⑧ 巴x.3 L. 92～100% 685. ’82 VJII 5 花氷川河口⑮ ex.1 L. 66% 

・ギンブナ

614.’81 IX 16 河内川① ex.14 L. 19～58% メジナ不｜GIRELLIDAE 

622.’81 IX 17 纏⑪ ex.3 L. 27～33% など 17. クロメジナ Cirella melanichthys 

6. コイ Cypri抑制 carpio 686. ’82 VIII 5 花水川河口⑮ 巴x.1 L. 57% 

645. ’82 v 1 金目川⑩ ex.3 L. 111～143% 
650. '82 v 4 金目川⑧ ex.L. 112% など
7. タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus 

617.’81 IX 17 河内川① ex. L. 53～54% 

625. '81 IX 17 纏⑫ ex.1 L. 48% など

シマイサキ科 TERAPONIDAE 

18. コトヒキ Teraρon jarbua 

692. ’82 IX 3 花水川河口⑮ ex.26 L. 11～19% 

8. アブラハヤ Moroco steindachneri ノ、ゼ科 GOBIIDAE 

616. ’81 IX 16 河内川① ex.3 L. 13～15彩 19. 7ハゼ Acanthogobius flavzmanus 

642. ’82 v 1 金目川⑫ ex.9 L. 71～86% なと 722.’82 x 19 花水JI!⑩ col.森田英之 ex.1 
9. モツゴ Pseudorasbora lりarua L. 82彩

619. ’81 IX 17 河内川① ex.2 L. 30～51% 20. ミナミハゼ属の一極 A waous ocellaris 

649.’82 v 4 金目Jil⑩ 巴x.2 L. 51～71% など 熱帯地方に広く分布する種で，下記の記録は日本で

10. ウグイ Tribolodon hakonensis の北限にあたる。同定は林公義氏による。（図4〕

641. ’82 v 1 金目川⑧ 巴x.2 L. 92～110% 横浜賀市｜専物館資料YCMP 4333 花水川〔鈴川合

646. '82 v 1 金目川⑧ 巴x.1 L. 174% 流町’77X 18 col.加J昨恭英 ex.1 L. 47~彰

11. オイカワ Zacco platypus 21. ヒメノ、ゼ Favonigobius gymnauchen 

643.’82 v 1 金白川⑧ ex.3 L. 80～97% 691. '82 IX 3 花＊川河仁l⑩ 巴x.1 L. 26% 

660.’82 v 15 鈴川⑧ 巴x.21 L. 75～115%なと 22. ヨシノポリ Rhi削 gobiusbrunneus 

本砲は斑紋や生態によりL、くつかの型に分類されて

ナマズ科 SILURIDAE いるが， 木調査の資料は林公義氏に同定を受けた。
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・桃斑型

615.’81 lX 16 フナドジョ ウex. 2 L. 17～20% 

ex. 2 L. 37～40% 
河内川①

不動川⑧636.’81 XI 4 

・黒色型 Em 
河川の形態による記録佑l休数の割合

ホトケドジョウ

魚類は記録されなかった。他の排水路でも目視観察を

行なったが，底には＊和ilがつき，魚類の生息の可能性

はないと判断された。

丘陵地の細流（F）ではホトケドジョウとヨシノボ

リが多く記録され，他の水系とは奥なる魚類相を持っ

ていた。ただしこの2種は生息条件が異なるのか，同

時に記録された地点はなかった。

池 CG〕については，本調査では十分に魚類相を把

握するに至らなかったので，今後の調査にまちたい。

621.’81 lX 17 万縄池③ ex.4 L. 18～27% 

721. ’82 lX 15 万寝池① ex.1 L. 31% 

・移行的なもの（池に陸封されているもので， 三浦半

島の池沼に生息するものと類似しているとLづ。〕

715. ’82 lX 8 達上ケ池⑬ ex.16 L. 16～26% 

23.チチブ Tγidentigeγobs cuγus obscuγ也S

656. ’82 v 4 金目川⑧ ex.1 L. 71% 

文献

長峯嘉之・浜口哲一 1980 相模川汽水域の魚類相．

自然と文化〔3〕 平塚市開物館

1982 相模川中下流域の魚類相．自然と文

化 （5) 平塚市博物館

神奈川県環境部水質保全課 1982 水生生物の分布状

況図 3c主主川 ・金目川 ・引士山Jll・境Jll〕
日本魚類学会 1981 日本産魚、名大辞典 三省堂

中村守純 1963 原色淡水魚類検察図鑑北隆館

宮地伝三郎 1976 原色日本淡水魚類図鑑．保育社

（浜口哲一：平塚市博物館，林弘章 ：；東海大学水産

学科〉

浜口哲一

4. 考察ー河川の形態による魚類相の比較ー

A～Gの7つに類型化した区分に従って，

の魚類相の特色を述べてみたい（図的。

中河川J(A）と小河JIJ(B）は，それぞれ11種， 10種が

記録されたが，フナとオイカワが優占していることで

その群集構成はよく似ていた。Aではアプラハヤとウ

グイがBよりも多く記録され，このことは砂磯底のや

や水質のきれいな部分のあることを示している。また

ドジ ョウはBでよ り多く記録され，これはBに，泥底

でC, Dに近い川が多いことを示している。

用水路（C, D）では，A, Bの河川に比べ記録種

数が半減し，またフナにかわってドジョワが優占して

いた。このことはCDが泥底でドジョウの生息に適す

ることと同H寺に，これらの用水路のほとんどが冬は水

を落としてしまうため， 泥に潜って越冬するドジョウ

の方が生存に有利であることが関係しているのではな

L、かと推定される。

排水路（E）は1ケ所しか調査を行なわなかったが

それぞれ

図6～8 平塚市内の淡水魚の分布図

Of'.,は調査地点，....はそれぞれの種類の記
録された地点，．は表1にあげた以外の記録地

点を示す。

参考のため長峯 ・浜口（1980），浜口（1982)

によって相模川の記録も加えた。
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~1 6 

1ワカサギ 2アユ

5aギンブナ 5bキンブナ

6コイ 7タモロコ
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図7

8アブラハヤ 9モツゴ

10ウグイ 11オイカワ

12ナマズ 13カダヤシ

14ホ、ラ 15カムルチー
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図8

16ギンガメアジ 17ク口メジナ

18コトヒキ 19マハゼ

20ミナミハゼ 21ヒメハゼ

22ヨシノボリ 23チチフ
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神奈川自然誌資料 4: 70～72, Mar. 1983 

神奈川県小田原市で捕獲されたヒメシロハラ

ミズナギドリについて

中村一恵・ 室伏 友三

A New Record of Stejneger Petrel P, erodromαlongiros. ris 

from Kanagawa, Japan 

Kazue NAKAMURA and Yuzo MUROFUSHI 

1982年9）~ 13日から14日にかけて， 3羽のシロハラ 報告に先だち，資料の収集および観察の過程で多大

ミズナギドリ類が，横浜市戸塚区戸塚町， 秦野市北秦 な便宜をはかつて下った西湘地区行政センターの藤野

野，小田原市高回の3ケ所で捕獲された。いずれもこ 幹雄氏，野毛山動物園の大坂豊氏，並びに県自然保護

の年の台風18号に運ばれて陸地に漂着したものであ センターの坂本竪五氏に深謝したい。

る。横浜市と秦野市で保護されたのはシロハラミズナ

ギドリPterodroinahypo!eucaであったが，小田原市で

保護された1羽は，他の cooki群数種と比較検討した

結果，シロハラミズナギドリPterodroina(Cookilaria) 

longirostrisであることがわかった。

この烏は 9月14日夜，小田原市高｜£｜の路上で拾われ

その後小田原動物園で約2週間飼育された後，10月10

日に野毛山動物園へ生きたまま移管されたが，この間

筆者らはこの個体を詳しく観察する機会に恵れた。こ

れまで日本における本種の生鳥についての観察記録は

まったくなく，Cookilaria亜属の分類にとくに重要で

ある脚およびg~の色に関して混舌Lが生じている。 とく

にこれらの点に留意しながら観察の結果を報告する。
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観察結果と考察

Cookilaria iJE属の中でpycroftiに最も似るが，戸＇ycro

/tiでは頭上から後頭部にかけて背と同色の淡灰色で

あるのに対し，本種の頭上から後頭部にかけては灰黒

色で背のみ淡灰色である点が異なる。頬は白色で頭部

から速なる耳羽の灰黒色と明瞭に界をなし， AF!の後方

に半椅円形の白色斑となってのびる（図2）。 ρycrofti

では，このような形の白色斑はでないらしい何回

FALLA et al 1966, PL 7）。

尾羽は12枚で，円尾に近い。最外側尾羽の外弁は基

部を除き濃淡のない薄墨色。 内弁にも羽紬末端に沿っ

て泌淡のない薄墨色の部分があるが，基部に向かつて

図l ！出Iおよび撲における色彩分布

上〉ヒメシロハラミズナギドリ
P. lo叫giγostγis

小田原標本（生鳥〉を描く（中村原図〕

下〕 R leucoρtera subsp. (BuしL,
1943〕



Emu, 42 111-118 

FALLA, R. A. 1962 New Zealand r巴cordsof Ptero 

drama longirostris (Stejneger) and a new 

record of Pterodroma leucoptera (Gould). 

Notornis, 9 275-277. 

152. 

FALLA, R. A. 1942 Review of th巴smallerPacific 

forms of Pterodroma and Cookilai ia. 

文献

BuしL,P. C. 1943 The occurrence of Pterodroma 

leucoPtera in New Zealand. Emu, 43 145 

真を精査した結果，すべて本種であった〔中村・田中，

1982）。 1972年9月に京都市で捕獲された 1例も台風

による内陸漂着である（中村， 1973）から，青森県陸奥

産（採集年月日不詳〕を除けば， これまで日本におけ

る本種の標本記録はすべて台風によって陸地に運ばれ

てきたものである（註ー1)。陸奥における捕獲例も陸上

における記録であるから，恐らく 台風かもしくは台風

に匹敵するような暴風により実際の捕獲地〔41°17'N)

よりは低紳度の海域から運ばれたものと推定できる。

3羽のシ ロハラミズナギド リ類がすべて台風18号の

上陸経路の東側〔上陸地点はi静岡県御前崎〕の地点に

落されているのは，先きに中村〔1982〕がセグロアジ

サシSternafuscataを例に論議した移動台風の風速分

布の特性に関係した現象と同じである。

ヒメシロハラミズナギ ドリは南米チリ沖のマスフェ

ラ島（33°45’s'80°40’W〕に繁殖し （FALLA, 1942), 
北太平洋へ渡るが，恐ら く北西北太平洋では極前線付

近〔40°N 42°N〕を北限と して分布し，以南の日本付

近亜熱情外洋域においては従来言われているほと本位

はまれではないと考えられる〔中村 ・田中， 1982）。
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ヒメシロハラミズナギ ドリの頭部

小田原標本〔生烏〉を描く （中村原図〉

島ヘ

4

－t

－

f
．鳴

区12

日本近海における分布について

従来日本産ヒメシロハラミズナギドリの標本として

は青森県陸奥〔タ イフヒ標本を含む4点〉と京都市（ 1 

点〉 からの2例のみであった（oJ:i村，1979）が，1981年

8月23Elから24日にかけて，この年の台風15号の影響

を受けて本種と考えられる40数羽の群が宮城から岩手

沿岸 帯（38～39°N）に飛来ーした。この群の中から 5

羽捕獲されたが，このうち4羽の桜木およびカラー写

145.0 

130.0 

123.5 

は白色と薄遜色の斑入りを経て白色に移行している。

これに沙くa外倶lj尾羽では内弁の薄退色の範囲は一層大

きL、。leucopteraおよび cookiでは最外側尾羽の内弁

は純白色であり ，longirostrisに酷似する pycroftiで

も内弁の白色部の広がりは longirostrisより大きく，

白色が大部を占める。 最外側尾羽の薄遜色の分布にむ

ろん多少の変異はあるが， leucopteraより一様に濃い

薄墨色であること， ρ＇YCYOftiとcookiよりは一層濃色

であることにより区別される。

脚は外祉を除きE止先まで赤味のある淡青色，外此は

黒褐色で，この斑は中世基部にまで達している。践は

外枇，中日11：聞でb約%が褐色，中副J 内Et間では約泌が

i炎褐色で，その色調は外批，中祉問よりやや淡L、。残

りの郎分は淡いピンク。 中E止に2個，内批に1個の小

黒斑がある。この践における色彩分布のちがL、によ り

leuco.少teraと区別される （図l,See FAJ,LA, 1962〕。

乾燥すると赤味のある淡青色の部分は退色し，践に

おけるピンクの部分と褐色斑の境も明瞭でーなくなり，

外m.1:の黒褐色を除いて脚は血上先まで全体にわたって黄

褐色となる。かつて本種の胸］および践が黄色に描かれ

（黒圧I,1932〕，脳lはE止先まで黄色と記載された〔黒田，

1965）のは，恐らく乾燥標本に基づくものであり，ま

た，京都度についても脚に黄色l床があるので別の種で

はないかと検討中である主旨の指摘（高野，1980〕も同

様に乾燥機本をみたことによって生じた誤解であると

思う。

外部計測値を同時に捕護されたシロハラミズナギ ド

リとの比較で以下に示す （単位ミリ〉。

本｜性｜翼長｜露111![,1:1~鵬｜尾長 I f~号
P. lo悶girostris

小田原市 6203. 7 
P. hyJうoleuca

き長野市

横浜市 29.9 122.0 

30. 3 113. 5 

92.0 30.3 

25.6 

23.2 

24.8 合 219.3

♀ 213.5 

町示



FALLA, RA., S1BSON, R. B. and TunBOT'l、， EG. 1966 

A field guide to the birds of New Zea-

land. Collins. 

黒田長雄 1932 ヒメシロハラミズナギドリ

烏 33/34，口絵図版

黒田長久 1965 ヒメシロハラミズナギドリ ．新日本

動物図鑑〔下〕 ρ.590, 北｜盗館

中村一恵 1973 内陸に迷行した海鳥2種について

神奈川県立博物館研究報告（自然科学〕，〔6〕

55~59. 

中村一恵 1979 日本近海産ヒメシロハラミズナギド

リ属の分類と生態．海洋と生物，（1)24-31. 

中村一恵 1982 日本のセグロアジサシ 神奈川県立

博物館研究報告〔自然科学〕，〔13〕3750. 
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中村一恵 ・田中完－ 1982 日本産ヒメシロハラミズ

ナギドリの新楳本 57年度日本鳥学大会講

演要旨

高野伸二 1980 里子鳥識別ハンドブック．日本野鳥の

ムー
（註ー1) この他， 1982年8）~ 2日に栃木県塩谷郡氏家

fnJ （標識放鳥〉と東京都八王子市打越町〔死亡〕で本

穣各1羽が採集された〔藤村仁，未発表〉が，いずれ

もこの年の台風10号の影響を直按受けた内陸落下例で

ある。

（中村一恵：神奈川県立博物館，室伏友三．小田原市

立千代中学校〕



神奈川自然誌資料 4:73～77, Mar. 1983 

横浜市三保市民の森で採取したキノコ目録

生出智哉

A List of Fungi in Miho Shimin no Mori, Yokohama 

Toshiya OIZURU 

本県は，キノコの宝庫といわれる東北や信越地方に うち，子のう菌類は7種，担子菌類が84種である。

比べるとキノコの種類は豊富とはいえなL、。しかし，

県内の都市古ill，山村部にはそれぞれ発生環境の違いに 目録について

より，いろいろな興味深いキノコが見つかっている。 分類体系と学名，和名は， 保育社標準原色図鑑全

三保市民の森は，横浜市緑区三保町・にあり，面積約 集菌類（きのこ ・かび），（今関，本郷，待〉に従っ

37haの自然公園である（図1〕。林内はスギ，ヒノキな た。

どの楠林と，部分的にクヌギ，クリ，シラカシ林が残

っている。林内の散策道は南北に4本通り，中央を通 略号について

る2本の道は深い山に入った気分にひたれる。周辺の KM：神奈川県立博物館標本，無印 ：神奈川キノコ

わずかな耕地は，宅地開発により次第に狭められてい の会標本（県立｜専物館主催の採集襟本を含む〕

る。

都市部ではあまり発生が見られないオオゴムタケ

Catie/la celebica (P. HENN) NANNF. （図2-2〕，カンゾ

ウタケ Fistulinahφatica Fn.（区I2-1〕などが採集さ

れることもあり，宅地化の進展するなかで，特色のあ

る地域となっている。

神奈川県に産するキノコの目録は，七宮 (1974）が

相模川以西の地域に発生するキノコの調査を行ない，

担子菌類236種，子のう菌類15極，合計251穫を報告

している。その後，1978年に神奈川キノ コの会が発足

し，同会の主催する採取会で採集したキノコの目録を

1980年より同会報に順次記載をしている。

今回，神奈川キノコの会会員高橋春樹氏の協力を得

て， 1982年9月27日，10月25日の2回，三保市民の森

の調査を実施した。 この調査結巣に神奈川県立問物館

に保管してある神奈川キノ コの会標本と，県立問物館

所蔵の標本を加えて， 三保rl1民の森産キノ コ目録を作

成した。 目録を作成するに あたっては，元日本菌学

会会長，今関六也先生ならびに滋賀大学の木~Rll次雄先

生に御指導をいただいた。深甚の謝：むを表します。神

奈川キノコの会会員の御協力に対して感謝致します。

なお，今回の調査の結果， 29科89視を確認した。その

図l：調査士山（×印 三保市民の森〉
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ASCOMYCETES 子製菌類〔綱〉 Hydnaceae ノ、リタケ科

Hydnum reρandum FR. カノシタ 1244, 2469 

Clavicepitaceae パッカクキン苧｜ H. rψ仰向m var. album Qu£し

Cordyceps militaris LINK. シロカノシタ 1553 

サナギタケ 1151, 1493, KM874 Oxydontia coPelandii (PAT.〕SITO 

Tilachlidiopsis nigra y AKUSIJI et KUMAZA WA サガリハリタケ 1258 

オサムシタケ 1026 Fistulinaceae カンゾウタケ科

Helvellaceae ノボリリュウ不｜ Fistulina heJうaticaFR. カンゾウタケ K乱'1964

Morchella esculenta FR. アミガサタケ KM910 Meruliaceae シワタケ科

M. crassiJうes(VENT. 〕PERS. Merulius tremellosus FR. シワタケ 1533 

アシフトアミガサタケ KM971 Polyporaceae サノレ／コシカケ科

Pezizaceae チャワンタケ科 Tyromyces caesius〔FR.)KARST. 

Galiella celebica〔P HENN.〕NANNF・ アオゾメタケ 1590,2057, 2526 

オオゴムタケ 2055, KM982 Corio/us versicolor〔FR.)QuE:し

Rhizi目aundul，αta FR. カワラタケ K乱'1931

ツチクラゲ 2062 C. consors〔BERK.〕lMAZ.

Helotiaceae ヒョウタケ科 ニクウスパタケ 1569,2522 

Chlorosρlenium aeruginosum (GRAY) DE No'I'. Poかρorellussquamosus (Fn.) KARST. 

ログショウグサレキン 1062 アミヒラタケ 101l, 1208 

BASIDIOMYCETES 担子菌類（綱〉

AURICULARIALES キクラゲ 目

Auriculariaceae キクラゲ不｜

Auricularia polytricha (MoN'r.) SAcc. 

アラゲキクラゲ KM917 

TREMELLALES シロキクラゲ目

Tremellaceae シロキクラゲ科

Tremella fuciformis BERK・ シロキクラゲ 2644 

T. foliacea FR. ノ、ナビラニカワタケ 1567 

APHYLLOPHORALES ヒダナシタケ 目

Clavariaceae ホウキタケ不｜

Clavariaρurpurea F11. 

ムラサキナギナタタケ 2724 

Clavulina cristata (Fu.〕ScHROET.

カレエダタケ l122 

Pterula mulifida FR. フサタケ 1506 

Can tharel laceae アンズタケ科

Craterellus cornuco戸ioides(FR.〕PERS

クロラ ッパタケ 1013, 1449 

Cantha何llusinfundibulifo門別SFR. 

ミキイロアンズタケ 1192 
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Lenzites betulina FR. カイガラタケ KM897 

Trametes orientalis〔YAS目） lMAZ. 

クジラタケ KM972 

Elfvingia apρlanata〔PERS.〕KARST.

コフキサノレノコシカケ 1059 

Daedaleo.ρsis tricolor〔FR.〕ScHROET.

チャカイガラタケ KM921 

D. styracina〔P.HENN. et Sr-ILR.) lMAZ. 

エゴノキタケ KM841 

lヌconchiformisIMAZ. シジミアミタケ 2503 

Trametes coccineus FR. ヒイロタケ KM865 

Heteroρorus biennis (Fn.) LAz. 

ニクウチワタケ 1061, 2019 

Coltricia cinnamomea〔FR.〕MURR.

ニッケイタケ 1265 

AG ARI CALES ハラタケ 目

Tricholorna taceae キシメジ科

Schizo1うhyllumcommune F且． スエヒロタケ 1982 

Pleurotus ostreatus (FR.) KUMMEii 

ヒラタケ KM824 

T門cholomaacerbum (FR.) Qu!':L 

オオニガシメジ 1417 

Lacca門αρroxima(BouD.) PAT. 

オオキツネタケ 1020 



Cantharellula cyathifo門別5〔Fn.)Srnc. センボンイチメガサ 1025, 1397 

クロサカズキシメジ 1517 Naematoloma fasciculare (FR.) KAnST. 

Leρista subnuda HONGO コムラサキシメジ 1418 ニガクリタケ KM887 

L. nuda (Fn.) COOKE ムラサキシメジ 1562 Stroρha円aaeruginosa (FR.) Qu主I

Pseudohiatula ohshimae (HONGO et MATSUDA) HoKGO モエギタケ 2516 

et MATSUDA スギエダタケ 2662 

A門別 ＇llariellamellea〔Fn.)KARST. 
ナラタケ 1198, 1642, 1650 

Lyo戸hyllumdecastes (FR.) SING・

Pho/iota leηta (Fn.) SING. シロナメツムタケ 1428 

P. squarrosa (Fn.) QuE:r. スギタケ 2648 

Cortinariaceae フウセンタケ科

I河ocybeasterosρora QuE:i. カブラアセタケ 1034 

ハタケシメジ 1215 Hebeloma radicosum (Fn.) RICKEN 

Clitocybe candicans (Fn.) KUMMER ナガエノスギタケ 1529 

シロヒメカヤタケ 1087, 1614, KM840 Rozites flavoannulata VAsrLIEVA 

Mycena Pura (Fn.) KUMMER サクラタケ 1247 

Oudemansiella radicata (FR.) Srnc. 

ツエタケ 1228 

Xerom戸halinacampanella (Fn.) MAmr; 

ヒメカパイロタケ KM932 

Amanitaceae テングタケ科

Amanita戸oゅhyria〔FR.)SEcn. 

コテングタケ 1085 

A. pantherina (Fn.〕SEcn. テングタケ 1259 

A. virosa SEcR. ドクツノレタケ KM893 

A. longistriata IMAI 

夕マコ，テンクe夕ケモドキ 1454 

A. vaginata (FR.) V1・1、『l

A. spreta (PECK〕SAcc. ツルタケダマシ 1531 

Agaricaceae ハラタケ科

Le戸iotaρrocera(FR.) S. F. GRAY 

カラカサタケ KM831 

Agaricusρlacomyces PECK 

ハラタケモドキ 1419, 1637 

Coprinaceae ヒトヨタケ科

Co1うrinusmicaceus〔FR.)FR. キララタケ 1095 

C. atramentarius (FR.) Fil. ヒト ヨタケ KM830 

C. disseminatus (Fn.) S. F. GRA y 

イヌセンボンタケ KM814 

Psathyrella velutina (Fn.) Srnc. 

ムジナタケ KM877 

P. candolleana (Fn.〕MAIRE

イタチタケ KM907 

Bol bi tiaceae オキナタケ科

Agrocybe erebia (Fn.) KiinNER ツチナメコ 1578 

Strophariaceae モエギタケ科

f:uehneromyces mutabilis (FR.) Srnc. et SM・

キショ ウゲンジ 1001, 1165, 1272 

Cymnopilus aeruginosus (PEcK) StNG・

ミドリスギタケ 1091 

Rhodophyllaceae イッポンシメジ手ヰ

Rhodoρhyllus crassipes (IMAZ. et ToK 1) 

lMAZ. et HONGO ウラベニホテイシメジ 2159 

R. rhodoPolius (Fn.) Qu丘し クサウラベニタケ 1576 

R. nitidus QutL.ヒメコンイロ イッポンシメジ 1076

Paxillaceae ヒダハタケ科

Paxillus curtisii BERK. サケバタケ 1570 

Boletaceae イグチ科

Boletus ρulverulentus 0PAT. イロガワリ 1646 

B. griseus FrrosT クロアワタケ 2305 

Xerocomus chrysenteron (ST AMAN~） Qui':L. 

キッ コウアワタケ 1439 

Russulaceae ベニタケ科

Russula nigricans (M立RA'f)FR. クロハツ KM864 

R. vi問 scens(ZANTEo.) Fn. アイタケ KM906 

R. cyanoxantha (Sr:cR.) Fn. カワリ ハツ 1073 

Lactarius chrysorheus FR. キチチタケ 1610 

L. piperatus (Fn.) S. F. GnA y ツチカプリ KM823 

G ASTROMYCET ALES フクキン 自

Sclerodermataceae ニセショウロ科

Sclerode門刊G aurantium PEJlf. ニセショウロ 1030 

Calostoma taceae クチベニタケ科

Astraeus hygrometricus (PEnd MoHGAN 

ツチグリ KM502 

Lycoperdaceae ホコリタケ干ヰ

Ly co戸erdo河 IうerlatumPER£. 

キツネノチャブクロ 1535 

L. Pyriforme PERS. タヌキノチャブクロ KM975 
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Calvatia craniiforinis (ScHw.) FR. ノウタケ 2210 文 献

Phallaceae スッポンタケ科 七宮清 1974 神奈川県のキノコ神奈川県林業試

Phallus impudicus PERt'. 験場，研究報告〔 2)29 43 

スッポンタケ 1188, 2013, KM954 生出智哉 1980 横浜市緑区で採集されたオオコ’ムタ

Mutinus bambusinus (ZOLL) FrscH. ケ．神奈川自然誌資料（1〕6566 

キツネノエフデ 1415, 1660 神奈川キノコの会 19801982神奈川県産キノ コの標

Clathraceae アカカゴタケ科 本目録13 神奈川キノコの会会報（くさび

Linderia bicolurnnata (LLOYD) CuNN. ら） (2）～（4) 

カニノツメ 1427, 2511 今関六也・本郷次雄・椿啓介 1979 標準原色図鑑全

Geastraceae コフキクロツチガキ科 集，菌類（きのこ，かび） 保育毛I:.

Geast門m包 lagenifor

卜ガリツチグリ 1628 〔一 ．続〕’保育社．

（神奈川県立博物館〕
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図 2 1 カンゾウタケ 2 オオゴムタケ

4 ツチカブリ 5 クロハツ

3 オオゴムタケの横断面（今関原図〕

6 アシプトアミガサタケ
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中津川上流部のケイ藻類 （予報〉

綿貫 知彦

On the Diatom Flora in the Upper Stream of the 

Nakatsu-gawa Systems in Kanagawa District 

Tomohiko WATANUKI 

はじめに は宮ケ瀬ダム完成時の予想地域を実線で示した。

中津川上流部の宮ケ瀬地区に神奈川県内で最後の多

目的ダムとして宮ケ瀬ダムが昭和62年度に完成が予定 2. 方 法

されている。宮ケ瀬ダム建設に伴ない，水没地点やそ 2-1 採集方法と永久標本の作成

の周辺の水域における生態系にも大きな変化が予惣で 宮ケ瀬ダム建設予定地で，1981年7月7日に4地点

きる。 で河床の石磯上に介着する藻類を歯ブラシでこすり落

また， 7Jι域生態系の第一次生産者としてのf!,~類は准 し，ホノレマリン固定とした。なお，採集はし、ずれも瀬

水以後の宮ケ瀬ダム周辺における＊域環境を調査する の部分で水深約30～40cmで実施した。

ためにも建設前における， 藻類楠生を記録しておくこ 永久プレパラートは，常法にしたがい酸処却後，自

とは，他の＊生生物と同様に重要であろっ。 製のプレオラックスで封入した。

ところが，私の知るかきり建設省関東地方建設局 2-2 同定方法

(1978）の環境調査報告書があるだけのよつである。 各種ケイ藻類は顕微鏡写真を撮影し，殻長 ・殻1j1慣な

しかも，水生生物については極く簡単にふれているだ どを計測し同定した。また， 次のように区分し， 表 1

けである。

ここでは，宮ケ瀬ダム建設予定地における藻類のう

ち，ケイ藻相およびケイ藻類による若干の生物学的水

質判定について予備的に調査した。

1. 調査地点の概要

調査地域を図 1に示した。中津川は， 丹沢山城の

大111(1, 246m〕，塔ケ岳（1,49lm〕， 丹沢山（1,567m) 

などに源を発して北流し，蛭ケ岳（1,872m）に源を発

する早戸川と合流し， 流域面積 143.5 ~，幹川流路延

長30.2kmの河川てやある。

しかも，その大部分は山地河川て・あり，H灰谷美を誇

る中津峡谷として有名である。調査地点は次のようで

ある。

調査地点 1(St. 1〕中津川 ・石小屋付近

調査地点 2(St. 2〕中津川 ・札掛付近

調査地点 3(St. 3〕Jil弟川

調査地点4 (St. 4〕早戸川

それぞれの調査地点は図 1に示した。なお，図 11こ
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表－ 1

｜ 加tio
St. 1 I St. 2 I St. 3 I 

I Saprobien I Pollution 
St. 4 I system I to！巴rant

Centrales 

Melosira varians 寸 ~－ (3ms. os A 

Penna I es 

Araphidiodae (3ms. os A 

Asteriaγzella foγinosa 十 十

Ceγ・atoγzeis aγcus v. halloγiaγza 十 OS A 

C. a. v. vaucheriae 十 寸 OS A 

Diatomαvulg,αγE 十 十 (3ms. os A 

D. v. v. linearis 寸 (3ms. os A 

Synedra rum戸ens 寸ー (3ms B 

S. ulna 十 ート -, (3ms B 

S. u. v. oxyrynchus 十 ＋ 十 (3ms B 

Monoraphidiodae 

Ach叫α抗thesdelicatulα 十

A. lanceolata ト ト 十 十 戸ms.os A 

A. li問自γifoγ叩 is ＋ 」 ト (3ms. os B 

Cocconeis Placeγztula v. lineata 十 十 (3ms. os A 

Rhicos争heniαcurvαta ＋ 十 十 OS A 

Biraphidea巴

Amρhara libyca v. baltica (3ms B 

A. ovalis v.。ediculus 十 十 (3ms B 

Cymbella a/finis ト ート 十 ＋ (3ms. os A 

C. α宅争eγa ト ＋ (3ms. os A 

C. pγostγata 十 十 (3ms. os A 

C. sinnuata 十 ＋ ＋ OS A 

C. tumida ＋ 十 ト 寸 (3ms. os A 

C. tuγgidα 十 ト OS A 

C. turgidula 十 十 (3ms. os A 

CーもEηtγicossa 十 一「 十 十 (3ms. os A 

C. v. v. girodi 十 (3ms. os A 

Diploneis ovalis (3ms B 

Fγustuliaγhomboides 一」 ＋ OS A 

Goin戸honemabohemicunz OS A 

G. clevez ＋ ＋ (3ms. os A 

G. c. v. inaeq削：tongunz 十 戸ms.os A 

G. c. v. exilis -L 十 (3ms. os A 

G. helveticuin 十 (3ms. os A 

G. lo托gicepsv. subclaむαtα 十 ＋ 十 ム (3ms B 

G戸arvulunz 十 ＋ (3ps. (3ms B 

G.戸.v. microps ＋ 

G. tetrastignzatunz 十 十 十 寸一 (3ms. os A 

Navicula clements ＋ B 

N. cry戸toceρhalav. intermedia 十 日ms.(3ms B 

N. decusis 十 十 斗ー OS A 
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I Station numbers I Sapr山 IPollution 
St. 1 ] St. 2 ] St. 3 ] St. 4 I system tolerant 

N. mutica 十 日pm.,Bms B 

N.叩otanda 十 十

N.γ・adiosa 十 ,Bms B 

N. ventralis イー ,Bms B 

N. viridula 十 ,Bms. os A 

N. V.メselsevicensis 十 十 -L 十 ,Bms. os A 

Nitzschia acicula円5 ＋ ,Bms B 

N. dissi1うala 十 十 ,Bms. os A 

N. furstulum v. Perpusilla ート ,Bms. os A 

N. lineaγis 十 ＋ 十 十 ,Bms. os A 

N. 1うalea 十 ＋ 十 十 αpm. ,Bms B 

Suγiγell a 自社gusta ーし ＋ 十 ＋ ,Bms B 

Number of species 
Biotic Index 〔2A+B)
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にまとめた。

O中心性ケイ藻目（Centrie〕

0羽状ケイ藻目 （Pennata〕 3. 結果と考察

日 pol）明probic（αps）：庄一強腐水性水域

。無背線亜日 〔Araphidiodae〕：上下殻に背線がな 表 1に各調査地点で見い出した，ケイ藻類について

く， J疑背線のあるもの。 示した。なお，同定できたものについてのみ示し， 定

。原始背線亜日（Raphidiodineae）：上下殻ともに 量的処理は実施しなかった。

極く短かい背線がある。 今回，各部l査地点で26～31種類が同定され，総計51

0 単背線亜目 （Monoraphidineae）： 上殻に背線が 種類を記録した。中心性ケイ淡目はMelosiravarians 

あり，下殻には背線がない。 のみであった。羽状ケイ藻目は56種類でその内訳は無

。両背線亜日（Biraphidineae〕： 上下殻ともに背線 背線亜日8，単背線亜目5，両背線亜目38種で， 高層

がある。 湿原などに多くみられるEunotiaなどの原始背線亜目

2-3 ケイ潔類による環境の指標性 はみられなかった。

福島，小林〔1975〕および日本の水をきれいにする 属レベノレで、は，Naviculaが最も多く， 10種Cymbella

会 〔1981）にしたがい，ケイ藻類による生物学的水質 および Com戸honemaがともに 9種であった。

階級， 汚濁に対する耐忍性および生物指数〔Biotic また，今回見られたケイ藻類の生物学的水質階級に

Index〕について試算し， 表に示した。 ついて検討すると， OS（貧腐水性）はCeratoneisarcus 

また，生物学的水質階級は次の区分によった。 V. hattorianaなど 7種類， ,Bms～OS(pmー中腐水性

Oligosaprobic (OS〕： 貧腐水性水域 から貧腐＊性〕は24種類であった。

/3-mesosaprobic〔f3ms): f3ー中腐水性水域 したがって，総種類の51種類のうち約7割 〔31種〕

町一mesosaprobic(ams）： α中腐水性水域 が貧腐性から戸m 中腐＊性を示しているごとになっ

f3 polysaprobic (f3ps〕： P強腐水性水域 た。このように宮ケ瀬ダム予定地における水域は，か

図2 A,B,C. Cocconeisρlacentula v. lineta, D. Ceratoneis arcus v. vaucheriae, E. Surirella angusta, 
F. Achnanthes lanceolata, G,H. Cymbella tumida, I. Cym. turgidula, J. Cym. a刀cinis, K. Frustulia 
rhomboides, L . Cer. arcus v. vauche円。e, M,N,O Achnanthes linearisformis, P. Comρhon em a, 
tetrastigmatum, Q. Com. bohemicum, R. Com. elevei v. inaequilongum, S, U. Ceratoneis arcus v. 

hattoriana, V. Navicula decussis, W. Nitzschia f叩 stulumv.ρerpusilla. 

（スケーノレは10μ)
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なり清流の山地河川であることがわかる。

今回，えられたケイ藻類の汚濁耐忍性で見ると，汚

濁に耐えられない種 （A: intoleran species）が汚濁

に耐えられる種 （B: toleran species）より 多く，51

種のう ち30種〔約6害lj)がintolerantspeciesであ

り，これからも宮ケ瀬タザム予定地の水域が清流である

ことがわかる。

生物指数（BioticIndex）を， 2A十 Bで求めると，

45～50の範囲で高い値を示し，これもこの水域が清流

であることを示している。

今回，この水域における水域生態系について詳細でト

広範囲な調査が必要であることはし、うまでもない。し

かも， 緊急、を要している。また，これらの調査は宮ケ

瀬ダム完成後における水質管理などにも重要な資料を

提供することになろう。

ケイ 藻 目50， 亜 目レベノレでは無背線~ 目 8 ， 単背

線亜IH ，両背線亜日37類穫で，原始背線堕目は

みられなかった。

(2) 属レベルでは，Navicula10, Cyinbellaおよび

Goinphoneina 9種類であった。

(3) 出現する種類から見て，111地河川の清流である

ことがわかった。

稿を終えるにあたり，現地の調査に同行していただ

いた県公害センター，野l崎隆夫氏にお礼申上げます。

文献

福島 ｜専・小林艶子 1975 生物指標としての珪i株主

日本生態学会環境問題専門委員会編ー水界

編 ．共立出版，東京．

建設省関東地方建設局 1978 宮ケ瀬ダム環境影響調

4. まとめ 査報告書

宮ケ瀬ダム建設予定地における，ケイ深相と若干の 日本の水をきれいにする会 1981 水生生物相調査解

生物学的水質判定を実施した。 析結果報告書，昭和54年度環境庁委託業務

その結果は次の通りである。 （神奈川県衛生研究所〕

(1) 総種類51，その内訳は中心性ケ イ 諜 l~I 1，羽状
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ヴイーチと神奈川植物 4

小原 敬

English Gardener J. G. Veitch and his Deeds on 

the Flora of Kanagawa 

Takashi OBARA 

4. ション・ G・ヴィーチ氏によって芙国にもたらさ しいセイヨウヒイラギに似ているヒイラギばかりでな

れ，現在ヴィーチ氏父子の施設で栽培されている く，緑葉と斑入りのイボタノキ属，ニシキギ属，グミ

日本植物にかんする覚え書 属などの数多くの美しL、種類もある。様々な竹類も見

逃してはL、けない。これらのタケ類はとてもはっきり

以下の追記はこの著作が印刷中に私の許にとどいた した特異な性質をもっているので，装飾園芸の最も有

ものである；そして，それらは今日のわが国の植物に 用な対象であり，とりわけ水辺ではそうである。

関する最新情報を提供しているので， 装飾園芸に興味 シダ類について述べると，これもおびただしい数が

をもっている人なら誰でも有難がるであろう。 受け入れられ，現在栽培中である。

これらの植物の多くは，わが国の庭園にとって最も 次に，現在この国で栽培されている主な日本植物の

貴重な追加種でトあることは疑L、ないし，それらの強力 リストを付け加えておく。その多くは前の部分ですで

な補充はそれらの価値を高める。 に言及されている。これらに加えて，他にも沢山ある

落葉樹類の中で，ケヤキすなわち日本のエノレムは， が，それらの性質はまだ十分明確にされていないので

ただ装飾樹としてばかりでなく，日本人が彼らの最良 正確な同定はできない。

の工作に用いる優良な用材としての価値から言っても

ひときわ高い位置を占めている。カエデ類も豊かな秋 1. Abies Alcoquiana〔Piceabicolor (MAXIM) MAYR 

の紅葉によ り非常に優美な樹木であることがわかる。 イラモミ，マッハダ〕

〔原著第1巻298頁参照〕 2. Abies fima〔モ ミ〕非常に優美で特異な種類であ

針葉樹類は種類が多く，優美なアスナロ，緑葉と斑 る。

入りのヒノキ属の数多くの優雅の種，珍らしくて特異 3. Abies microsβerma〔Piceajezoensis 〔SJEB・巴t

なコウヤマキ，そしてまたモミ属， トウヒ属，マツ属 Zucc.〕CARR，エゾマツ〕

などのその他の美しい種類のものと共にその種子を， 4. Abiesρolita [ Piceaρolita (SrnB et Zucc.) CARR・

私達の富士山巡検旅行中lこ採集したことにより特別の ハリモミ〕

興味が示めされたイラモミは，恐らく最も良く知られ 5. Acer (maple）〔カエデ属】葉がいろいろ変化して

ているので，それらの植物の中で現在巌も賞賛されて いるいくつかの種類

L、る。 6. Aucuba ja戸onicavera〔アオキ〕多くの美しい変

私たちの木化したJ桂木のコレクションは，秋に赤い 種。

核果をつけた沢山の校をもっ常緑のアオキの雌株を合 7. Ardisia〔ヤブコウジ属］多くの美しい斑入りの種

めて，多くのすばらしL、植物を補充することにより虫 類。

かになった。 この木はその基本種に，すなわち私達が 8. Bambusa〔タケ類1いくつかの非常に美しく，ま
良く知っている斑入りのアオキ原種に由来していて， ったく新らしい種類，その一つは斑入り。

現在私達はし、ろいろの斑入りの追加種をもっている。 9. Biota (Thuja) falcata [Thuja orientalis L. var. 

いろいろな変種のあるチャーミ ングな低淀木で， 美 falcata VEITCHワビャクダン〕。
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10. Buxus sempervii ens〔Buxusmicro戸hyllaS1EB. 

et Zucc. var. Jゆonica (MuELL. Anc.) R ~ r-10. 

et Wrr,s. ツゲ〕二つの特異な変種 〔恐らくツゲと

ヒメツゲ〕。

11. Berberis species nova〔メギ属の新種〕

12. Camellia jゅonicafoliis va円egatis〔葉に斑の入

ったツバキ〕。

Camellia Sasanqua variegata〔斑入りのサザン

カ〕。

この美しい属の二つの見事な斑入り品種。

13. Catesbaea sρinosa variegata〔斑入り ・ケーツベ

ーア：西印度原産，アカネ科，生i互に植栽。

14. Cryptomeria species nova〔スギ属の新種〕非常

に特異で美しい植物〕。

15. Da戸hne〔ジンチョウゲ属〕 し、くつかの変種。

16. Elaeagnus japonicus variegatus〔恐らく E.戸M月一

gens TnuNe. var. va円egataREHO・ フィリナワシ

ログミを指すものと恩われる〕美しい斑入り植物。

17. Euonymus ovatus aureo variegatus〔恐らく E.

jα：ponicus THUNB・var.aureovariegatus LowEフイ

リマサキ〕黄斑栽培変種。

18. Euonymus radicans variegatus〔E目fortuxei(Tu 

Rcz.) HANo.-MAzz. var. radicans (Srne・，exMro.〕

REHD・formaaureovariegatusツノレノキンマサキを

指すものと思われる〕。

19. Eurya latifolia variegata〔恐らく E.JaPonzca 

TnuNB・cv.va門egataフイリヒサカキに当るものと

考えられる〕

20. Farfugium species nova〔ツワブキ属の新種〕

21. Ficus species nova〔イチジク属の新種〕

22. Hypericum〔オトギリソウ属〕L、くつかの新らし

い品種。

23. Hemerocallis sρecies foliis variegatis.〔多分 H.

fulva (LINN.) LrnN. var. k却ansoREGEL cf. varie 

galaスジカンゾウを指すものと思われる〕。

24. flex Fortuni （？〕 〔モチノキ属〕

25. Jllicium〔シキミ属〕いくつかの新種。

26. Iris〔アヤメ属〕多くの新種。

27. ]uniρer us円gida〔ネズ〕

28. Ligustrum japonicum aureo vaηegatum 

〔L.jaρonicum THUNB. var. variegatum Nrcr-IOLS. 

キモンネズミモチ，キンネズミ モチ〕優美な斑入り

植物。

た最も注目すべき，また美しL、植物の一つ。

30. Magnolia〔モクレン属］いくつかの禄類。

31. Melastomα〔ノボンタン属〕新極，非常に優美。

32. Osmanthus ilicifolius〔0.heteroρhyllus (G. DoN) 

P. s. GREEN ヒイラギ〕
Osmanthus ilicifolius variegatus〔0.heteroρhy-

llus cv. variegatusフイ リヒイラギ〕セイヨウヒイ

ラギに似た葉をも ったニつの美しいHE入り植物。

33. Paulovnia species nova.〔キリ属の新種〕。

34. Planera acuminata〔Zelkovaserrata (TnuNe.〕

MAKINOケヤキ〕日本のエノレム？ 美しい用材樹。

35. Planem acuminata ［恐らく Z.serrata var. stz 

戸ulaceaMAKrNO メゲヤキか？〕二つの明らかな変

種。

36. Pinus denszメlora〔アカマツ〕

37. Pinus Koraiensis〔チョウセンゴョウ〕

38. Pinusρarviflora〔ヒメコマツ，ゴヨウマツ〕

39. Pinus口、くつかのその他の新種〕

40. Photinia (?) ovata 〔多分 Photiniagl'l.bra 

(TIIUNB.) MAXIM. カナメモチであろう〕。 見事な

常緑低木。

41. Podocar戸別 〔マキ属〕多くの新種，そのいくつか

は斑入り。

42. p門7

｛憂美な程類はすべて開花する。

43. Quercus〔カシ属〕 多くの新種， 落架性と常緑の

ものと両方共。

44. Retinisρora obtusa 〔Chamaecypaηsobtusa 

(SIEB・ et Zucc.) Srne. et Zucc. ヒノキ〕 日本の

太陽の樹。

45. Retinis戸oralycopodioides〔Chamaecyρarisobtusa 

var.かco戸od山＇desCARR. シャモヒパ〕
46. Retinisporaρisifera 〔Chamaecyparisがsifera

(SIEe. et Zucc.) SrnB.巴tZucc. サワラ〕

47. Retinisρora squarrosa〔Chamaecyρarisρisifera

var. squarrosa (SIEs. et Zucc.) B ~ 1 ssN . 巴t HocHsT 

ヒムロ〕

48. Retinis戸ora〔Chamaeιyρaris ヒノキ属） 上記の

径のいくつかの美しい斑入りの品種。

49. RhaPis flabelliformis〔カンノンチク〕

50. Rhaρis flabelliformis foliis variegatis〔R.flabe-

lliformis var. variegata HoRT. フイリカンノンチ

ク〕

29. Lilium auratum〔ヤマユリ〕 日本から輸入され 51. Rhynchos戸ermumjasminoides variegatum〔Trー

84 



achelospermum jasminoides LEM. var. vaηegatum 7. Microle戸iastrigosa〔イシカクeマ〕

HATUSHIMA巴tTOYAMA ニシキテイカカズラ7 8. Ni戸hobo/usLingua corymbiferus〔Pyrrosia!in-

52. Rhus succedanea〔ハゼ〕 日本の組物蛾の樹。 gua (THUNE・） F ARWJ:;LL form. cristata〔MAKINO)

53. Rhus vernicifera〔Rhusverniciflua STOKES ウ H. !To シシヒトツノく？〕

ノレシ〕日本の漆の樹。 9. Ni帥obolushastatus 〔f沙門・osiatricusρis〔Sw.)

54. Rhodod四 dron〔ツツジ属〕三つの異なる種。 TAGA¥VA イワオモダカ〕

55. Sanseviera carnea variegata〔Reineckeacarηea 10. Onychium jaJうonicum〔タチシノブ〕

(ANDR.〕KuNTHforina variegataフイリキチジョ 11. Polystichum setosum〔Dryo戸terisbissetiana (BA 

ウソウ〕 K.) c. CHR.ヤマイタチシダ〕
56. Sedum carneum variegatum ［恐らく Sedum 12. Polystichum Cイノデ属，あるし、はオシダ属〕そ

erythrostictum Mio. forma variegatum HA1u フ の他の特異な二種

イリベンケイソウであろうコ 13. Pteris〔イノモトソワ属〕いくつかの明白な種類

57. Serissa foetida variegata 〔Serissaja抑制ca 14. Selaginella ［イワヒバ属〕多くの新変種

(THUNE.〕THuNs.var. variegvta フイリハクチョ 15. Woodsia ρoかstichoides〔エゾイワデン夕、〕

ウゲ〕 16. Woodsia 戸olystichoidesVeitchii〔w.ρolystichoi
58. SciadoPitys verticillata〔コウヤマキ〕 傘松 （ア des EAT. f Veitchii (HANCE〕KITAGAWA イワデ

ンプレラ・パイン〉 ンダ〕

59. Taxus. 〔イチイ属〕二つの異なった種。 17. Woodwardia japonica〔オオカグマ〕

60. Taxus ρ•ygmaea 〔 Taxus cuspidata var. 仰向。 18. Woodwar’dia orientalis〔コモチシダ〕

REND. キャラボク〉 非常に媛性で優美な種。

61. Thujoρsis dolabrata〔アスナロ〕 駐日本公使からキュー王立植物園に送った種子と，

Thujoρsis dolabrataυariegata〔T dolabrata var. 組物の下記リストも興味深し、：

nana forina variegata HoRT. プイリアスナロ〕

Thujoρsis laetevirens〔T.dolabrata var. nana b . 1860年にw.フーカー卿に送った種子のリスト

SIEB・巴tZucc. ヒメアスナロ〕 本属は日本に固有 1. Pinus sρecies Cマツ属〕箱館
で，最も美しいもののーっとして知られている。 2. Pinusρarviflora〔ヒメコマツ〕（毛主果〕

62. Viburnum〔ガマズミ属〕いくつかの新種。 3. Pinusρarviflora ［ヒメコマツ〉（種子〕

63. Weigela 〔タニウツギ属〕非常に美しい新種。 4. Cunninghamia sinensis〔Cunninghainialanceo-

la ta〔LAMB.)HOOKER コウヨウザン〕

5, キューに送った日本植物 5. Cephalotaxus species〔イヌガヤ属〉 江戸

6. Salisburia adiantifolia〔Ginkgobiloba L. イチ

a. シダ類その他 ョゥ〕

1. Adiantum〔クジャクシダ属〕2種 〔恐らく A 7. RetinisJうoraobtusa〔Chamaecyρarisobtusa (Srns. 

monochlainys EAT. ハコネシ夕、と A.ρedatuinL. et Zucc) ENDL. ヒノキ〕

クジャクシタ〕 8. Retinis戸oraρisifera〔Chainaecyparisρisifera

2. Cheilanthes mysurensis〔C.chusanαHOOK. エ (Srns巴tZucc.) E"1DL. サワラ〕

ヒガラシダ1 9. Paulovnia species〔Paulowniatomentosa (THu 

3. Cyrtomium falcatum 〔オニヤブソテツ1 NB.) Sr官UD. キリ？〕 江戸

4. Gym刊ogr mαjaρonica〔Co削og問 innτejα戸oni 10. Chamaero戸Sexcelsa〔TrachycarρusFortui i e l 

Cα （TI-IUNB.) DlELS イワガネソウ〕 (HooK.) H. WENDL・ シュロ〕

5. Lastraea 0ρaca [Dryoρteris varia〔L〕O.Ku 11. Acer species〔カエデ属〕 江戸

NTZE ナンカイイタチシダ〕 12. flex species （？〕 〔モチノキ属〕 常緑低木， 8-10

6. Lastraea〔オオノ4ショリマ属〕いくつかの特異な フィー卜

種。 13. Rhus vernix [Rhus verniciflua STOKESウノレシ〕
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14. Abies sρecies〔モミ属〕 13. Gardenia radicans variegata〔G.jasminoides 

15. Biennial〔越年生植物〕 不詳 ELLIE. var. radicans〔THUNE.) MAKINO form. 

16. Nandina domestica〔ナンテン〕 赤実 variegata コクチナシ （斑入り）J
17. Paulovnia speαes （？〕 14. Carex species variegata〔スゲ属政E入り〕

18. Euonymus species ？【ニシキギ属 マサキ類か？〕 15. Thuja species〔クロベ属〕

19. flex latijolia〔タラ ヨウ〕 2号ケース

20. flex species〔モチノキ属〕（葉は平滑） 2. Thujoρsis dolabrata variegata〔T.dolabrata var. 

21. Nandina doinestica〔ナンテン〕 黄実 nana form. variegata HoRT. フイリアスナロ〕

22. Liliuin species〔ユリ属〕 8. 樹木（不詳）ウノレシが製られると言う。

C，キュー王立縞物園向けケースの内容

1号ケース

1. Abies sρecies〔モミ属〕 富士山産

2. Thujopsis dolabrata variegata〔T.dolabrata var. 

nana form. variegata HORT. フイリアスナロ〕

3. Zanthoxylon sρecies （？〕 〔Zanthoxyluin サンシ

ョウ属〕

4. Abies species (larch）〔Larixkaeinpferi (LAMB.) 

CARR. カラマツ〕 富士山産

5. Magnolia s戸ecies〔モクレン属〕 富士山産

6. Pernettya s戸ecies〔ツツジ科の一種〕 富士山産

〔GaultheriaL.シラタマノキ属のことか？〕

7. Canna species〔？〕 〔カンナ属？〕

8. 樹木（不詳〕，日本人はウノレシを製造すると言う。

9. Azalea species 〔シャクナゲ類〕

9. Azalea species 〔シャクナゲ類〕

15. Thuja s戸ecies〔クロベ属〕

16. Thujopsis dolabrata〔アスナロ〕

17. Retinis戸oraobtusa〔Chainaecy戸arisobtusa (S 1-

EB. et Zucc.〕ENDL.ヒノキ〕

18. Melastoma species (?) 〔ノボタン属？〕

19. An orchid〔ラン〕〔不詳）

20. Cr巴eper〔斑入りの葉をつけた蔓植物Hederarh-

oinbea SrnB. et Zucc. cv. variegataフクリンキズ

タワ〕

21. Chηsanthemum ［キク属〕優美で珍らしい変種。

22.低木（不符〉

23. Platanus species〔スズカケ属〕

24. Acer species 〔カエデ属ユ

25. Acer species〔カエデ属〕

10. Osinanthus species 〔モクセイ属〕 マツ類，カシ類，カエデ類の幼苗のいくつかは両右・

11. Osmanthus species variegatus〔モクセイ属斑 のケースに植えた。

入り〕

12. Rubus s戸ecies〔キイチゴ属〕 富士山産 〔平和学園茅ケ崎市〉
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三浦市下宮田付近の初戸層と宮田層の不整合

山口寿之・松島義章・平田大ニ・荒井章司・伊藤谷生・村田明広

町田 洋・新井房夫・高柳洋吉・尾田太良・岡田尚武・北里 洋

An Unconformity Between the Hatsuse and the Miyata 

Formations in Shimomiyata, Miura City 

Toshiyuki y AMAGUCHI, Yoshiaki MATSUSHIMA, Daiji HIRATA, Shoji ARAI, 

Tanio ITO, Akihiro MURATA, Hiroshi MACHIDA, Fusao ARAI, Yokichi 

TAKAYANAGI, Motoyoshi ODA, Hisatake OKADA, and Hiroshi KITAZATO 

序 cm〕を介在する。

この報告では宅地造成のため作られた新しい露頭を (2) Hb層 （層厚約5m〕

記載する。この新露頭は京浜急行・三崎口駅の北北東 小円磯（最大粒径 1cm〕と貝化石が密集し， それら

およそ750mlこ位置する（図1）。ここでは三浦層群の の間｜療に岩片や結晶片の混じる中粒砂が充填してい

初声層に更新世の富田層が傾斜不盤合で重なるのが観 る。全体的に緑灰色～暗緑灰色を呈す。小円燃と貝化

祭される。初声庖は粗粒砂岩中にj享さおよそ4.Smの 石の含まれる割合が層準によって異なり， 下位より際

合貝化石傑岩をはさむ。この様岩は岩片および鉱物粒 の多い層 （層厚50crn），化石の多い層（層厚50C皿），磯

子のほとんどが火山噴出物起源であるとLづ特異な特 の多い層（屑厚4o:rn〕，化石の多い層 （層厚290c皿〕，

徴を持つ。この報告ではこの露頭における初戸層およ 化石の特に密集している層 （周厚2ocrn）の五つの層に

び宮田層を詳しく記載し，またその堆積環境や時代に 細分できる。際は非常に良く円磨され，その岩質はほ

ついても触れる。 とんどが火山岩である （詳しくは後述する〕。他方，

I 露頭の記載 産出する貝化石の大部分は Glycymerisrotundaであ

露頭は大規模な宅地造成のため，尾根が北東一南西 り，これらは層理面にほぼ平行にならんでみえ，両殻

方向に切り取られ出現したのり面で，幅約35m，高さ のそろったものは少なく，他生的産状を示す（図3ー

約smである。露頭中央部には比較的平坦な不整合商 2）。Gかcymerisrotundaの他には， 単体サンゴの

が認められ，それを境に下部には傾斜した初戸層があ Flabellum sp.，プジツボ類の Megabalanusrosaが目

らわれ，上部には宮困層がほぼ水平に重なる（図2）。 立ち，少量の保存の悪い員化石を含む（表1-2）。

1. 初戸層 H CJ習厚約16m)

露頭での初声庖は，岩相により三層に細分できるo

本報告では下位よりそれぞれ Ha,Hb, Heとする。

この露頭てやの初声j習の走向は北50°束で，30°の角度で

北西に傾斜している。なお，この付近に分布する初声

層は， 三梨 ・矢崎（1968〕によると初声層中部層準に

あたるが，初声腐の露出が断片的に見られるだけなの

で，はっきりしたことがつかめなL、。

(1) Ha 層 （屑厚約sm〕

グラニューノレ大の円礁を含む乳黄色～黄褐色凝灰質

粗粒砂岩からなり， Chlainysmiurensis, Gかcymeris

rotundaなどの貝化石が稀に含まれる。小型のサメの

歯 Chalcarinussp. ？も産出した。全般に層湖面は不

明瞭であるが， トラフ型およびディアゴナノレ型の奈｜交

紫理の発達が良＼'o上部には軽石質凝灰岩層〔層j享15
図1 露政位置図（x) （匡l土地理院発行1/25,000

地形図 「浦賀」を使用した〕
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(3) He／冨 （層厚3m以上〉

主に黄褐色の凝灰質砂岩からなり，斜交葉理の発達

した軽石質砂荘iやスコリア質砂岩のf!,1属を数枚はさ

む。

E
q
 

2. 宮困層 M （層厚約4m〕

l'M兵で見られる宮困層は貝化石を含む粗粒砂～シノレ

卜質中粒i沙からなる。本j需は蟹江 ・大越 （1981）の宮

田層の上宮田凝灰質砂岩部層に相当する。 ここでは宮

困層は 収島”状に突出した初戸周lこアパットして恥積

している。不整合面にはグラニューノレ～ペフソレ大の后

平な良く円磨された基底1擦が点在する。 j深層は20～30

cmの厚さで， 1際質は粘板岩，チャート，f際岩，砂岩な

どからなり，丹沢山地を構成する岩石は礁としてほと

んど見出されない。 初声~1由来と考えられる砂岩僚に

はカモメ貝の穿孔が見られた。この｛深層には貝化石の

破片が見られるが，一般に保存が慈し 、。この露頭では

初声j雷直上の宮田層は， JI%~頁右端近くの初声層の侵食

された凹みに泥の±fl~積をみる他は， j傑を含む粗粒ない

し中粒砂からなる。そのような比絞的粗いlit積物はこ

のような ”島”状の初声腐の直上もしくはごく近接し

た地域に限られる。 このE店員から南に約50mのJi!:で

は，ナンノ化石を豊富に含む泥質細粒fr'.!.、に変わる。こ

のような岩相の違L、はここで示されるような宮田尼崎

積時の〔海底〉地形と深く｜苅っていたと思われる。こ

の露頭での宮困層は，初声層にアノ〈ッ卜 している部分

および露頭の上方にあるテフラ屑（MT〕によって層

閣が確認される程度で，全体的に塊状である。それは

古生物によるじ よう〔援〉乱（バイオターベーシ ョン〉

作用によるもので，生こん（痕）が多数見られる。 MT

屑（岩石学的特徴は後に記す〕はおよそ10ご皿の厚さで，

紫灰色の細粒軽石質テフラで，少量のスコリア粒を合

む。今までに公表された論文では，宮困層に何枚か

の鍵層としてのテフラ層が介在するとLづ記載はある

が，いずれも卜分な記載はなく MT｝習が，それらのテ

フラ層のどれと同ーのものか決定できない。テフラ層

による対比が屑序解明の」ーで重要であることを考える

同，このようなテフラ層の詳細な記載の必要性を痛感

N

〔山～
F

閉
山

oF
mUα

岡
山
∞

同
凶
ト

門
川
〕
門

区12 露頭スケッチ， Ha-c初声庖，M 宮仕｜層，MT

宮回居中のテフラ層，①～①断Vi:,:,1凝灰質砂岩，
2軽石質テフラ，3砂質凝灰岩l国，4合化石細校際
岩層（貧化石相〕， 5含化石細粒際岩層（富化石相），

6粗粒テフラ周， 7スコリア混り砂岩層， 8泥岩

層，9化石混り凝灰質i沙岩層，10テフラ層，11有孔

虫試料採集層準。

同
凶
N

門
〕

↑

E
C
 ＠ 

c、4、才tρ αコ
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表1~2
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Gl ycymens roconda 
Ch1~"5 miurensis 
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Venus sp 
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Tnstechotorochus sp 
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表2 I 

阻足細

血 ntalfom (An日以s)septenOrionale 

二牧貝類

Acila (Truncacila) rnsignis 
Limnps'5 (Nippcnol,mopsis) mmana 
L'mnpsis (Crenul,li=psis) cren"'a 
Glycヲmens (G ) vestita 
Pseodoqrammatodo＇コdallioblょquatυs
Arca bqcordi m;yatens斗S
Striarca sn 
Modrnlus (M.) mndiolus difficil;s 
Monia umtcnata 
Lima zushiens.is 
Pecten (Notovola) albicans albぇcans
Pecten (MHuhopecten) to.人yoensis
Aequipecten (Cryptopecten) ve5'culos"5 
Venericardia (Meqacardエto) ferrugょnosa 
Chlam1s farreri farreri 
Nemocardrnm (Keenae) samarangae 
Clinocardrnm sp 

Lucinoma…ricum 
Dosinorb;s sp 
Sandornus purpurata 
Mercenaria stimpsoni 
JJiatella orユenとalis 
11.nisocorbula veni.ista 

胆足謂

Calliostoma sp r 
Tegula (Chlorostoma) pfedfer』 r
Homalopom.; amussitatum c 
Lmella sp r 
Turntella (Neohaustator) nipponica miyata c 
Syphapatell walshi r 
Tectonatょcajanthostomo,des r 
Cabestrnamorpha tubulata k'iens;s r 
Tanna lutecstom.; r 
Siphcnalょafusoides c 
Fulgorana sp r 
Hitrella (M.) bic,ncta r o 
Zeuxis sq,,njoreu.＜ι宍 a
Paradrillia c。nsimil;s r 
P1runculus phiatus r 

フジツポ問

Megabalanus roso 
Balanus LOstratus 
Semibalan"s car.ょOSI.ls

脂足頭

師担骨針
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表1-1
C'b'c'Oes lob"tulu' 
Glabrotella subnpercul.ris 
Hanww;ua cf nipponica 
Amphistegrna epp 
Cassidulょn• pac'f'c' 
Ehrenbergin• poc,f• c• 
Astzononion umbilicatulum 
Hete.r也lepasp 

表I 3 

Hh屈の下 3,

Globorotalia m,;nardii 
Globorotalia plesiotumょda
Sphaero> dinellop.＜斗s seminulina 
Glohigerinoides obliques 
Globiger孟noides tril ob•'S 

Jib同町下 6'

Or加 li旧 universa 
Globigerinnides trilobus 
Globigenna wocdi 
Sph~eroidinellopsょs seminulヱna

表2 2 

Calcidiscus leptoporus 
Cocoolょthuspelagw>< 
Crenali thus dr.roni c。ides
C prodocte11"5 
Crioospheere quedrilaminata 
Emiliania annula 
(oPseudcemiliaoia lacunosa) 
Gcp 'yrocapso cocibbeanュca
G ericsoniえ
G oceanica 
G protohuxleyi 
/ieloccsphoera corteri 
II hyalina 
SphenolHhus abies企
s moriformis* 
Umb,l;cosphaera sitcgas va:r foliosa 

a
a
 

v
v
a
a
r
r
r
r
 

する。宮田層はここでは軟体動物に富み， 他に腕足

類，フジツボ類，海納骨針などの大型の化石を含み，

それらは主に沖合性のものからなる（表2-1〕。

3. その｛世

露頭で見られた断層 〔図2の①～⑥に相当〕の特徴

を下に示す。

①N50°E, 80°NW落ち ②N50°W, 70° S W落ち

③N54°W, 70。SW落ち ①N58°W, 84° S W落ち

⑤N68°W, 84° S W落ち ①N82。w,80° s W落ち
①を除き， ①～①は同一傾向を示す。

この露頭の南側を走る南下浦断層はN55°W,62°～ 

64。NE落ち （松島，1976）で，これと比較すると⑦～

①の断層は走向はほぼ同じあるが，傾斜は逆向きとな

ってし、る。

lI. 初声層の際岩の岩石学的記載

Hb層の際岩の薄片2枚でモード分析を試みた（表

3）。火山岩 （酸性，中性，塩基性〉の区分は顕微鏡下

の判定なので必ずしも厳密ではない。この磯岩は次の

ような特徴をもっ。

(1）化石が多い（図 3-B,C,D）。（2）基質は方解石，

シリカ鉱物および微粒の黄鉄鉱からなる。（3）岩片は良

く円磨され，分級度は必ずしも良くなL、。（4）岩片は火

山岩が圧倒的に多く，それらは比較的新鮮なものから

変質したものまで様々である。火山岩は酸性から中性

のもの〔区13Bには流紋岩，デーサイ ト， 安山岩が見

られる〕と塩基性のもの（図3cには玄武岩，粗粒玄
武岩が見られる〉とがほぼ半ノマlこ近＇ 'o (0）鉱物粒とし

ては石英， カリ長石，角閃石は非常に少なく， 斜長

石，紫蘇輝石，普通輝石が多く（図3A〕，少量の磁鉄

鉱も存在する。輝石〔紫蘇輝石 ・普通輝石〉，斜長石は

しばしば新鮮な褐色のガラスを包有し〔図3A, E〕，

新しい火山噴出物起源であることを示唆する。また輝

石， 斜長石は不定形のものが多く， しばしばギザギザ

(ragged）に方解石で置換えられている。 時には自形

を示すものもある（図3-F〕。（6）超塩基性岩起源の蛇紋

表l 初声層の化石．表11. Ha層 〔Hb層の下 3m〕

の底生有孔虫類，表1-2. 貝類などの化石（va非

常に多い， c普通， r少なしつ， 表1-3.Ha層 〔Hb

層の下 3mおよび6m）の浮遊性有孔虫類．

表2 宮回層の化石．表21. 貝類などの化石， I. 産

出頻度（va非常に多い， a多い， c普通，r少なLウ

II.基底部から産するもの（0),III. 基底部以外

から産するもの（＋〕，表2-2.ナンノ化石（つ第三

紀中新世ーからのリワーク．



表3 初声層傑岩〔Hb）~） のモード分析』結果．

（つ 2枚の薄片による。

基

貝

30 % 

8.8 

l''' 2'' 

35 % 

6.3 

火山岩（酸性～中性〉

火山岩（塩基性）

結晶 片 岩

チャ ート

砂岩 ・頁 岩

27 

18 

0.4 

2.2 

0.6 

12 

22 

2. 3 

l. 9 

5.5 

石

石

石

英

輝

輝

長

蘇

通

斜

紫

此
日
石

8.7 

0.8 

l. 3 

0.4 

8.1 

4.2 

2.8 

0.5 

その 他 I － ~ ： －~ － ・r ・;. 5 
I 101 勿 I101 勿d』

lコ

岩片， クロムスピネノレ粒子はほとんど見出されない

( 1粒子の蛇紋岩片？あり〉。

以上まとめると，岩片，鉱物粒子のほとんどが， 主

として安山岩質から玄武岩質の火山噴出物起源てやあ

り， 超境基性岩石および花前i岩などの深成岩起源のも

のはほとんど存在しない。また変成岩および地積岩の

岩片も非常に少ない。この特徴的な合化石隊岩は従来

知られた初声層の特徴とはかなり異る。この火山噴出

物の起源やiii:積の場を知るためには，初声層の詳細な

調査を必要とする。

］］［.堆積環境

底生有孔虫類から見た初芦層Haj膏

初声j冨Hbl雷下3m〔図2〕のHa層の貝殻質砂岩よ

り採集した底生有子L虫類（君主1-1）を調べた。

Cibicides, Glabratellaおよび大型有孔虫の AinρIn-

steginaは潮下帯から 20～30m程度の深さの岩礁地帯jニ

の海徐に着生している。またHanzawaia,Cassidulina 

およびAstrononionは数十m程度の深さの岩礁からさ

ほど遠くない合泥率の低い貝殻質砂または粗粒砂の表

面の燦 ・貝殻などに着生している。したがってこの底

生有孔虫類は前者のより浅い“岩礁”性の有孔虫類が

後者の有孔虫類の生息する場へ流れ込んだ混合群集と

考えられる。この推定された生息環境の地積相はこの

化石有孔虫類を含む岩相と良く一致する。この群集は

現在の海では伊豆七島のような火山島の問の浅海の貝

殻質砂に見られるそれと共通し， 化石群集では伊豆下
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回の白浜層のそれとも共通する。

員化石等から見た初声層Hb層

Hb店jの際岩中に合まれる大型の貝化石類を表1-2

に示す。数量的lこ多いものは， 前述のように二枚貝の

Gかcymerisrotunda，単体サンゴの Flabellumsp.お

よびフジツポの Megabalanus rosaである。これらは

数 卜mから陸棚縁辺またはさ らに深くまで分布する

生息深度をもっ。しかし Chlainys,Venus, Suchiuin, 

Cypraeaは湾l下帯からせいぜい20～30m程度の深さに

生息する。 フジツボや Chiamysは岩礁からの流れ込

みと考えられる。Gかcyinerisは少数の両殻そろった個

体をみるが， 大部分は阿佐殻していて層叫に平行に配列

する他生的産状を示す。また Gかcymeris1ま砂泥底に

生息し，それは Hb層のような際岩でない。このよう

にHb庖の正確な環境解析はできないが，沖合性の数

十m～百数十m程度の深さで，上部浅海，または岩礁

から貝類の流れ込む環境を推定した。

員化石から見た宮田層の堆積環境

主要な化石である貝化石は不整合面直上付近と，そ

れより上の層準ではその極構成に途L、がある。前者

〔表2-1のII欄〉は主に潮間帯から20～30m程度の深さ

の岩礁に生息する ものからなり，殻が壊れていたり，

磨滅しているものが多い。 これに対して後者（表21 

の III欄〕は主に20～30m程度の深さから100～120m

程度の深さの砂または砂泥底に生息するものからな

り，保存は良L、。二枚貝類では Modiolus数個体が集ま

って 1朱”を作っている（自生）のが観察された。さ

らにLimo戸sis数の2程， Peetenの2種， Nemocardium 

およびLucinamaが合弁で見つかるものが多い。以上

の点からこの宮田庖は基底部付近では深さにして20～

30mまでの岩礁に近按した砂底の環境を，そしてそれ

より上位の層準では深さ数卜m前後の深さの砂，また

は砂泥底の環境を示す。

N.時代

浮遊性有孔虫による初声層の時代

浮遊性有孔虫試料は初声屑 Hb屈の下 3m （底生有

孔虫試料に同じ〉および6mのHa層より採集した

（図2〕。それらは表1-3に示す種構成で特徴づけられ

る。

3m下の屈準の極机成は Oo.＼〔1977）による坪jj産性

有孔虫の生層序ではG!oborotaliatumidaρlesiotumida 

帯のそれに対応し，その時代は BLOW(1969）のNl7,

すなわち後期中新1且を示す。

Hb層下 6mのHa周の浮遊性有孔虫類に関しては，



tO 
ト4

A 

2 

図3 1 露頭写真， 2 初声層含化石磯岩（Hb層〕 中の貝化石の産状， A-F 2の含化石際岩の顕微鏡写真（クロス ・ニコノレ），

pl 斜長石， hyp紫蘇輝石， aug普通輝石， mt 磁鉄鉱， 写真の長辺の長さ ：A D, F 0. 69mm, E 0. 28mm. 
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これだけの試料では確実な時代の決定はできなL、。

ナンノ化石による宮困層の時代

この露頭の南約50mlこ位置する富田層の小露頭中の

厚さ15Cillの， テフラ層直下からナンノ化石用の泥質細

粒l沙を採集した。このテフラ層はMT層の下約5mの

層準にあり，前者の層準付近のi利積物の方が後者のそ

れよりも細粒である。含まれる貝化石の種類組成はほ

ぼ共通する。この泥質細粒砂には保存良好なナンノ化

石が豊富に含まれている。その種名リストを表22に

示す。これらのナンノ化石のSphenolithus2種は第三

紀中新也ーからのリワークと考える。

GephyrocaJうsaoceanica, G. 1りrotohuxleyi,Emilianza 

annula （これは Pseudoeinilianialacunosaと同じ〉，

が共存すること，およびCalcz・discusmaαntyre, Heli 
cosphaera sellii, Emiliania huxleyiが共存しないこと

が年代の決め手となる。この化石相！;l:GAR'l'NER(l977)

の分柑ーで smallGiphyrocaρsa苛かあるL、は Pseudoe

1niliania lacunosa¥¥11'に相当すると恩われる。したがっ

て，この宮田層のl時代は更新｜並の 122万年前から44万

年前の間と考えられる。

テフラ層による宮困層の時代

MT層は次の特徴を持つ。重鉱物組成 ：糾ブ'Jffifi石

(Opx) ＞単斜輝石〔Cpx）と鉄鉱物〔Mt），軽石グラス

の屈折率.1. 517～1. 519 （モー ド1.518), Opxの屈折

率Cr〕：1.712～1. 715，軽石の粒径 ：0.2～0.4cm，軽

石の色 ：紫灰色，軽石の発砲度 ：良好，斑品の量 ：普

通。このMT層に類似のテフラ層は下末吉層から地蔵

掌腐までの時代に7枚知られているが， 多摩Eテフラ

群（地蔵堂！晋相当層に対比〕に介在するTE-6に最も

良く類似する。 この露頭の北北西約500mに位置する

崖（大坪老人ホーム裏〉 に見られる宮困層中の3枚の

テフラ層の最上部の軽石層は次の特徴を持つ。重鉱物

組成 ：角川石（Ho)>Opx>Mt,1隆石グラスの屈折率

: 1. 508～1. 511, Opxの屈折率〔r): i. 706～1. 710, Ho 

(n2）の屈折率 ：1.671～1. 6760これは地蔵堂層下部の

泉谷火山灰層 (Iy)（杉原他， 1978）に類似する。これ

らのテフラ層はいずれも第一級の示標層とは言えな

いので，宮田層の一部が地）i；戒堂層と対比される可能性

をもつものの，なお今後検討の余地を残すと言える。

まとめ

初声層は浮遊性有孔虫から BLOWのNl7（後期i:j:i新

世〕を示す。初声層 Ha屈は底生有孔虫から数イm の

深さの岩服、に近接した海底に，Hb層は貝化石等から

数 ｜一m～百数十mの深さの岩礁に近接した海底にlfl：積
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したものと思われる。 Hb~J習の含貝化石際岩は火山噴

出物起源、の種々の岩石からなり，変成岩や堆積岩は少

ないとLづ 特徴をもっ。l擦の供給地やiii積様式は興味

深いが，その詳細は明らかでない。

宮田層はナンノ化石から GAR1'NERの smallGephy-

rocaρsa帯か Pseudoeiniliania帯に相当し，中期更新

世から若く見積っても44万年前を示す。テフラ層から

は地蔵堂層中部（40万年前）相当j習の可能性を もっ。両

者の附ー代資料は比較的良く一致する。宮田屑は不整合

直上では岩礁に近接した水深20～30mまでの深さで，

またそれ以上の層準では数十m前後の深さで抑積した

ものと考えられる。

この報告は次のような分担でまとめた。現地調査

〔山にl ， 松島，平田， ）lfc井， 1~＇J藤，村田〕， 大型化石

（松島，山仁l〕，浮遊性有子L虫（高柳，尾田〕，底生有

孔虫（北里〕，ナンノ化石（岡｜五〉，岩石〔荒井）， 火

山灰層序〔II汀田，新井〉，まとめ（山仁l，松ぬ〉。
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神奈川自然誌資料 4:93～JOO, Mar. 1983 

横浜市南西部・戸塚区いずみ野の下末吉層

相当層より産出した貝化石について

松島義章・永見 至

Molluscan Fossils from the Late Pl巴istoceneDeposits in Izumino, 

Southwest Part of Yokohama 

Yoshiaki MATSUSHIMA and Itaru NAGAMI 

横浜市南西部のE陵地を通る相模鉄道いずみ野線が

1976年に開通以来，この沿線には大規模な宅地造成工

事が急速に進められている。その工事現場に立入って

みると大型のブノレトーザーやショベノレカーがせわしく

行きかい， 日に日に尾根は削りとられ， 谷が埋立られ

以前の自然の姿が失われてし、く。また新しく出現した

露頭も次々に消滅，あるいはコンクリートで覆われ再

び陽の目をみることがない。そこには何万年から数10

万年前の地質時代を物語る証拠や資料が隠されてお

り，その資料の一部を記録しておくことは， 今後の本

地域の地質を研究する上で，大いに役立って、あろう。

すでに神奈川自然誌資料No.2(1981〕において緑園都

市駅近くの露頭で明らかになった下末吉層相当層産の

貝化石について報告した（松島，1981〕。

今回はし、ずみ野線終点，いずみ野駅際に建設された

遊水池地点より得られた貝化石について記述する。こ

の資料は筆者の一人永見が，1982年2月に採集したも

のと，その後松島の調査したものを加えた。なお貝化

石は露頭から直接採集したものではなく，遊水池の建

設工事で掘りだされた堆積物が，すぐ西側，和泉川の
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図2 横浜南西部 ・いずみ野駅付近の地質断面 1：埋土， 2：ローム，腐植質ロームと浮石，
3：礁， 4:$11ll沙， 5：砂質シノレト，6：泥，7：腐純物と貝化石， L：新期ローム層， Sg：相

模野際層，s：下末吉居相当層

谷を埋立てて山積になっており，そこのシノレトから採

集したものである。貝化石の産出地点とその層準につ

いては，すでに露頭がコンクリ ートで被われていたの

で直接観察することができず， 工事関係者からの間取

り調査と，すぐ近くで実胞されたボーリング資料から

検討し考察した。

1. 貝化石産出地点の概要

貝化石の産出地点を図1に示す。この地点はいずみ

野駅から西方へ約300m離れた八僻神社｜祭の遊水池で

ある。この付近は海抜60～45mの平±El.而で下末吉面よ

り新しい河岸段丘の相撲野面（岡ほか，1979）である。

なお，この相模野面はlllJEB〔1973）の三浦半島の三崎

簡に対比される。

貝化石は遊水池の建設工事により地表から10数m抑

り下げたその基底にある青灰色シノレ ト庖に含まれてい

たものである。貝化石の産出層準をふくめてここの露
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頭は，工事完了と共にコンクリートで完全におおわれ

たため調査することができなかった。しかし遊水池の

近くで実施されたボーリング資料と，さらに周辺地域

でおこなわれたボーリング資料から，貝化石の包含層

をふくめてこの台地を構成する地質の概要を知ること

ができた。ここにいずみ野駅付近の地質断面を図2に

示す。この図から明らかなようにこの付近の地質は，

岩相から下部の砂・泥層（S），中部の磯層（Sg），上部

のローム層（L）に区分される。

下部屈はこの地域の基盤を構成する地層で， 一部に

貝化石，腐植物，浮石を含む青灰色ないし陥青灰色を

帯びた砂層 ・砂質シノレ ト層・泥層からなる海成層であ

る。泥庖は一見すると横浜付近で一般によく知られる

土丹岩（上総層鮮の泥岩〉 とよく似ているが，標準賀

入試験でN値を求めると20前後と軟かし上総層群の

泥岩に比べてまだ固結度が著しく小さく，それよりも

若い時代に沈積した地層であることが理解できる。



中部腐はこの下部層を削り 込んで持i耳1~ し た円礁を主 り， 殻の保存もよし、。中でもマガキ，イヨスダレ，シ

体とした磯層である。その堆積］質面高度は32m前後で ズグガイなとの二枚貝は両殻のそろった個体が多く得

Iiぽ水平に近い。本層は厚さが約smと発達するが， られた。 同定できた貝化石は巻貝類19種，角貝類I

No. 5, 6で急激に薄くなり，それ以東では消滅すると 種， 二枚貝類17種の合計37種である（表1）。

考えられ，いわゆる谷埋の河成堆積物である。岡ほか 露頭における各種類の産出状況はわからないが，明

によれば，本属は相模川東岸一帯の相撲野面をつくる らかになった37種に現生種の生態的特徴をあてはめて

相模野際層そのものであり， 境川やその支流の和泉川 検討してみると，その地理的な分布からは， 大部分が

沿いの本層が， 下位の下末吉庖あるいは下末吉層相当 暖流系内湾性種であり，典型的な寒流系種がみられな

層を不整合におおって分布していることを明らかにし L、。さらにハイガイ（現在南関東では生息せず， 瀬戸

ている（岡ほか，1979〕。したがって相撲野陳腐の下位 内海の一部から九州有明海以南の内湾に分布する〉を

にみられる下部層は，下末吉層相当層である。 除くすべての種は相模湾沿岸に分布する。生息深度と

相模野磯層を震う上部層はず「J羽ローム層である。機 底質では， 潮間帯〔NO）から水深25m前後の上部浅海

層直上付近のローム層には浮石をよく含む層準があ 帯 （Nl〕までの砂泥底に生息する種が全体の80%を占

り，さ らに No.2～6において地表面から 3～4m下 め圧倒的に優勢である。この点は化石包含層がシノレト

の層準に日音褐色ないし黒褐色をした腐植質ロームをは であることとよく対応する。各種を詳しくみると， ①

さんて刈、る。 マガキ，ハイガイ，オキシジミ，ヒメシラトリ，ウミ

2. 貝化石の産状 ニナ，イボウミニナ，カワアイ，へナタリ，ムシロガ

貝化石は青灰色ないし暗青色シノレ トに含まれてお イ，アラムシロガイなど湾奥部の干潟に生息する貝

表1 横浜市戸塚区いずみ野遊水池と岡津町の下末吉層相当層店主の貝化石リ スト

Spe°'es name< 

CASTROPOOA 

Pate!!oidia (Ch臼zaem四 jpyg岡田 Im中間Z叩 la(Habe) 

伽ゆon＜間 （Suoh'w")m訓 i!ifer=(Lamarck) 

'une！！αeoronata (Gmelrn) 

Pio toner’..ロ国 O•叫 !amens.a (Lesson) 

Phosine ! la s p 

Stenotis eαriniferus (A. Adams) 

Asou"'neα ！utea Japnnwαv.Martens 

Angus志assimineasp 

Pseudo!iotiααstnscα （Gould) 

Batil!ariαmultiformis (Li"hke) 

Batil!ar向日間！is(Bruguiere) 

Cerithideopsil!a cingulatα （Gmelin) 

Ce円thideopsi!!adjαdjapie四日 (K.Martin)

Ce門的idearh＇日ophorurumA.Adams 

A Z田川aco町間四 A.Adams

Aus tr匂!abap,:cta (A.Adams) 

Eufen!!o pupoides (A Adams) 

Diffa!abaυitrea (Sowerby) 

Clαthrofene!la retiσulata (Adams) 

Tectonaticαjonthnstnmoides Kuroda & Habe 

Bede山間 biri!effi(Lischke) 

Zafra p山口α （Dunker)

？仇t問 !laIM.) bi，出nota(Gould) 

Ohυe!!a jαoonioa Pilsbry 

IZ:叩I附 ｜ RYOKUENTOSHI 
Stratigraphic 
Hor1zons 
A B c 

Hori,ont3l Ve<tical 
rang邑 di<tribution 

31・ 41 NO 

25 - •2 NO-I 

31 -" NO 

0 ・ 3• NO 

3• 』 39 NI 

31 -39 NO 

-35 NO-l 

" - •6 NO 

0 -41 NO 

0 -39 NO 

0 -39 NO 

。世 35 NO 

6 - •2 NO I 

35 NI 

0 -36 NI 

33 -38 NI 

27?-35 NI 

3 1 ・ •2 Nl-2 

21 -36 NI 

22 -39 NO-! 

0 -41 NO-I 

31 -39 NI 

Habitat 

Al 

S,mS, sM 

fS 

R,S,mS 

R,S,mS 

S,M 

S,M 

S,M 

Al,G,S,M 

Al 

S,M,Al 

Al 

S,M 

S,mS 

S,mS 

R,gS 

R,S 

9~ 



Niotha iivesoens (Philippi) 

Hin叩 fest志向 (Powy') 

。晶つstamiαdesυnanaDall & Bartsch 

T>.<rbaniila (Dunkeria) sh•geyasui Yokoyama 

Turboni!la 'P・ 

Ringiau!a do!iαris Gould 

C旨！iah叩 tysangustα （Go,ld) 

Ao白aai問 （Didontog!ossa)koyasensis (Yokoyama) 

Aateocina g!obosa (Yokoyama) 

Deco円 fermatus•mana (Nom"'a) 

SCAPHPODA 

Dentohum oatangula仇＂＂ Donovan 

PELECYPOOA 

Anadam (Sa四 haraa)so白山（Dunker)

A問中raIS. ) subare昭如（Lischke)

- c" r 

r c" r 

A田血m 「TegiZlOPaa)gmnosa (Linne) a” r a” 

Anomα ah•neη8'8 Phエlipp>

白白ssostreag•gas (Thunberg) a" a" c" c 

え！venrnsojianus (Yokoyama) 

Tmpenwη （lleotropen間 ）!ir沼tum(Reeve) c’t 

Anodont白 stearnsiana(Oyama) 

PiZlua•闇 IP.) pisidi四（Ounker)

II色pponomyse!laoblonga白（Yokoyama〕

Fu!tiαmutiaa (Reeve) 

l!eret"'x !usona (Rodrng) r a＇’ r 

DosineZla peniai!lata (Reeve) 

Cya!ina sine問団（Gillelin) “ a r r 

Veremo!pαmiaro (Pilsbどy)

Tαpes (Rudit叩es)japoniaα （De<haye<) 

Paphuz日ulu!a白（Born) c” 

地＂＇tro(M Jυeneri formis Reeve a va" c 

Theam lα白（Hind') a" 

Arao阿giα （Merisaa)duzphana (De,haye<) r” r r 

F鴻20αηatokyoensis Mahyama 

地ccma叩 aongrua(v Martens) 

Fabuli国 cf.n•tidula (D,nker) 

Fabulina minuta (Lischke) 

Fabuli田 ！MoerellαJpeita>hoensis (Grabau & King) 

Solen striatus Gould 

均aape四 .ria00叩ga>Makiyama 

0 -41 NO I 

21 -42 NO 

33 -39 NO 

34 -35 NO-I 

31 -42 NJ-3 

34 -38 Nl-2 

34 NO-I 

32 -39 

31 -39 NO-l 

0 -42 NO-I 

31 -39 NI 

26 -40 NO姐 1

0 -24 NO 

23 -42 NO-I 

23 -43 NO 

33 -42 NI 

23 -36 NO 

32 -41 NO-I 

22 -42 N0-1 

34 -42 Nl-2 

21 -41 N l』2

31 -39 NO』 l

14 -41 NI 

3! -41 NO 

33 -35 NI 

25 -45 NO-I 

0 -35 NI 

25 -3ヲ NO 

31 -42 NI 

31 -34 NO 

32 -39 Nl-2 

31 -44 NO-I 

0 -37 NI 

32 -39 NI 

33 -35 NO 

31 -42 NO『 i

31 -71 NO-I 

S,M 

G,S 

fS 

mS 

S,mS,sM 

sM,mS 

mS,sM 

fS,sM 

mS,sM 

R,gR,shS 

R,shS 

S,M 

R,sh 

sM,M 

S,mS,sM 

mS,sM 

S,mS,sM 

S,mS 

sM,mS 

mS,sM 

mS,sM 

S,mS 

皿s,M 

mS 

mS,,M 

mS,sM 

mS,M 

ms 

Honzontal rang• latctude by degree, Panhc side of Japan (Kuroda' Habe, 1952) 

'M 

Frequency va ' very abundant 51+ spp , a • abundant 15 to 50 spp., c co四百on5 to 14 spp , r rare I to 4 'PP 

(Oyama, 1973). 

Vert.cal drntnbutrnn NO . t>dal (1ntert1dal) zone, NI ' eunent>c zone, from low t>de mark to 20 -30 m deep, 

N2 mesonenuc wne, from 20 -30 m to 50 -60 m，ド3 •ubnerit且c zone, from 50 60 m to 100 - 120 m 
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表2 横浜市戸塚区いずみ野遊水池と岡津町の下末育層相当層産の貝化石の生態的特徴

NO NO -Nl Nl - ？ 

(tidal zone species) (shallow sea specis) 

soft hard soft hard soft hard Habitat 
Total 

bottom bottom bottom bottom bottom bottom uncertain 

X-1 9 2 7 3 14 37 
(s工lt) (25%) (5%) (19%) (8%) (38%) (2.5%) (2. 5%) ( IOD%) 

X-2,C 7 4 II 5 3 32 
(sandy silt) (22%) (13%) (34%) (3%) ( 16%) (3%) (9%) ( 100%) 
一一一一一一一一 ー ー ー 「一 ーーー一 ーーーー－ ーーーー ，．． ．．．．．．．．，． ドー －－ －－ －－ －ー ーー ーーーーー

X-2,B 10 5 6 3 4 30 
(granule sand) (34%) (17%) (20%) (10%) (13%) (3%) (3%) (100%) 
一一ーー一一一一 ーーー ー－ ー一一一 一ーー ー ーーーー－ 一 白－ - ーーーーーー ーーーー一 ーーーーー

X-2,A 9 5 9 4 2 2 32 
(sandy silt) (28%) (16%) (28%) (3%) (13%) (6%) (6%) (100%) 

soft bottom. sand and mud, hard bottom: rock -gravel, on algae, attached on shell etc • . 
X I : Izumino, Totsuka-Ku, Yokohama., X-2 : Okazu-Cho, Totsuka-Ku, Yokohama(Matsushima, 1981), 

類， ②ケシトリガイ， トリ ガイ，ウラカガミ，イヨス 今回の資料は古相模湾の北東湾奥部に遠浅の干潟が

ダレ，シズクガイ，ゴイサギ，ヤカドツノガイなど湾 広がっていただけではなく，一部には水深lOm前後の

央部の潮下帯水深 lOm前後までの泥底に生息する只 泥底の発達する場所のあったことを明らかにさせた。

類，この2グノレープに大別される。両グループの貝殻

は上述のごとく保存がよく，両殻そろったものが多く 3. まとめ

みられることからいずれも現地性ijl積を示すものと考 (1）横浜南西部のし、ずみ野付近の相撲野面は，海抜60

えられる。 ～45mあり，この付近の地質は岩相から下部の下末吉

両グノレーフ。は生息環境を異にするものであり，それ 層相当層cs〕， 中部の相模野磯層（Sg），上部の新期ロ
らの貝類がほぼ同じ割合で共存して産出するとは考え ーム層 〔L）であることが判った。

にくい。別々の層準に介在していた貝化石が，工事で (2）下末吉層相当層から産出した貝化石は，巻貝類19

掘りだされ谷埋めされた時点で混り合ったものといえ 種，角貝類1種，二枚貝類17種の合計37種であった。

ょう。したがってこれは2層準の貝化石が同時に掘り これらの貝化石は暖流系内湾性種からなり， 湾奥部の

出され， ー絡に山積されたものを採集したことによる 干潟の群集と淘j下帯水深lOm前後の群集とから構成さ

ものである。 れていた。貝化石群集から，本地点は下末吉海進期に

只化石を包合していた青灰色シノレ卜は， 前述のごと おける古相模湾の北東部奥部でもやや湾央に近いとこ

く相模野磁庖の下位にみられる下末吉層相当層からも ろに位置していたことが明らかになった。

たらされたものである。したがって貝化石は同層のも 謝辞

のであり，木地点における下末吉層相当層の堆積環境 本稿をまとめるに当り，露頭の情報や現地において

を推察することに使える。明らかになった貝化石群集 地質構造について検討いただいたサンコーコンサノレタ

は， 湾奥部の干潟の群集と，湾央部潮下帯水深lOm前 ント株式会社の土屋義彰氏，ボーリング資料の収集に

後の泥底の群集とである。両群集の層位関係が不明で あたっては横浜市公害問究所の杉本実氏から未公表

あるが，下末吉海進によって相模湾側に形成された古 のボーリング資料を利用させていただいた。ここに記

相模湾の北東湾奥部1こ近い地点にいずみ野が位置して して厚く御礼申し上げる。

いたことを示唆する。この点は本地点により約3凶l東

方の緑園都市駅近くで明らかになった下末吉層相当層 文 献

の貝化石群集（松島， 1981〕と対応がつき，その地点 IHJ田 洋 1973 南関東における第四紀中 ・後期の編

よりも本地点の方が湖下帯の群集の優勢であることか 年と海成地形面の変動，地学雑誌 82(2) 

らやや湾央部に近い位置にあったことを示す。 53-76. 
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松島義章 1981 横浜南西部 ・戸塚区岡津田］の下末吉 1979 藤沢地域の地質，地域地質研究報告

j習中目当層より産出した貝化石について，神 c 5万分のl図幅〉，地質調査所 lllP 
奈川自然誌資料 (2〕 67 75. （松島義章：神奈川県立博物館，永見至・東京都立羽

岡 重文 ・島津光夫 ・宇野沢昭 ・桂島茂・垣見俊弘 田高等学校〉

図版l 横浜西南部， 戸塚区いずみ野の下末吉層相当 図版2 1£1＼浜西南部J 戸啄区いずみ野の産下末吉層相

層産貝化石 （その1) 当庖産貝化石（その2〕

1：スガイ （Lune/lacoronata〕x1, 2：モロハタ 7 1・ハ イ ガイ （Anadaragranosa〕x1, 2, 3：マ

キピガイ （Stenotiscarinぴerus〕×3, 3 .ウミニナ ガキ（Crassostrea gigas）×1, 4 7 ノレへノジガ

(Batillaria multiformis) x 1 , 4：イボウミニナ イ（Nipponomysel/aoblong.αta）×2, 5：ナミマガシ

〔Batil/ariazonolis〕×1,5：カワアイ（Cei・ithideop ワ （Anomiachinensis〕x1, 6.ウラカガミ （Dosi

silla djadjariensis〕× 1' 6：へナタリ〔Cerithideo・ nella penicillata) x 1 , 7：オキシジミ （Cyclina

psi/la cingulata）×2, 7：シマハマツボ （Australaba sinensis) x 1 , 8：ヒメカノ コアサリ （Ve何mo/pa

picta）×3, 8：サナギモツボ （EuJene/laρudoides) micra）×2, 9：アサリ （Tapesjaρonica）×l, 10: 

x 3' 9：エゾタマガイ〔Tecton.aticajanthostomoides) イヨスダ レ （Paρhiaundulata〕x1, 11：シズク ガ

x 1' 10：カゴメガイ （Bodevinabirileffz〕×2' 11 イ 〔Theoralata) x 2, 12：イチ ョウシラ トリ （Ar

：アラムシロ （Hiniafestiva）×2' 12：ムシロガイ copagia diaρhana) x l, 13 ゴイサギガイ （Macoma 

(Niotha livescens）×2' 13：マメウラシマ （Ringi・ tokyoensis) x 1, 14：ヒメシラトリ（Macomaincon 

cula dolia円S〕x3' 14：カミスジカイ コガイダマシ grua) x 1 . 

(Cylichynatys angusta〕×3' 15：ヤカド ツノ ガイ

(Dentalium octangulatum) x 1, 16：サラサフジツボ

(Balai四 sreticulata）×1. 
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図版1
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図版2
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神奈川自然誌資料投稿のきまリ

1 内容は神奈川県の自然に関する論説，資料の分布

調査，収集，分類， ~I 録，解説， 研究史などとする。

2 発行は年1回とし，毎年10月末日を原稿締切日と

する。

3 投稿された原稿の採否，修正，掲載の順序につい

てはすべて編集委員会の決定による。

4 原稿の体裁

(!) 原稿は横書きとし，所定の原稿用紙（24字×22

行〕を行L、る。

(2) 表題の下には欧文タイトノレを入れる。表題及び

欧文タイトノレは原稿用紙1枚と数え，本文は2枚

目から書き始めることとする。

(3) 著者の所属機関 （ない場合は自宅等jの連絡先〉

を原稿の末尾に括弧書きで入れる。

(1) 原稿の量は短報は2頁，その他はljlリり上り10頁

以内を原則とする。

(5）文献の書き方は，著者名，発行年（西暦年〉，表

題，雑誌名（または書名〕，巻，号，頁の順に記

す。雑誌巻数はゴシック，号数は数字をゴシック

とせずにパーレンでかこむ。頁数はイタリックと

する。単行本のときは，出版社名とその所在地を

記入する。和文雑誌の沓名は省略しない。

雑誌のような定期刊行物（和文〉 凶・....例I，例2

雑誌のような定期刊行物（欧文） －－ － － ー例 3
単行本（全体を引用〕 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・ー…・例4

例1. H汀田洋 1973 南関東における第四紀中・ 後期

の編年と海成地形の変動．地学雑誌， 82(2〕：

53 76. 

{§1]2. 小原敬 1981 茅ケ崎のアメリカネナシカズ

ラ 神奈川自然誌資料，〔2):5556. 

例3. KAIZUKA, S. 1975 A tectonic model for mor-

phology of arc-trench systems, 

especially for the echelon ridges 

and mid-arc faults. Jpn. Jour.Geol. 

Geogr., 45:9-28. 

{§1]4. 岡村金太郎 1936 日本海藻誌 内田老鶴岡，

東京

（日） 文献の並べ方は著者名のABC)I煩と し， 同若者

名が二つ以上ある場合には年次順に並べ，同一年

については，a,b, cをつけて区別する。

(7) 仕上りの図（写真も図と して扱う〕及び表は，

原則として頁1j層以内とする。原図は頁幅の2倍の

コてきさ までとし， そのまま製版できるように製図

することを原則とする。図表には著者名，図の番

号（図1，図2のように書く〉，天地を記す。

(8) 図及び表の説明は別の原稿用紙に書き，本文の

余白に挿入個所を示す。

(9) 学名はイ タリック字体，人名はスモーノレキャピ

タノレ字体とする。字体の指定は次のようにする。

イタリック字体 ；ア ンダーライン（例 Primula)

スモーノレキャピタノレ字体， 2本線（例 Machida〕

ゴシッ ク字体 ；波線〔例文献〉

5 掲載論文の著者校正は初校のみとする。
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｜編集後記 ｜ 本誌はこれまで文部省の博物館活動車業の助成を受けて出版し

てきま した。ところが木年度はこの助成が取止めになり ，従来よりもさらに苦しい予算で

発行せざるを得なくなってしまいました。一方，これとは逆に自然愛好会，博物館，大学

等の皆様からは貴重な原稿を数多くお寄せくださいました。これは有り難L、ことで喜ばな

ければならないのですが， －II寺はすべての原稿を印刷発行できるかとうかたいへん心配し

てしまいました。幸い，関係者の皆絡がたのご協力により，寄稿数を減らすこと もなく出

版することができほっとしています。ただ， 一部の方には原稿や写真の枚数等の削減をお

即応、しご迷惑をおかけしてしまいました。この紙面をお借りして深く お詫び申し」げます。

寄稿件数が増えたことは本誌が皆厳から暖かい眼差しを受け，さらには成長を見守って

くださ っているものと確信し，今後も多くのかたがたのご意見をとり入れて，県内の自然

についての情報誌として，充実した内容を盛りこんでゆけるよう努めたいと思っています。

健作）（村岡

ヲ｜き続き，皆様の暖かいご援助をお即応、します。

貝

（横浜市金沢自然公困）

（神奈川県立博物館〉

（大涌谷自然科学館）

（平 塚 市 ｜専 物 館〉

（神奈川県立 博物館）

（横須賀市開物館〕

（神奈川県立博物館〉
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